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本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









　十年前──




　俺たち兄妹きようだいは普ふ通つうに暮らしていた。

　父がいて。

　母がいて。

　友達がいて。

　俺と妹は仲がよくて。

　どんなところへ行く時も一いつ緒しよで。

　家では。

　夕飯を食べて。

　テレビを見て。

　ゲームして。

　風ふ呂ろに入って。

　歯を磨みがいて。

　布ふ団とんに入る。

　全部ふたり一緒だった。

　そこに特別な物などなかった。

　それが特別に変わったのは神話戦争が起きたからだ。

　父を失い。

　母を失い。

　友達を失い。

　学校も、家も、街も焼け果てて。

　俺たちはこの世でふたりきりの兄妹になった。







　神に奪うばわれた妹を捜さがして、十年。







　再会は、最悪の形で訪おとずれた。
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第一章　兄妹の再会









　　　　１




　位相をズラされた空間。

　世界から隔かく離りされた誰だれにも見えないその場所で。

　俺は、妹の、天てん華かの、記き憶おくを取り戻もどした。

　目の前にいる彼女が十年前に行方ゆくえ不明となった妹──神しん仙ぜん天華。

　学園に入学してから、もう一週間以上も一緒にいたのに。

　今日の今日まで、彼女が妹だと気づけなかった。

　それは俺の中から天華に関する記憶の大半が失われていたからだ。

　正確には、奪われていた。

　誰に？

　神だ。

　十年前、俺から妹を奪った神。

　それどころか、妹の記憶までも奪った憎にくい神。

　その、神クズが。

「どーしたの？　おにーちゃん」

　嗤わらう。

　嬉うれしそうに。

　嘲あざけるように。

　挑ちよう発はつするように。

　嗤う。

　口角を吊つり上げ、ニコリと、可か憐れんな笑え顔がおを作る。

　俺の、妹の顔で。

「───」

　憎ぞう悪おで頭がおかしくなりそうだ。

　天華の中にいる神の名はゼウス。

　ギリシャ神話の最高神。

　こいつは、十年前に俺から妹の肉体を奪った。

　そして、何食わぬ顔で、この学園で再会したのだ。

　教室で。

　帰り道で。

　クレープ屋で。

　カラオケ屋で。

　みんなと一緒に笑いながら。

　内心で、まるで気づかない俺のことを嘲あざ笑わらっていたに違ちがいない。

「ねぇ、そろそろ離はなしてよ。痛い」

「……」

　言われて、俺はずっとゼウスの手首を握にぎり締しめていたことに気づく。

　本当ならこのまま握り潰つぶしてやりたいくらいだ。

　それどころか、殺してやりたい。

　いくらでも、何回でも、延々と、可能な限り惨むごたらしく殺してやりたい。

　だができない。

　奴やつは今、天華の肉体を乗っ取っているのだ。

　妹の体を傷物になどできるわけがない。

　俺は、手を離す。

「もー痕あとになっちゃうよー」

　ゼウスは手首を擦さする。

　こいつのひと言ひと言が癇かんに障さわる。

「殺すぞ？」

　膨ふくれ上がる殺意を抑おさえきれず、俺は無意味な言葉を口にした。

　それがいかに意味がないかは相手も分かっているらしく、

「殺せる？」

　ゼウスはただ口の端はしを吊り上げるだけだった。

　俺は歯は嚙がみし。

　と。

『──殺そうか？』

　内側から声がする。

　俺に宿る魔ま神じんの声が。

（やめろ！）

　バロールの戯たわ言ごとを全力で止める。

　クソッ……殺せないのは俺が一番よく分かってる。

　たとえゼウスに乗っ取られていようと。

　俺に妹は殺せない。

　それどころか、その体を傷つけることもできない。

　最悪だ。

　最悪だ。

　最悪の仇かたきに、最愛の妹を人ひと質じちに取られた。

「そんなに睨にらまないでよ～」

「どの口が……」

　俺は舌打ちする。

「この口だよ。おにーちゃんの妹の口」

「俺の妹の口で勝手に喋しやべるな」

「えーじゃあどうやってお話しすればいいの？」

「死ね」

「会話になってなーい」

　ゼウスはクスクスと笑う。

　こいつの動作のひとつひとつにはらわたが煮にえくりかえる。

「まぁおにーちゃんの言い分は全すべて無視するとして、本題です」

「本題？」

「そ。本題」

　ゼウスはまた、ニヤリと笑う。

「おにーちゃんなら、あたしのお願い、聞いてくれるよね？」

「……」

『──おーおー、怒おこってるなぁ、ライカ』

　バロールのせせら笑いは無視する。

　なにしろ言ってることが見けん当とう違ちがいも甚はなはだしい。

　怒ってる──なんて段階は、とっくに超こえてる。

「……あんまり調子に乗るな」

「ん？」

　俺の呟つぶやきに、ゼウスは小首を傾かしげる。

　天華の顔で。

　天華の体で。

　それ以上、何もするな。

　俺は魔ま眼がんを発動する。

　そして。

　パキッ

「あれっ？」

　ゼウスは己おのれの手を見やる。

　その手は石へと変化していた。

『石化』の魔眼。

　この魔眼に魅み入いられた者は、その身を石へと変える。

『──いいのか？　石に変えちまって？』

（『石化』は任意でいつでも解除できる。問題ない）

　何にせよ、ここでゼウスを逃にがす手はない。

　石に変え、ひとまず動きを封ふうじる。

　そのあとは、天華の中から神の魂たましいだけを殺す手段を探す。

　この場で妹を奪だつ還かんする。

　それで俺の十年は報むくわれる。

「わっ！　わっ！」

　ゼウスはドンドン石化していく。

「おにーちゃ……」

　やがて口も石になり、声も途と絶だえた。

「……」

　やはり後味が悪い。

　中身が何であれ、外見は俺の妹だ。

　それを石に変えるのは心が痛む。

　しかし、これでよかったはずだ。

　ゼウスは「お願い」とやらを俺にしようとしていた。

　それが何なのかは分からないが、きっと最悪なことに違いない。

　おまけに俺はそれを断れない。

　妹を盾たてに脅おどされたら、俺に逆らう術すべはないのだから。

　どんな要求であれ、吞のまざるを得なかっただろう。

　そうなる前に先手を打った。

　若じやつ干かん、状じよう況きように急せかされた感は否いなめないが……。

　いや、これが最善手だったはずだ。

　何はともあれ、妹は見つかり、その身み柄がらを取り戻もどした。

　それは少なくとも俺にとってこの上ない成果だ。

『──おーい、石にしたのはいーけどよ。このあとどうするんだ？』

「そうだな……まずはここから出て」

　俺は周囲を見回す。

　ここは位相のズレた空間だ、とバロールは言っていたが、見た目はただの廊ろう下かだ。

　周囲に人の気配はまったくない。

　少し歩いてみると、見えない壁かべにぶつかる。

　壁は透とう明めいで、その向こうにも廊下は続いているが、見えているだけらしい。

　廊下の極ごく一部を世界から隔かく絶ぜつして、俺とゼウスだけがいる空間を作り出していたわけか。

「バロール。ここから出る方法は分かるか？」

『──こう上う手まく力が出せない状態じゃ難しいな。全力で俺サマの魔ま術じゆつが使えりゃ一発でブッ壊こわしてやれるんだが』

「……」

　バロールの受肉が不完全なため、俺たちは魔眼以外の力を十全に発揮できない。

　しかし、受肉を完全にするには、俺の肉体をこいつに明け渡わたす必要がある。

　当然、そんな案は却きやつ下かだ。

　だが、そうなると困った。

「どうやってここから出るか……」

『──位相をズラした当人ゼウスをブッ殺すって手もあるぞ？』

「妹ごとか？　却下だ。死ね」

　そう言い合いながら、俺たちが外へ出る手段を探していると。

　不意に──肩かたを叩たたかれた。

「!?」

　反射的に振ふり返ろうとして。

　ぶにっ

　頰ほおに、思いっきり指がめり込んだ。

「……あ？」

「あははは！　引っかかった！」

　くだらないイタズラを成功させ、笑う奴やつがいる。

　石になっていたはずのゼウスだ。

　彼女は何事もなかったような状態で間ま抜ぬけな俺を笑い者にしている。

「……」

　血管が二、三本切れそうだが、何とか感情を嚙かみ殺す。

「なぜ動ける？」

「ん？」

　ゼウスは小首を傾かしげ、指を引っ込める。

　で、今度はその指を自分の頰に当て、クスクスと笑う。

「もーヒドいなーおにーちゃん。いきなり妹を石にしちゃうなんて」

「鬱うつ陶とうしい物言いをしてないでさっさと答えろ」

「答えてあげる必要もないんだけど、まぁあたしとおにーちゃんの仲だし」

　ゼウスはにやけ面づらのまま答える。

「なんと！　あたしには変身能力があるのでーす！　だから状態変化系の呪のろいとかは効果がないんだよー！」

「……ちっ」

　確かにギリシャ神話において、ゼウスは己の姿を自在に変えている。

　白鳥。

　白い牡お牛うし。

　鷲わし。

　果ては黄金の雨。

　生物無生物を問わぬ変身能力。

　自ら石に変化できる者が、石から元に戻れるのは道理。

　つまりゼウスに『石化』は効かない。

（『支配』には『レガリア』の攻こう略りやくが必要条件……『致ち死し』は論外。『幻げん象しよう』も今は意味がない）

　俺は自分の手札を検けん索さくするが、どれもこの場では無意味な物ばかりだ。

『──何だ？　手て詰づまりかぁ？』

　腹立たしいが、バロールの言う通り。

　無傷で天華を奪とり返す手段は、今はまだない。




「ところでさー、おにーちゃん？」




　ゼウスが一段低い声で俺を呼ぶ。

「!?」

　全身を貫つらぬく悪お寒かんに背筋が一いつ瞬しゆんで凍こおりつく。

　怒いかりに支配されていた体が刹せつ那なの内に指一本動かせなくなる。

　死兆。

　あるいは畏おそれで。

　十年分の憎ぞう悪おを軽く凌りよう駕がする恐きよう怖ふによって、俺の心が竦すくんだ。

「あたし、神話代理戦争の監かん督とく者だって言ったよね？　要するに、この戦争が正しく行われているか監督しなきゃいけない立場なんだけどさー」

　ゼウスはゆっくり話しつつ右手を広げる。

　その視線で俺を縫ぬい止めながら。

「主な役割は……禁戒ルールを破る悪い子にオシオキすることなんだよ、ね」

　瞬間。

　凄すさまじいエネルギーが、隔絶された空間内に荒あれ狂くるった。

　光が溢あふれ、空気が震ふるえる。

　ざわめく大気が咆ほう哮こうをあげる。

　これは、雷らい鳴めい？

「戦せん闘とう行こう為いは夜時間のみ。それなのに魔眼をあたしに使うなんて、ルール違い反はんだよ」

　ゼウスの右手に光が集束していく。

　それはただの光の塊かたまりではない。

　雷かみなり。

　稲いな妻ずまだ。

　その証しよう拠こに帯電した火花が、バチバチと空気を焦こがしている。

　それだけでも充じゆう分ぶんに恐おそろしいことだが。

　おそらく、あれはただの『雷』ではない。

『──おいおいおい、何だこのパワー!?』

（……『雷霆ケラウノス』だ）

　ゼウスの『雷霆ケラウノス』。

　天空神である奴の、そしてギリシャ神話最強の神しん造ぞう兵器。

　その一いち撃げきは天地の万ばん物ぶつを悉ことごとく焼き尽つくすと云いわれる。

　文字通り、世界を滅ほろぼす破は壊かい力を持った神の雷いかずちだ。

　放たれるまでもなく、ただそこにあるだけで感じる圧あつ倒とう的てきな力。

　この力を前にしたら、誰だれでも無条件で理解できる。

　赦ゆるしを請こう意味も、抗あらがう術もない。

　あるのは神の裁きを待つ時間だけだ。

　動く意味も。

　考える意味も。

　何もかもがなくなる。

　俺という存在そのものに意味がなくなる。

　全すべてはゼウスの意向次し第だい。

　俺はただここに在るだけ。

　俺がどうなるかはゼウスが決める。

　人の運命は、神が決める。

　そういうものなのだと、全身の細さい胞ぼうが理解していた。

　…………ギッ

　ギ、ギリ

　奥歯が、軋きしむ。

　歯を、食い縛しばる。

　無意味な、ものか。

「……ッ！」

　俺は自分の脚あしを叩く。

　震えることもできず脱だつ力りよくしていた脚に、力を戻す。

　ここまで来て、諦あきらめてどうする!?

　戦えッ、戦え！

　ゼウスを殺し、天華を奪とり返せ！

　勝ち目のなさに膝ひざを折るくらいなら、みっともなく足あ搔がいてみせろ。

　戦わなければ、何も奪り返せないのだから。

（バロール）

『──何だ？』

（俺の体をくれてやる）

『──ああん？』

　バロールは怪け訝げんそうな声をあげる。

（キサマが十全に力を振るうには完全な受肉が必要だ。だから、俺と契けい約やくしろ）

『──契約だぁ？』

（そうだ）

　俺はゼウスの『雷霆ケラウノス』を見み据すえながら、言う。

（俺の体は好きにしていい。その代わり、必ず俺の妹を救い出せ。それが俺の体を明け渡す条件だ）

『──もし体を明け渡したとして、俺サマが素す直なおにキサマの言う通りにすると思っているのか？』

（ほかに手はない）

　策を講じようにも時間も退路もない。

　俺ではこの場でゼウスに勝てない。

　だがバロールならば、あるいはゼウスにも拮きつ抗こうし得るかもしれない。

　こんな奴に希望を託たくすなど腹立たしいが。

（キサマの気紛れに賭かける）

『──ウヒヒヒャヒャヒャ！　この俺サマに悲願だった妹の奪だつ還かんを預けるつもりか!?　まさに最低最悪の悪手だな！』

　そんなことは自覚している。

　ほかに手があるなら、こんな奴に頼たのむわけがない。

　しかし、何もせずに死ねば、それこそ何も残らない。

　だったら、最低最悪のギャンブルにだって賭けてやるさ。

「……いくぞ！」

　俺は首から提さげた十じゆう字じ架かに手をかける。

　これがバロールの受肉を妨さまたげている。

　こいつを引き千切れば、すぐにでも奴は俺の体を乗っ取るだろう。

　だが躊躇ためらう時間もない。

　ゼウスは今すぐにでも俺を消し炭にできるのだ。

　チャンスは、この一瞬にしか──




「なーんちゃって」




　──ない、と思っていたら。

　ゼウスは唐とう突とつに『雷霆ケラウノス』を消した。

「？？？」

　何が何だか分からず、俺は目を白黒させる。

　今の今まで俺を処しよ罰ばつしようとしていたはずが。

　なーんちゃって、だって？

「……どういうつもりだ？」

「だから、冗じよう談だんだってば」

　ゼウスはケラケラと笑う。

「もー真に受けないでよー。あたしがおにーちゃんを殺すはずないじゃん」

「……」

　真意が分からず、俺は沈ちん黙もくを選ぶ。

　俺を弄もてあそんでいるのか？

　いや。

「というわけでさー、見み逃のがしてあげるから、聞いてくれてもいいでしょ？　あたしのお願い」

「そういうことか……」

　結局、ふりだしに戻もどるか。

　どうやらこいつには、どうしても俺に聞かせたい「お願い」があるらしい。

「要求は何だ？」

「よーきゅーじゃないよ。お・ね・が・い」

　ウインクしてきやがった。

　また血管が切れそうだ……。

　ゼウスは怒りを嚙かみ殺す俺の顔を眺ながめながら。

「おにーちゃんたちさ、北ほく欧おう神話と同盟組んだんだよね」

　……もうバレたのか。

　北欧神話のフレイヤを支配したのは昨夜。

　本格的に同盟の話を彼女たちとしたのは今朝。

　バレるのがやたらと早い。

　監かん視しでもされてたか？

　いや、今はそんなことよりも。

「同そ盟れがどうした？」

「その同盟、ギリシャ神話あたしたちも交ぜてよ」

「……」

　そう来たか。

　バトルロワイヤルにおいて、同盟関係というのは非常に重要な戦略のひとつだ。

　常に多対一の状じよう況きようを作れる同盟は、当然戦局を優位に進められる。

　問題はいつ仲間が──あるいは自分が──裏切るかという点だが。

　俺はそれを魔ま眼がんによる『支配』でクリアした。

　バロールは俺のやり方に随ずい分ぶんと感心していたが……。

　その同盟に、自分たちも加えろ、ということか。

「あたしとも仲よくしよ？」

「反へ吐どが出る演技はやめろ」

「えー、演技じゃないよー」

「キサマの狙ねらいは分かってる」

　俺は吐はき捨てる。

　ゼウスの真の狙いは。

「俺たちに神話代理戦争を勝ち抜ぬかせた上で──最後には、俺にギリシャの神格適合者以外の同盟者を自決させるつもりだろう」

　俺の作る同盟は魔眼の支配によって成り立っている。

　支配された者は、俺の命令に絶対服従。

　当然、用済みになったあとで自決させることも可能だ。

　もちろん、神話代理戦争の勝利自体には興味のない俺は、器うつわとされた生徒たちまで殺すような真ま似ねをするつもりはない。

　だが、妹を人ひと質じちに取られて強制されたなら……。

　俺が全て理解していることを承知の上で、ゼウスは友好的な笑えみを浮うかべる。

「あたしから出す同盟の条件は３つ。


　１、ギリシャの神格適合者を神話代理戦争に勝利させることを優先する。

　２、ギリシャ以外の神格適合者を積極的に斃たおしていく。

　３、ただし、ギリシャの神格適合者が誰か詮せん索さくしてはならない。



　この条件を守ってくれれば、おにーちゃんの望みも叶かなえてあげるよ」

「俺の望み？」

「うん──」

　ゼウスは自分の慎つつましやかな胸にそっと手を当てる。

「──神仙天華あたしを、おにーちゃんに返してあげる」

「……!?」

　思わず声を上げそうになるのをぐっと堪こらえる。

　妹が、俺の許もとに返ってくる。

　それは俺の、究極の願いだ。

　だが、神の言うことなど鵜う吞のみにできない。

「……信用できない。大体、神話代理戦争の勝利条件は、自分以外の神格適合者の全ぜん滅めつだ。ギリシャを勝たせるには、俺自身も死ななければならない。妹を俺に返すなど、ウソだ」

「そんなの心配しなくても、あとでこっそりおにーちゃんだけ生き返らせてあげるよ。人ひとり生き返らせるくらい簡単簡単」

　確かに人を生き返らせるくらい、神の力ならば可能だろう。

　それも結局はゼウスを信用できなければ、意味のない取引だ。

「……」

　神を信用するなど不可能な話だ。

　特にこの、ゼウスだけは。

　しかし。

「………………分かった」

　俺は、頷うなずいた。

　頷くしかなかった。

　妹を人質に取られた状態で、これ以上の反はん駁ばくは無意味だ。

「やったー！　おにーちゃんありがとー！」

　ゼウスはわざとらしく喜んでみせる。

　俺が頷くしかないと分かっていたクセに……。

　クソが。

「それじゃ外に出してあげるね。あっ、それと言うまでもないと思うけど、あたしがゼウスだってことは誰だれにも言っちゃダメだよ？」

「そんなことは分かっている」

　いかにゼウスといえど、地上にいる以上は受肉しているはず。

　それはつまり、俺に宿るバロールがそうであるように、死ぬ可能性があるということだ。

　敵対勢力からすればゼウスを殺すチャンスがあるなら、たとえ戦争参加者でなかったとしても殺しておきたいだろう。

　それはギリシャ神話全体の弱体化につながるからだ。

「じゃ、戻るよー」

　ゼウスはそう言って、パチンッ、と指を鳴らした。

　瞬しゆん間かん、廊ろう下かにざわめきが戻ってくる。

　左右を見れば、登校してきた生徒たちの姿がチラホラと見えた。

　位相のズレが直り、元の世界に帰ってきたようだ。

「じゃあ雷火くん、これからもあたしのことは、天華、って呼んでね」

　そう言ってゼウス──天華はにこっと笑って、びゅーんと両手を広げて去っていった。

　おそらく教室に戻るのだろう。

「……」

　俺は天華と逆方向へ歩き始める。

　ＨホームＲルームまでに気持ちを落ち着けなければ……とても同じ教室内で平静を保てる自信がない。

『──おい、ライカ』

　その時、バロールが話しかけてくる。

　途と中ちゆうから随分静かだった気がするが。

（何の用だ？）

　尋たずね返すと、バロールは、

『──お前、まさかあのゼウスって奴やつの言いなりになるつもりじゃないよなぁ？』

　と、訊きいてきた。

　不ふ機き嫌げんさを隠かくそうともしない声こわ音ねに、俺は逆に安あん堵どすら覚えた。

　バロールは、俺が妹を人質に取られて、腑抜けるのが厭いやなのだろう。

（安心しろ）

　俺は答える。

　断固とした意志を込こめて。

（何があっても必ずゼウスは殺す。それだけは確定事じ項こうだ）

『──ハッ』

　あっという間にバロールは上じよう機き嫌げんになった。

『──なんだお前、じゃあさっきのは全部ウソか？』

（あの状況ではああ言うしかない。だがあくまで従うフリだ）

　俺は拳こぶしを握にぎる。

　今は表に出すわけにはいかない殺意を全力で握り締しめる。

　骨がメキメキと鳴く音を慰なぐさみにしながら、俺はバロールとの会話を続けた。

（まずはあの最ゼ高ウ神スに対たい抗こうできるだけの戦力を整える）

『──要するに、今まで通り『支配』で駒こまを増やすのか？』

（ああ、そうだ。特に重用なのはギリシャの神格適合者だ）

　ゼウスは神話代理戦争の監かん督とく者であり、ギリシャ神話の代表者は別にいる。

　そいつを支配できれば、俺もゼウスに対して人質を取ったも同然。

　お互たがいの状況は五分ぶに近くなる。

『──だが、ギリシャの神格適合者の正体は詮索するなと釘くぎを刺さされてなかったか？』

（向こうもそこがウィークポイントだと分かってるということだ）

『──なるほどな』

　今後の方針はふたつ。

　神話代理戦争を戦いながら敵神格適合者を『支配』し、ゼウスに対抗し得る「神軍」を作る。

　同時に、ギリシャの神格適合者の正体を突つき止め、これも『支配』して互いの状況をイーブンに持ち込む。

　だが、それでもやっとギリギリ対等くらいだろう。

　そこから先……本格的に妹を奪とり返すためには、またさらに一段上の策が必要になる。

（やってやるさ）

　ゼウスに従えば妹を返すと言われたが、そんな口約束はまったく信用できない。

　神にとって人間との約束など、ゴミみたいなものだからだ。

　ゴミを捨てることに良心を痛める奴などいない。

　その程度だ。

　だから、俺も約束を信じない。

　信じられるのは自分の力のみ。

　必ずゼウスを斃し、妹を奪り返してみせる。

　それがどれだけ困難なことかは分かってる。

　だが、俺はむしろ自分に運が向いてきたとすら思う。

　なにしろ最初は各神話の神を支配して、地道に妹を捜さがす予定だったのだ。

　それがなんとゼ向ウこスうの方から正体を明かしてきた。

　捜す手間が省けたというものだ。

　俺の記き憶おくを元に戻もどしたこと。

　正体を明かしたこと。

　妹の体を奪うばったこと。

　十年前のこと。

　奴が俺たち兄妹きようだいに課した所業の悉ことごとくを。

「赦ゆるしを請こうまで後こう悔かいさせてやる……ッ！」
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「……なんてこと今いま頃ごろ考えてるんだろうなー、おにーちゃんは」

「何の話ですか、ゼウス様？」

「ううん、ただの独り言」

　あたしは背後からの問いに軽く答える。

　ここは何の変へん哲てつもない校舎の廊下だ。

　たださっきおにーちゃんと話していた時のように位相をズラしている。

　よほど「目」か魔ま術じゆつに特化した神でなければ、あたしたちの存在には気づけない。

　当然、会話を盗ぬすみ聞かれることもない。

　この、密談にはうってつけの空間で。

　あたしは後ろを振ふり返る。

　そこにはひとりの少年が、膝ひざをついた状態であたしを見上げていた。

　彼の態度に驚おどろきもせず、あたしは口を開く。

「ともかく、雷らい火かくんたちとの同盟の件。ちゃんと覚えておいてね、アポロン」

　──太陽神アポロン。

　栄はえあるオリュンポス十二神の一柱ひとり。

　月神アルテミスの双ふた子ごの弟で、狩しゆ猟りようの女め神がみでもある彼女に劣おとらぬ弓の才能を持っている。

　生まれた直後の大だい蛇じやピュトン殺し。

『イリアス』に描えがかれた「遠矢の神」の由来。

　アポロンの弓に関する有名な逸いつ話わはそんなところ。

　けど、重要なのは太陽神としての神格だ。

　太陽。

　天に輝かがやく偉い大だいな力の象しよう徴ちよう。

　これを神格化しなかった神話はほぼ皆かい無むと言っていい。

　ゆえに太陽神は例外なく強大な力をそなえている。

　その太陽神──アポロンこそが、第三次神話代理戦争におけるギリシャの神格適合者だ。

「念のため、もう一度確かく認にんしておくよー」

　あたしはアポロンに念を押す。

「ひとつ、雷火くんたちに正体がバレないように注意すること」

「はい」

「ふたつ、雷火くんたちの動向は常に監かん視しすること」

「はい」

「最後に三つ、前のふたつを守りながら、可能な限り彼を殺さないように援えん護ごすること」

「はい」

「よろしい！」

　あたしは三本立てた指を引っ込め、代わりにパチパチと拍はく手しゆする。

　それにアポロンは少し苦く笑しようしつつ、ふと彼はマジメな顔になって。

「しかし、最後の三つ目はいらないのでは？　援護するとなると、こちらも正体がバレるリスクが」

　アポロンはまっすぐあたしを見て、言う。

　こちらの指示に不満があるのではなく、単に予想される懸け念ねんを提言しているようだ。

「ギリシャの神格適合者がアポロンってところまではバレて構わないから。どの人間を器うつわにしているかがバレなきゃいいの、怖こわいのは魔ま眼がんだけだしね」

　きっとおにーちゃんはアポロンの『支配』を狙ねらっている。

　対フレイヤ戦は、フレイヤが結界を張っていたこともあって、その詳しよう細さいまでは分かっていない。

　けれど、魔眼が視線を媒ばい介かいにする能力である以上、対象が見なければいかなる能力も使用できないはず。

「あくまで長々距きよ離りからの援護射しや撃げきに徹てつすれば、そう簡単に正体はバレないと思うから」

「思うからって……ゼウス様、テキトー」

「あははっ、まぁ大だい丈じよう夫ぶだってー。きみなら島中全域が射程範はん囲い内でしょ？」

「まぁ、そうですけど」

　アポロンは軽く頷うなずいた。

　その軽さが、逆に彼の自信の深さを垣かい間ま見みせる。

　あたしはクスッと笑って、唇くちびるに指を当ててみせる。

「有能な犬わんちゃんはね、生かさず殺さずが基本だよ？　雷火くんたちには殺せるだけ神格適合者たちを殺してもらって、最後は仲よく自決してもらえば、労せずしてギリシャ神話あたしたちの勝利だもん」

　必勝の策を披ひ露ろうしつつ、あたしはその場でくるくる回る。

　意味はない。

　強しいて言うなら、楽しいからだ。

　少し、浮うかれている。

　おにーちゃんが来たからだ。

　それが、とても、あたしの気分を昂こう揚ようさせている。

「史上初の、神格適合者の同盟結成。突とつ如じよ湧わいたこの異物は、序じよ盤ばんは様子見に陥おちいりやすい神話代理戦争を大きく加速させる因子フアクターになる。きっと雷火くんが起点となって、各勢力はこれからドンドン動いていくよ……楽しみだね！」

　あたしは回る。まだまだ回る。

「……なんか、ゼウス様しばらく会わない内に変わりましたね」

「そう？」

　小首を傾かしげるあたしに、アポロンは深々と頷いた。

「……あうっ」

　くるくるしながら首を傾げたら目が回ってしまった。

　ちょっと気持ち悪くなってしまったが、昂揚感は続いている。

　早く。

　早く。

　できるだけ早く。

　いくらでも早く。

　光よりも早く。

　カミサマよりも早く。

　あらゆる敵を踏ふみ越こえて、早くあたしのところまで来てね。

　おにーちゃん。
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　昨夜はあまり眠ねむれなかった。

　施し設せつでは不ふ眠みん不休で動き続ける訓練とともに、どんな状じよう況きよう下かでも眠れる訓練も同時に積まされた。

　睡すい眠みんは人体にとって極きわめて重要な行こう為いだからだ。

　感情が昂たかぶって眠れないなど愚ぐの骨こつ頂ちよう。

　つまり、今の俺は愚おろかということだ。

「……」

　感情と思考は切り離はなすべきだ。

　ゼウスに怒いかりを抱いだくのは俺にとっての必然。

　だが愚かなまま戦ってはならない。

　今日が日曜日で助かった。

　日曜日は禁きん戒かいで戦せん闘とうは禁止されている。

　シャロ先せん輩ぱいたちも今日は俺の部屋に来ないので、ゆっくり休める。

　俺は昼間から缶かんコーヒーを飲んだり、本を読んだり、軽く運動をしたり、とにかく外に出ずに緩ゆるやかに時間を過ごした。

　要するに気分転てん換かんだ。

　そうやって静かに一日を過ごしている内に、夜になった。

「……」

　しかし、ベッドに体を横たえてもまだ目が冴さえている。

　昨日よりは幾いく分ぶんマシだが、やはりなかなか寝ね付けない。

　一日かけて心身をリラックスさせようと試みて、なおもこれか。

　まったく……こんな体ていたらくを師し匠しように見られたら殺されそうだ。

『──あーーー暇ひまだ』

　不意にバロールが文句を垂れる。

　何もない一日だったので、暇を持て余あましているようだ。

「うるさいぞバロール」

　寝付けない俺は少しイライラしながら言う。

『──ただでさえ刺し激げきが少ないんだ。せめて何か話せ』

「何をだ？」

『──そうだなぁ』

　バロールはしばし間を置き。

『──キサマの昔話には少し興味がある』

「……何もおもしろい話はない」

『──知るか。おもしろいかどうかは俺サマが判断してやる』

「……話す気はない」

『──恥はずかしがるな。思春期か』

「その通りだ」

『──年ねん齢れい的には間ま違ちがってないんだが、まったく言動が似合わないな』

「俺が年寄りだと言いたいのか？」

『──ウヒヒヒ』

　バロールはどちらとも言わない。

　まぁ、どちらでもいいが。

『──なあ、思春期なら当然女にも興きよう味み津しん々しんだろ？　マリアちゃんでも部屋に呼んでイイことしようぜ』

「死ね」

　結局のところ退たい屈くつさえ凌しのげれば何でもいいのか、バロールは話題をコロコロ変える。

　こいつの声は頭に直接響ひびく。

　そのため耳を塞ふさいでも意味ないし、奴やつの口を塞ぐこともできない。

　もしかしたら、それこそがバロールの神格適合者に選ばれたことの、最大の弊へい害がいかもしれない。

『──ところでお前は周りの女たちの中で誰だれが一番好みなんだ？』

「……はあ」

　俺はため息を吐つき、くだらない雑談にしばらくつき合う覚かく悟ごを決めた。

　と。

　コンッコンッ

　ノックの音が聞こえた。

　ベランダから。

『──おっ！　噂うわさをすればマリアちゃんか!?』

「そんなわけ……」

　呼んでもいないのにマリアが来るはずがない。

　では誰が？

「……」

　俺はベッドから身を起こす。

　若じやつ干かん警けい戒かいしながらベランダを覗のぞくと。

　そこには見知った少女がひとり立っていた。

「涙るい々るい？」

「はぁい、雷火」

　俺が軽く驚おどろきながら窓を開けると、涙々は靴くつを脱ぬぎながら部屋に入ってきた。

「……何の用だ？」

　俺は窓を閉め、尋たずねる。

　今夜は禁戒で戦闘を禁じられた夜だ。

　だから俺の部屋に来る必要はないと涙々にも伝えてあったはずだ。

　それなのにわざわざ寮りようを抜ぬけ出し、ここまで来たということは……

「緊きん急きゆう事態か？」

「ううん。遊びに来ただけ」

「……遊びに？」

「そ。暇だったし」

　どうやら本気でただ遊びに来ただけのようだ。

　俺は眉み間けんを指で揉もんで、ため息をつく。

「用がないなら帰れ」

「えー、雷火ってば冷たい」

　涙々は軽く笑ってベッドに腰こしを下ろす。

「せっかく遊びに来たんだからお茶くらい淹いれてよ」

　勝手に来ておいてよく言う。

　涙々──フレイヤは魔ま眼がんの支配下にある。

　命令すれば追い返すのは容た易やすい。

　だが、何度も言うように今夜は静かな夜だ。

　それに彼女を帰らせても、結局またバロールの雑談につき合わされる羽目になる。

　どうせ眠れずにいたのだし、少しくらい彼女につき合ってもいいだろう。

「缶コーヒーでいいな」

「えー、天華たちの時はミルクティー淹れてあげたんでしょ。私もそれがいい」

「───」

　天華の名前に反応してしまいそうになるが、ギリギリのところで抑おさえる。

「……何で知ってる？」

「本人に聞いたの」

「……少し待ってろ」

　俺はミルクティーの茶葉を取り出し、お湯を沸わかす。

「……」

　準備する間、俺は沸ふつ騰とうするお湯を見つめながら精神を落ち着けた。

「できたぞ」

「わーい、ありがとー」

　湯気の立つカップを受け取り、涙々は俺にお礼を言う。

　俺は自分の分の缶コーヒーのプルタブを開け、机の椅い子すに腰かける。

　すると涙々はベッドの隣となりを手で叩たたき。

「雷火もこっち来なよー」

「断る」

「ちぇー」

　涙々は不満そうに唇くちびるを尖とがらせる。

『──そこは快かい諾だくしろよ。そして押し倒たおせ』

（黙だまれエロ魔ま神じん）

　俺はコーヒーをちびりと飲む。

　慣れた苦味がやや乱れた心を落ち着けてくれる。

「それを飲んだら帰れ」

　俺は涙々に言う。

「もーそんなに邪じや険けんにしないでよー」

「俺は神々おまえらが嫌きらいなんだ」

「えー」

　涙々はカップをテーブルに置き、足をパタパタさせる。

　不満さをアピールする動作のようだ。

　それはどうでもいいのだが。

『──おっ、見え、見え……』

　ふわりと浮うき上がるスカートの裾すそにバロールが興奮する。

「……」

　俺は無言で左目を閉じる。

『──あっ！　おい、コラ！』

　もちろんバロールから文句が出るが、無視。

　と。

「あれ、急に左目だけ閉じてどうしたの？……あ、もしかしてバロールが私のスカート覗いてた？」

　目め敏ざとい涙々がこちらの変化に気づく。

　それから、ニヤリと笑うと。

「でも右目は閉じてないってことは、雷火は私のスカートの中身、見たいのかな～？」

「莫ば迦か莫ば迦かしい」

　俺はため息をつく。

　だが涙々はニヤニヤを引っ込めず。

「あれあれ？　恥ずかしがってる？」

「いや」

「恥ずかしくないなら見たっていいじゃん、減るもんじゃないし」

「断る」

「じゃあ右目も閉じればいいじゃない」

「お前から目を離はなせるか」

「そのセリフ、もしかして告白？」

「油断ならないという意味だ」

　支配していても涙々フレイヤは油断できる相手ではない。

　そんな奴と部屋にふたりきりで完全に目を離すなど自殺行こう為いだ。

「えー、傷つくなー」

　涙々は全然傷ついていない表情で立ち上がり、俺の方へ近づいてくる。

「私って女として魅み力りよくない？」

「そんな話はしていない」

「ダメ。ちゃんと答えて」

　俺は話題を一いつ蹴しゆうするが、涙々は食い下がってくる。

　彼女は俺の目と鼻の先で立ち止まり。

「答えてくれないとここでスカートたくし上げちゃうよ」

「は？」

「ほらほら早く～」

　そう言いながら、涙々は本当にスカートの裾をつまみ、持ち上げ始める。

　あるいはただそれだけの行為なのに。

　彼女がやると、この上なく淫いん靡びな動きに映る。

　それは彼女の声が。

　吐と息いきが。

　視線が。

　その先にある快楽を人に想像させるからなのか。

『──ぬおー！　俺サマにも見せろー！』

　興奮したバロールが喚わめく。

　完全に女め神がみの術中に嵌はまっている。

　こいつのことだから、あえて嵌まっているということもありそうだが。

　俺はエロ魔神のことは放ほうっておき。

「やめろ涙々」

　命令し、涙々の動きを止める。

　しかし、彼女は余よ裕ゆうを崩くずさず。

「キャー、身動きできなーい。このあと何されちゃうの？」

「……キサマは何があっても楽しそうだな」

「ええ、楽しいもの」

　涙々はぺろりと唇を舐なめる。

「私の認めた強い男に弄もてあそばれるのは新しん鮮せんで楽しいわ」

「……」

「だ・か・ら」

　涙々が意味ありげに言葉を切ると。

　突とつ然ぜん、彼女の服が自動的にスルスルと脱げ落ちた。

「!?」

「あのカラオケ屋でのつづき……しましょ？」

　涙々は妖よう艶えんな微び笑しようを浮かべる。

「……事前に服に細工をしておいたのか？」

「そ。で、どう？　これを見ても、まだ何も感じない？」

　涙々は己おのれの体を差し出しながら、俺を誘さそう。

　健康的な裸ら身しん。

　優美な曲線。

　ほんのりと色づく先せん端たん。

　それを自ら曝さらけ出す仕草。誘ゆう惑わく。

　声も肉も色も、人の正気を失わせるためにある。

　男の欲よく情じようを駆かり立てる姿は、まさに神の淫いん婦ぷそのもの。

　その肉体に絡からめ取られれば最後、どこまでも堕おとされる。

　そして十中八九の男は、むしろ進んで堕ちることを望むだろう。

　だが俺は生憎あいにくと、わずかな例外側の人間だ。

　俺は目を細め、涙々を睨にらむ。

「言ったはずだ。その体は鹿しし金がね涙々の物で、キサマの物じゃない。勝手に傷つけるような真ま似ねをするな」

「あら？　褥しとねの戯たわむれは甘かん美びな喜びに満ちてるわ。それを〝傷〟だなんて、ヒドい言い草だと思わない？」

「確かに俺が決めつけることではないかもしれないが、お前が決めることでもない。全すべては鹿金涙々本人の意思と選せん択たくによって決めることだ」

「……」

　俺と涙々はしばらく視線をぶつけ合う。

　やがて彼女の方がため息をついた。

「雷火ってばつれなーい」

「黙れ神クズ」

　俺は取り合わず、缶かんコーヒーを飲む。

「さっさと服を着ろ」

「はいはい。あーショック。同じ男に三回も断られるなんて、プライドが傷つくわ」

　涙々はぶつくさと言いながら服を拾い始める。

「……お前、本当にこんなことのためにわざわざ俺の部屋に来たのか？」

「こんなこととは何よー。女神としての沽こ券けんに関かかわるんだから」

　涙々はプンスカと怒おこる。

（ああ……くだらないことにつき合わされた）

『──キサマ……そんなこと言うなら俺サマにも見せろ！　ていうか替かわれ！』

　思わずバロールに愚ぐ痴ちってしまったが、当然その要求は却きやつ下かだ。

　服を着たらさっさと帰らせよう。

　俺がそう考えていると。

　ガチャッと、部屋のドアが開く音がした。

「夜よる遅おそくにごめんね雷火くん。ブリュンヒルデさんが涙々フレイヤさんの気配がしたって言うから何かあったの、か、と……思って…………」

　入ってきたのはシャロ先せん輩ぱいだった。

　彼女は部屋の中の俺と涙々を見てピタリと硬こう直ちよくする。

　ノックがなかったので止めようがなかった。

　ちなみに、男子に見つかるとマズいので来る時はノックせずに入ってください、とお願いしたのは俺だ。

　まさかそれが裏目に出るとは。

「あ、あれ？　その、な、何で涙々さん、はだっ、裸はだかで？」

「シャロ先輩落ち着いてください」

　俺はなるべく冷静に呼びかけるが、あまり効果がなかった。

「も、もしかしてふたりって、そういう、あの、あれ？」

「そんなわけ」

「いやーバレちゃったかー」

　そこで涙々が悪ノリの横よこ槍やりを入れてくる。

「実はね、服従の証あかしを見せろって言われて、さっきまで散々エッチな命令されてたの。もう私は完全に身も心も雷火のド・レ・イ」

「え、ええぇぇ!?」

「もうスッゴくよかったよ」

「よかっ、よかったって、ななな何ナニがでスか!?」

「えー、それは先輩も知ってるでしょ？　同じ雷火の僕しもべなんだし」

「……！」

　シャロ先輩の顔が真っ赤になって爆ばく発はつする。

　涙々の口こう撃げきに想像力がパンクしたようだ。

　これは誤解を解くのに時間がかかりそうだ。

　そのことを考えると、なんだかドッと疲つかれてくる。

「……」

　さっきまで眠ねむれないことで悩なやんでいたはずなのだが、今は精神的疲ひ労ろうですぐにでも眠れてしまいそうだ。

「……はぁ」




　　　　２




　週明け。月曜日。

　俺は普ふ段だん通り國くに崎さきとマリアと一いつ緒しよに登校した。

「おっはよー、雷火、國崎、マリアっち」

　教室に入ると、先に来ていた涙々がひらひらと手を振ふってくる。

　昨日、人の部屋に夜よ這ばいに来ておきながらいつも通りの態度だ。

　その神経の図太さには驚おどろきを通り越こして呆あきれる。

「おはよう、涙々」

「おっはよー！　涙々ちゃん！」

「おはようございます」

　俺たちは挨あい拶さつを交かわし、各おの々おのの席につく。

　教科書を机に入れ終えた頃ころに、離れた席の涙々がこちらへやってきた。

「いやーそれにしても三人って朝はいつも一緒だよね？」

「私たちは同じ南寮りようですから」

　涙々の言葉に、マリアが律りち儀ぎに答える。

　そんなこと改めて訊きくまでもないだろうに。

　単に会話の糸口として、適当に思いついたことを言っただけなのだろう。

　実際、その通りのようで、涙々は頷うなずきもせずに次の話題に移る。

「そういえばさー、あの噂うわさ聞いた？」

「噂？　どんなどんな？」

　國崎が身を乗り出して会話に入ってくる。

　涙々はニヤリと笑いながら俺の机に腰こしかける。

『──おっ、いい尻しり』

（黙だまってろクソ魔ま神じん）

　朝から平常運転のバロールに俺は心の中で舌打ちする。

　それはそれとして。

　涙々は件くだんの噂とやらを話し始めた。

「なんかね、入学式以来、この学園で生徒の失しつ踪そうが続いてるんだって」

「失踪？」

　しかも続いているとなると、連続失踪事件ということか？

「……」

「……」

　俺とマリアは目配せする。

　俺たちはこの学園の調査を目的として入学してきている。

　しかし、入学式からまだ日が浅く、調査対象の優先順位が島と学園、それらを運営する聖餐管理機構エウカリステイアに向いていたため、生徒間の噂にまで手が回っていなかった。

　神話代理戦争に巻き込まれたのも情報収集不足が原因ではあるが、それは言い訳だ。

　学園生徒の連続失踪事件。

　放ほうっておくには剣けん吞のんな事案だ。

　たかが噂でもしっかり聞いておく必要がある。

　もちろん、相手が涙々フレイヤである以上、その真しん偽ぎは見み極きわめなければならないが。

「涙々。その噂、本当か？」

　俺は確かく認にんを取る。

　涙々は笑って、

「本当本当」

　と答える。

　彼女は魔ま眼がんの支配下にある。

　今の質問にウソはつけないはずだ。

　あとで噂の出所なども調べるとして、ひとまずは彼女の話を聞いてもいいだろう。

「その噂は、具体的にどんな話なんだ？」

「話はわりと単純かな。ある日フッと姿を消して、寮に帰ってこない生徒が増えてるんだって」

「何か、失踪した生徒に共通点とかは？」

「さあ？　それは知らない」

　少し目を細めて涙々を睨むが、彼女はおどけて肩かたを竦すくめるだけだ。

　どうやら本当に知らないらしい。

　単に噂話を聞いただけなら、それもおかしくはないか。

「ひえー、怖こわい話だなー」

　俺の後ろの席で、國崎が大おお袈げ裟さに口を開けてみせる。

　と、その時。

「なになに？　何の話？」

「───」

　その声を聞いた瞬しゆん間かん、俺は表情を歪ゆがめそうになった。

　それはもうこの学園に来てからすっかり聞き慣れてしまった声で。

「おっはよー、天華」

「おはよー天華ちゃん」

「おはようございます」

「はーい、おっはよー」

　俺を除くみんなが彼女と──天華と朝の挨拶を交わす。

　三日前までなら、俺も何の躊躇ためらいもなくその流れで挨拶していただろう。

　だが……。

「雷火くんもおはよー」

　天華はあっけらかんと、普ふ通つうに俺にも声をかけてくる。

　俺が今どんな気持ちか、全すべて分かった上でやっているのだろう。

「ああ……おはよう、天華」

「あれー、なんだか元気ないかなー？」

　天華はコロコロと鈴すずを転がすように笑う。

　見る者を和なごます愛らしい仕草。

　それを間近で見せられると、俺は……。

（惨ざん殺さつしたくなるな）

『──猟りよう奇き趣しゆ味みだったのかお前？』

（違ちがう）

　天華の正体を知って今日で三日目。

　まだ感情のコントロールも完全ではないか……。

　だが昨夜の莫ば迦か騒さわぎも多少は効果があったようで、最初に比べれば感情の揺ゆらぎは小さい。

　少なくともバロールとくだらない話をして、気を逸そらす程度の余よ裕ゆうはある。

　とはいえ早さつ急きゆうに、この溢あふれそうになる殺意は制せい御ぎよしなければならない。

「……」

　いずれ復ふく讐しゆうは必ず遂とげる。

　それまでは天華がゼウスだと誰だれにも知られてはならない。

　天華ゼウス自身が口止めしてきた通り、その正体が他の神格適合者に知れれば、ギリシャ弱体のために誰もが彼女を殺そうとするからだ。

　復讐のために復讐相手の身の安全を考こう慮りよしなければならない。

　非常に歯は痒がゆい話だが、今は仕方がない。

　この鬱うつ憤ぷんも後々必ず晴らしてやる。

　だからそれまでは仮かり初そめの日常を続けるとしよう。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。俺は國崎みたいに朝からテンション高くないだけだから」

「あっそっかー」

「おーい、それじゃ俺が莫迦っぽく聞こえないかー？」

　國崎の抗こう議ぎに、俺は笑って謝る。

　天華もクスクスと笑ったあと、視線を涙々の方に移した。

「それでそれで？　何の話してたの？」

「うーんとねー」

　天華に尋たずねられ、涙々は改めて話し始める。

　それを聞くともなしに聞いていると、教室の前のドアが開いた。

「あ～おはよ～……じゃ、席に着いて～」

　入ってきたのはクラス担任の匣はこノの木ぎ先生だ。

　眠そうな顔で、あくびをしながら出欠簿ぼで肩などを叩たたいている。

　先生は教きよう卓たくまでのろのろと移動する。

　それから生徒が席に着くのを待って……というより、単に眠そうにしながら、しばらく教きよう壇だんの上で突つっ立っていた。

「ん～、あ～……出欠を取る前に、話があるんだけど」

　無精ヒゲを撫なでながら、匣ノ木先生はクラスを見み渡わたす。

「実は、最近寮にちゃんと帰らない生徒が多いという話が、今朝の職員会議で出ました」

「！」

　俺は匣ノ木先生の話にピクリと反応する。

　言葉を選んでいるが、おそらく涙々の話していた連続失踪事件のことだろう。

「知ってると思うけど、夜時間以降の外出は禁止だから……警備員の目をかいくぐって、夜に外を出歩こうなんて考えないでね。お店だってやってないし、どうせたいしておもしろくないよ？」

　匣ノ木先生は眠ねむそうな顔で話し続ける。

　話が単なる注意事じ項こうへと逸れたので、俺は自分の内側へと意識を向けた。

（この失踪事件をどう思う、バロール？）

『──別に、何とも』

（感想を聞いてるんじゃない。この件、神話代理戦争が絡からんでいると思うか？）

『──ああ、そっちの話か』

　バロールはウヒヒヒと嗤わらう。

　相変わらず、人の神経を逆さか撫なでする笑い声だ。

『──そう言うお前はどう思ってるんだ、ライカ？』

（そうだな……）

　この学園は絶海の孤こ島とうにある。

　生徒が卒業以外に島外へ出る手段はほぼ皆かい無む。

　その上、島内全域には聖餐管理機構エウカリステイアの目が光っている。

　さらに島内の買い物には、学園から発行されるクレジットしか使えない。

　クレジットは電子式の生徒手帳に毎月補ほ充じゆうされ、使用すれば必ず履り歴れきが残る。

　その生徒のクレジット使用履歴を追えば、聖餐管理機構エウカリステイアが生徒の居所を把は握あくするのは容た易やすいはずだ。

　逆に言えば、それができないから失しつ踪そう事件は続いている。

　つまり、失踪者たちはクレジットを使用していない。

　それは食べ物も飲み物も買っていないということだ。

　衣食住のほとんどを断たった状態で、この絶海の孤島で一いつ般ぱん人がはたして何日生き延びられるのか……。

　やはり生徒自身の意思で失踪したとは考えにくい。

　ならば外的要因によって姿を消したと考えるのが妥だ当とうだ。

　問題はその「外的要因＝神話代理戦争」なのかどうかだが……。

（連続失踪事件と神話代理戦争が関かかわっている可能性は、おおよそ六割前後といったところだろう）

『──また高いんだか低いんだか微び妙みような数字だな』

（神々の仕し業わざである可能性が最も高いのは間ま違ちがいない。だが、容疑者はほかにもいる）

『──ほう？』

（聖餐管理機構エウカリステイアだ）

　島の全てを管理する奴やつらなら、何の証しよう拠こも残さず生徒を消すのは容易い。

『──意外だな。同じ人間を疑うとは』

（神話代理戦争に荷担している時点で奴らは信用に値あたいしない）

　もっとも特に証拠がある話ではない。

　今はあくまで容疑者として頭の隅すみに留めておくだけだ。

（で、結局キサマの方はこの件をどう思ってるんだ？）

『──ん？　さあな。ただ俺サマだったなら女ばかり攫さらってひと通り愉たのしむと思うのだが、この件の犯人はどうしているのか気になるな』

（……キサマに訊きいた俺が莫迦だった）

　俺はバロールの戯たわ言ごとを一いつ蹴しゆうし、そのまま話を終わらせる。

　気がついたら匣ノ木先生の話もＨホームＲルームも終わっていた。

「ふぅ……」

　とりあえず、昼までに連続失踪事件について情報を集めよう。

　仮にこれが神格適合者の仕業だったとしたら。

　そこにはおそらく目的があるはず。

　目的が見えれば、その対処法も考えることができる。

　そこまで上う手まく情報が集まるとは限らないが、調べておいて損はない。

　今後の方針を固めた俺は、最初の授業の準備を始めた。
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　昼休み。

　昼食を一いつ緒しよに食べる面子メンツはいつも通りだ。

　ただ今日はいつもよりシャロ先せん輩ぱいが遅おくれている。

　すでにみんな食べ始めているが、俺は先輩を待ちつつ手にした資料を読み返していた。

「雷火～、何読んでんだ？」

「別にたいしたものじゃない」

　覗のぞき込もうとした國崎からヒョイッと隠かくしつつ、俺は適当に誤ご魔ま化かす。

「だったら見せてくれてもいいじゃんか」

「お前が今食ってるのがカレーうどんじゃなければな」

「大丈夫だって。俺、カレーうどん食うの得意だから」

「いいから食ってろって」

　俺は苦く笑しようし、カップ麵めんを啜すする國崎を手で追い払はらう。

　それから改めて資料に視線を戻もどす。

　資料は魔ま眼がんを用いて手に入れた失踪者のリストだ。

　Ａ４の紙には失踪した生徒の名前がずらりと並んでいる。

　行方ゆくえ不明者はすでに十名を超こえている。

　国こく籍せき・性別・学年・住んでいる寮りよう、いずれも共通点なし。

（しかし、もう十人以上も失踪していたのか……多いな）

『──そうか？　別にたいした数とは思わないが』

（充じゆう分ぶん多い。普通ならもっと騒さわぎになってる）

　そうならなかったのは、この学園の特とく殊しゆ性せいゆえか。

　学園があるのが絶海の孤島な上に全ぜん寮りよう制せい。

　まず真っ先に子供の失踪に気づくはずの親がここにはいない。

　そうすると次に気づくのは生徒を管理している学園側だが。

　聖餐管理機構エウカリステイアめ……わざと対応を遅らせたな。

　その理由はある程度推測できる。

　考えられるのは、この島で行われている第三次神話代理戦争だ。

　聖餐管理機構エウカリステイアは夜時間に行われている惨さん事じを承知している。

　数人程度の行方不明者が出ることなど想定の範はん囲い内だろう。

　だから大々的な対応をしなかった。

　では生徒たちはどうか？

　同じ学園で生徒が十人もいなくなれば、普ふ通つうはもっと噂うわさになる。

　だがなかなかそうはならなかった。

　その原因は言語の壁かべ。

　一クラス内でも言葉の違いによってグループが分かれる学園だ。

　グループ同士の壁が噂の拡散をこれまで防いでいた。

　失踪した生徒の友人が教師に相談くらいはしただろうが、たかが一生徒にそれ以上のことなどできない。

　あとは多少の情報操作で、学園側の好きなように噂など操あやつれるだろう。

　しかし、おそらく学園側の想定以上に行方不明者が増えた。

　事態が大きくなるにつれて、噂も徐じよ々じよに言語の壁を越こえて広まり始めたに違ちがいない。

　そうなってくると話は別。

　学園側も何かしら対応を見せなければ、一般生徒に不信感を与あたえてしまう。

　それが今朝のＨホームＲルームにつながるのだろう。

　だが。

（あの注意喚かん起きもおそらくはただの建前。実際に学園が失踪した生徒を捜さがすことはほぼない）

『──ああ、犯人が神格適合者なら、調査は神話代理戦争を邪じや魔ますることになる。犯人が聖餐管理機構エウカリステイアならそもそも狂きよう言げんということになるからなあ』

（そうだな）

　俺は再び資料に戻る。

　読み返してみても失踪者の間に共通点はない。

　添てん付ぷ資料のプロフィール表に記き載さいされた趣しゆ味み嗜し好こうもバラバラだ。

「……」

　仮に犯人が無差別に生徒を攫っているなら共通点など最初からない。

　そうなると調査の幅はばをかなり広げる必要が出てくる。

　だがもしも犯人が神格適合者だとしたら、事件を嗅かぎ回ることで俺も神格適合者だとバレるリスクがある。

　当然だが、それは避さけたい。

　どこまで踏ふみ込んで調査するか悩なやみどころだ。

　俺がしばし考え込んでいると。

「雷火くん」

　ふと声をかけられ、顔を上げる。

　するとそこにはシャロ先輩が立っていた。

「遅おそくなってごめんね」

「いえ」

　謝る先輩に俺は答えたあと、おや、と思う。

　彼女の後ろに、見知らぬ少女が控ひかえていたからだ。

　顔立ちと長い黒くろ髪かみから、おそらく日本人。

　襟えり章しようからシャロ先輩と同学年と分かる。

「あれー？　シャロ先輩のお友達ー？」

　牛乳を飲みながら、天華が質問する。

「うん。彼女はわたしのクラスメイトの」

「はじめまして。櫛くし鉈なだ撫なで子こと言います」

　シャロ先輩に促うながされ、少女──櫛鉈先輩は丁てい寧ねいに頭を下げた。

『──おお、大和やまと撫子なでしこって奴か。控えめなわりに、不思議な色気がある』

　この色ボケ魔ま神じんは女と見るとすぐこれだ。

　それはともかくとして。

（……櫛鉈？）

『──おっ、ライカが珍めずらしく女に興味を持ったか』

（違う。そうじゃない）

　俺の予想が正しいなら、櫛鉈先輩はあの……。

「はじめましてー。あたしは天華って言います。ところで、櫛鉈先輩は何で一年の教室に？」

「実は……みなさんにお尋たずねしたいことがあって」

　天華の質問に、櫛鉈先輩は俯うつむき気味に答える。

「尋ねたいこと？」

「はい」

　櫛鉈先輩は沈しずんだ表情のまま、俺たちにこう尋ねた。

「みなさんの中に、私の妹の──櫛鉈姫ひめ子この行方を知っている方はいませんか？」

「……」

　俺はその質問を聞きつつ、やはりと確信する。

　彼女はあの連続失踪事件の被ひ害がい者しやのひとり「櫛鉈姫子」の姉だ。

「姫子ちゃんは、雷火くんたちと同じクラスだったんだって。それで、何か知らないか聞きたいって、撫子さんが」

「なるほど」

　シャロ先輩の補足説明に俺は頷うなずく。
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　おそらく櫛鉈先輩はシャロ先輩が俺たちと仲がいいことを知り、話を聞くために仲ちゆう介かいを頼たのんだのだろう。

「お願いします。どんな些さ細さいなことでも構いませんので……」

　絞しぼり出すような声で櫛鉈先輩は言う。

　その声は、彼女の心身がいかに疲ひ弊へいしているかを物語っていた。

　思わぬ形で関係者の話を聞ける流れになったのは僥ぎよう倖こうだが、彼女の様子を見ると素す直なおには喜べそうにない。

「話は分かりました。とりあえず、座りましょう」

　俺たちは空いている席をもうひとつ寄せて、彼女が座る場所を作る。

「姫子が姿を見せなくなったのは三日前からです」

　櫛鉈先輩は静かな声で話し始めた。

「私と姫子は一歳違いの姉妹しまいで、去年まで父の家で一緒に暮らしていました。十年前に母を亡なくしてから私があの子の面めん倒どうを見ていたこともあって、妹は私によく懐なついてくれていたと思います」

「仲のよい姉妹だったのですね」

　マリアは櫛鉈先輩の話に相あい槌づちを打つ。

「はい。だから一年前に私がこの学園に入れられるのが決まった時、妹はヒドく取り乱しました。手紙は毎月やり取りしていましたが、その間ずっと妹は家の外に出ていなかったようです」

「……」

　話だけ聞くと、妹はかなり姉に依い存ぞんしていたようだ。

　だが、それも仕方ないと思う。

　十年前に起きた神話戦争は、多くの人々にトラウマを植えつけた。

　彼女たちも母親を亡くしているという……母親代わりだったという姉に、その妹が強い依存心を抱いだいたとしても無理からぬことだ。

　櫛鉈先輩は話を続ける。

「だからでしょうか、共通検査に引っかかって私と同じ学園に入ることが決まった時、妹はとても喜んだようです」

「普通は逆ですからね」

　俺は軽く頷く。

　世間一いつ般ぱんからこの学園はあまりいいものと思われていない。

　それなのに入学を喜んだということは、よほど姉と会いたかったのだろう。

「実際、再会してからは休み時間毎ごとに私のいる教室を訪ねて来ていました。けれど……」

「……三日前から急に来なくなった？」

「そうです」

　櫛鉈先輩は頷く。

「寮監の先生にも話を聞いたのですが、姫子は寮にも帰っていないらしくて」

「櫛鉈先輩と妹さんは寮が違うんですか？」

「はい。私が北寮で、姫子が西寮です」

「えー、姉妹なんだから同じ寮にすればいいのにー」

「寮決めは学園側が決めるからなぁ」

　俺たちの話を横で聞いていた天華と國崎が口々に言う。

　櫛鉈姉妹に限らず、学園側の寮決めにはその辺の配はい慮りよがない。

　最初は訝いぶかしく思ったものだが、この島で神話代理戦争が行われていると知った今では、その理由にも察しはつくが……。

「妹さんの写真はありますか？」

「はい。こちらです」

　俺の質問に、櫛鉈先輩は制服のポケットから写真を一枚取り出した。

「櫛鉈先輩とソックリですね」

　マリアは写真を見て感想を述べる。

　確かに、櫛鉈姉妹はともに長い黒髪で顔立ちもよく似ていた。

　シャロ先せん輩ぱいの話では櫛鉈姫子は俺たちのクラスメイトだったらしいが……。

　正直、記き憶おくが曖あい昧まいだ。

　教室の中で見かけたことがあるようなないような。

　少なくとも直接話したことはない。

　話では休み時間毎に姉のところへ行っていたようだし、おそらくクラスメイトとの交友関係は希き薄はくだったのだろう。

　写真に写る印象も、どことなく儚はかない。

　非行に走るタイプではなさそうだ。

　少なくとも姉に黙だまって消えるタイプではないだろう。

　ではやはり、外的要因による失しつ踪そうか？

「……」

　俺は涙々に視線をやる。

「涙々」

「何？」

「確か、お前も西寮だったろ。失踪前の櫛鉈姫子を見ていたりしていないか？」

「いきなりそんなこと言われてもねー。えっと、この姫子って娘こが寮に帰ってこなくなったのは三日前からだっけ？」

「寮監の先生のお話では四日前からです」

「四日前かー。それじゃ覚えてないわ。あの日は何かと忙いそがしかったし……ね？」

　涙々は俺の顔をちらりと見てウインクしてきた。

　四日前といえばフレイヤとの決戦の前日だ。

　彼女は彼女でその夜は戦いの準備をしていたはず。

　だとしたら覚えていないのも道理だ。

「そうですか……」

　俺たちの事情を知らぬ櫛鉈先輩は、残念そうに俯いた。

　その声音はこの上なく暗い。

　妹のことが心配で、心配で、堪たまらないのだろう。

「何か、櫛鉈先輩の方で心当たりはありますか？」

「心当たり……というと？」

「些細なことでも構わないですから、何か、姫子さんがいなくなる理由とか」

「あの子がいなくなる理由……」

　櫛鉈先輩はそっと考え込む。

　しかし、なかなか思いつかないようだ。

「別に直接的な理由でなくてもいいんです。たとえば……彼女が夜時間に無断で外を出歩く理由とかは思い浮うかびませんか？」

「姫子が夜時間に？」

「たとえば、教師や警備員の目が届かない夜時間に外に出て、何かしらのトラブルに巻き込まれたということも」

　学生寮には外出を思い留とどまらせる魔ま術じゆつが仕し掛かけられている。

　だがはじめから寮に帰らず、外で警備員の目をかいくぐれば一般人でも夜時間に島をうろつくことは可能だ。

「でも、姫子が寮則を破るなんて……」

「あくまで可能性のひとつです」

　そう。あくまで可能性。

　まだ櫛鉈姫子が神話代理戦争に巻き込まれたという確証があるわけではない。

　ただその可能性が最も高い以上、まずはそこから検証していくのが当然だ。

「あっ！」

「何か思い出しましたか？」

「そういえば、いなくなる前に、姫子が変な話をしていました」

「変な話？」

「ええ。と言っても、単なる噂うわさというか、ありふれた都市伝説みたいなものです」

「どんな話だったか覚えていますか？」

「えっと……」

　詳くわしく話を聞いてみると、確かにそれはありふれた都市伝説や陰いん謀ぼう論の類たぐいだった。

　要約すると、この島では夜な夜な、超ちよう能のう力りよくを使った怪あやしげな実験ないし儀ぎ式しきが行われて云うん々ぬん。

「その話を聞いて、私は笑ったんですが、妹はちょっとムキになって『今度お姉ちゃんに証しよう拠こを見せてあげる』なんて言って……」

「姫子さんは、その手の話を信じる方だったんですか？」

「外に出なくなってから、家の中でインターネットを通じて興味を持つようになったみたいです。本当に信じていたかどうかは分かりませんが」

「なるほど」

　その程度なら、ただの趣しゆ味みとみるべきか？

　あるいは、単に姉と話す話題が欲ほしかったとか？

　いや、そこはどうでもいいか。

　問題は。

「じゃあ、その噂が本当か確かめるために、姫子さんが夜時間に外に出た可能性はある、と？」

「……かもしれません」

　櫛鉈先輩は自信なさげに答える。

　まぁ、確かに根こん拠きよは薄うすい。

　だが、彼女の話がどうあれ、俺がどうするかは最初から決まっていた。

「話は分かりました。残念ですが現状では姫子さんの行方ゆくえは俺たちにも分かりません」

「はい。お手数おかけしました……」

　櫛鉈先輩は憔しよう悴すいした目を伏ふせて、俺たちに頭を下げようとする。

「ですが」

　俺はそれを手で制した。

「このまま放ほうっておくのは後味が悪い。もしよければ、俺も姫子さんを捜さがすのを手伝います」

「え？」

　俺の言葉に、櫛鉈先輩は驚おどろいたように目を丸くする。

　彼女にとって意外な申し出だったようだ。

「雷火ってばいい人～」

「涙々。うるさい」

　茶化す涙々を手で追い払はらう。

「あの……いいんですか？」

　おずおずと櫛鉈先輩が尋たずねてくる。

　俺は愛想笑いを浮かべて、

「構いません」

　と、答えた。

『──何考えてるんだ、ライカ？』

（この件はまだ先が見えない。情報源は必要だ）

　という打算が八割。

　残りの二割は、同情だ。

　妹を見失うのは、ツラい。

　その気持ちは俺にもよく分かった。

　可能であれば、彼女の妹を無事に見つけ出したい。

　それはか細い祈いのりのようなものかもしれないが……。

「あのっ、ありがとうございます！」

　櫛鉈先輩はそう言って俺の手を取り、頭を下げた。

「いえ、大だい丈じよう夫ぶですから」

　動機のほとんどが打算だ。

　お礼を言われるのは心苦しい。

「というわけだから、しばらく放課後はみんなと別行動が増えると思う」

　俺がみんなにそう言うと、國崎は笑って、

「なーに言ってんだよ水みず臭くさい。俺たちも手伝うって、な？」

　と言って、マリアたちを見み渡わたした。

「はい。もちろんです」

「うんうん。小こ次じ郎ろうくんはいいことを言いました」

「まぁ、私も暇ひまな時はつき合ってもいいかな」

　マリアたちも順々に頷うなずく。

「みなさん……ありがとうございます！」

「よかったね、撫子さん」

「はい。シャルロッテさんもありがとうございます！」

　櫛鉈先せん輩ぱいはそれから何度も俺たちにお礼を言った。

　そして昼休みが終わる頃ころ、シャロ先輩と一いつ緒しよに二年生の教室に帰っていく。

「……悪いな、みんなにもつき合わせることになって」

　先輩たちがいなくなったあと、俺はみんなに言った。

　俺の謝罪に、真っ先に笑ったのは、またも國崎だった。

「気にすんなって。たいしたことじゃねーよ」

「國崎」

「それに撫子先輩美人だしな！　雷火だけお近づきになるなんて許せねぇ！　お前にはシャルロッテ先輩がいるだろぉ！　ここは俺に譲ゆずれ！」

「お前な……」

『──ウヒヒヒ、やっぱりコジローと俺サマは気が合うな！』

　俺の中でバロールが大爆ばく笑しようする。

　一方、女性陣じんは冷めた反応だ。

「國崎さん……」

「小次郎くんはやっぱり小次郎くんだね！」

「まぁ、國崎だしねぇ」

「みんなヒドくない!?」

「……」

　國崎は悲痛な叫さけびを上げるが、生憎あいにくとそれをフォローする言葉を俺は持たなかった。
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　そうして放課後になった。

　まず人数が多いのでチームを分ける。

　俺・シャロ先輩・櫛鉈先輩・涙々の四人。

　國崎・天華・マリアの三人。

　とりあえず、この二班に分かれて櫛鉈姫子を捜すことにした。

「おー、よろしくねー天華ちゃん」

「はーい小次郎くん。雷火くんがいないからって、マリアちゃんにちょっかい出しちゃダメだよ？」

「あれれー？　俺ってば信用なさすぎ？」

　國崎は天華とハイタッチしようとした手をズルッと滑すべらせる。

　俺は少し呆あきれてため息をつきつつ。

「俺たちは西区の方を捜してみる。國崎たちは東区を頼たのむ」

　俺たちが今いるのはモノレールの南区第三駅。

　学園から一番近い駅だ。

　ここから西区行きと東区行きのモノレールに乗れば、スムーズに二手に分かれられる。

　そこまで説明したところで國崎が手を挙げる。

「そういや、何で西区と東区なんだ？」

「北区と南区はもう櫛鉈先輩がある程度見て回ったらしい。それに西区と東区なら、涙々と天華が詳しいだろ」

　天華は東寮りよう、涙々は西寮にそれぞれ住んでいる。

　区内全域とは言わずとも、多少は地理に明るいだろう。

　俺は、少し目を細めて天華を見やる。

「天華。東区の方は頼んだぞ」

「任せてよー」

「……ああ」

　天華に満面の笑えみを向けられると、まだ胸の奥がチリチリする。

　だが今朝よりはだいぶ落ち着いて対処できるようになった。

　別に憎ぞう悪おが消えてなくなったわけじゃない。

　感情のコントロール。

　それは自分の感情に容かたちを与あたえることだと俺は教わった。

　そのやり方は人によって様々だ。

　怒いかりや殺意を、炎ほのおのように燃やし、激情に変える者もいる。

　俺はそれと真逆。

　イメージするのは氷の刃やいば。

　冷たく、鋭するどく、研とぎ澄すまされた俺の殺意。

　今はまだ心の鞘さやに刃をしまってある。

　いつかその切っ先を、こいつの首筋に埋うめるために。

「……」

　俺は表情を戻もどし、口を開く。

「じゃあ、お互たがいの報告はまた明日あした」

「りょーかい」

　天華は変な敬礼と一緒にウインクしてくる。

　そのまま二手に分かれようとするが。

　その前に櫛鉈先輩が天華たちを呼び止めた。

「すみません。天華さん、マリアさん、國崎さん、よろしくお願いします」

「いいですよー先輩。困った時はお互い様ですから～」

　天華は微笑ほほえんで櫛鉈先輩に言う。

　マリアと國崎も彼女と同じ表情だ。

　それを見て、櫛鉈先輩はもう一度頭を下げる。

　一方、別れ際ぎわに國崎は俺を見てニヤリと笑い。

「撫子先輩が美人だからって、手ぇ出すなよー」

「國崎おまえじゃないんだから大丈夫だ」

「雷火もたまに毒吐はくよな!?」

　國崎のツッコミはスルー。

　まったく、國崎の脳天気さには癒いやされる。

　神話代理戦争に巻き込まれて以来、気を張ることが増えたので、余計にそう思う。

　思うだけで、口には出さないが。

「じゃ、またあとでな」

「おう」

　夜には一度寮に戻る予定だ。

　國崎とはそこでまた顔を合わせるだろう。

　俺は三人に手を振ふって、シャロ先輩たちの方へ移動する。

「それじゃあ、俺たちは西区に行きましょうか」

　櫛鉈姫子は西寮住まいだった。

　だからといって西区にいるというものでもないだろうが、元々アテはない。

「でも西区と言っても結構広いよ、どこから捜さがす？」

　駅のホームへと移動しながら、涙々が質問してくる。

「西区には倉庫街があったはずだ」

「港からの物資を保管するところね。それがどうしたの？」

「いや、特にアテがあるわけじゃない。とりあえず、そこに行こう。櫛鉈先輩もそれでいいですか？」

「はい」

　櫛鉈先輩は頷く。

「……」

　あえて説明しなかったが、もし櫛鉈姫子が生きてどこかに隠かくれているとすれば、それは倉庫街付近ではないかと俺は考えていた。

　理由は食料。

　失しつ踪そう者がクレジットを使用していないという前提で考える場合、彼女たちはどうやって食料を確保しているのか？

　そこで第一候補に挙がるのが非合法な手段だ。

　要するに窃せつ盗とう行こう為い──櫛鉈先輩の前で説明しなかったのはそれが理由だ。

　ではどこから盗ぬすむのかという点だが、先さき程ほど涙々が話したように倉庫街には港から運ばれてきた物資が大量にある。

　俺ならまずそこを狙ねらう。

　無論、倉庫の警備状じよう況きようにもよるが、それは今から行って確かめることだ。

　やがてモノレールがやってきて、俺たちはそれに乗って西区を目指した。







　西区第二駅で降りた俺たちは、駅から出ていたバスに乗って倉庫街へ向かっていた。

「結構静かだな」

「西区は基本港だからねー」

　窓の外を眺ながめながら呟つぶやいた俺に、涙々が話しかけてくる。

　西区は四区の中でも閑かん散さんとしている方だ。

　主な重要施し設せつは港で、その港からの物資を貯蔵する倉庫街と、食品などを加工する工場。

　あとは特にめぼしい施設はないそうだ。

「せめてカラオケくらい欲ほしいんだけど、そういうのは南区に行けってさ。空き地だらけで、夜はホントに静かよ」

　涙々は嘆なげくように両手を広げる。

　夜が静かなのはこの島では当たり前なのだが、まぁツッコむ必要もないか。

「後々、何か新しい施設が必要になった時のためにスペースを空けてるんだろう」

「だからって空き地多すぎ！」

　確かに窓の外を流れる風景は空き地ばかりで特におもしろみがない。

　これでは涙々でなくとも嘆きたくなるだろう。

　そんな話をしている内に倉庫街付近のバス停に到とう着ちやくした。

　俺たち以外に降りる人間はいない。

「潮の匂においがするね」

　バスを降りたシャロ先せん輩ぱいは銀ぎん髪ぱつを押さえながら呟く。

　ここからさらに西へ行くと港だ。

　もっとも見み渡わたす限り倉庫が建ち並んでいるので、直接海や港は見えないが。

「きゃっ！　風強いね」

「そうですね」

　同意する俺の頰ほおを海風が撫なでる。

　この島は偏へん西せい風ふうの影えい響きようで常に西から風が吹ふく。

　そのためか海に近いこの辺りでは風がやや強いようだ。

　倉庫と倉庫の間をヒュゴゴゴと風が通り抜ぬける音が断続的に聞こえる。

「想像してたより倉庫街が広いので、また二手に分かれましょうか」

「四人バラバラでもよくない？」

　涙々が俺に言う。

　確かにその方が効率は上がるかもしれないが。

「いや……念のためだ」

「そう」

　涙々はあっさりと引き下がる。

　彼女としては別にどちらでもよかったのだろう。

　俺は彼女の目を見て。

「じゃあ、涙々は櫛鉈先輩と一いつ緒しよに、姫子さん本人か、その痕こん跡せきを探してくれ。集合は一時間後にこのバス停で」

「はーい、了りよう解かい」

「万が一の時は先輩のことをちゃんと護れよ？」

「分かってるって」

　魔ま眼がんの命令にも素す直なおに頷うなずき、涙々は櫛鉈先輩と移動を開始した。

　俺はシャロ先輩の方を振り返る。

「俺たちも行きましょう」

「うん」

　涙々たちとは逆方向へ俺たちは移動する。

　綺き麗れいに並んだ倉庫と倉庫の間は碁ご盤ばん状に舗ほ装そうされた道路が走り、まっすぐ歩くと何度も十字路にぶつかる。

「なんだか迷いそうなところだね」

「倉庫と十字路ばっかりで、同じ風景が続きますからね」

「ここを管理してる人は、どこに何があるか迷わないのかな？」

「入り口に番号が振ってありますから、それで管理しているんでしょう」

「あっ、そっか」

　シャロ先輩と他愛たわいない会話をしながら進む。

　彼女はいつもより少し口数が多い気がする。

「今日はお喋しやべりですね、先輩」

「えっ！　えっと、そうかな？」

「かと思います。気のせいかもしれませんが」

　俺は頷く。

　シャロ先輩は少し指と指をもじもじさせて。

「その……今日はあんまり雷火くんと喋ってなかったから」

　彼女は小さな声で答える。

「……」

　言われてみれば、今日は昼からあまり彼女の声を聞いていない。

　昼休みは櫛鉈先輩の相談があったし、ここまでの移動中は涙々たちと西区の捜そう索さくについて話し合っていた。

　と言っても、そこまで気にするほど会話がなかったわけでもないと思うが。

『──ウヒヒヒ、いじらしい女だな』

　バロールが愉ゆ快かいそうに笑う。

「？」

　何が愉快なのか、よく分からない。

　分からないから、話題を変えよう。

「そういえば、あれから調子はどうですか？」

「調子？」

「ブリュンヒルデのことです」

「ああ、ブリュンヒルデさん？」

　シャロ先輩は頷く。

　彼女はヴァルキリーのブリュンヒルデをその身に宿している。

　普ふ段だんは魔眼の『支配』の能力で体の奥底に封ふうじているが。

「勝手に表に出られないとはいえ、奴やつとて神は神です。何を企たくらむか分かりません。何か異変があったらすぐに言ってください」

「あ、うん、、キャッ！」

「どうしました？」

「その、ブリュンヒルデさんが『そんなことしないっ！』って」

　どうやら俺のセリフに対して、ブリュンヒルデが抗こう議ぎの声を上げたらしい。

「先輩を驚おどろかせるな」

　俺はシャロ先輩の中のブリュンヒルデに釘くぎを刺さす。

　それにシャロ先輩は慌あわてて。

「大だい丈じよう夫ぶだよ雷火くん。ブリュンヒルデさん、普段は結構無口だし」

「……そうですか」

　問題がないなら、いい。

　だけど、シャロ先輩はなぜブリュンヒルデを庇かばうような態度を？

　彼女のやさしい性格ゆえか？

　神クズなんかのために？

「……」

　俺には分からない感覚だ。

　ひとまず、今は保留としておこう。

（それにしても奴は無口なのか。羨うらやましい）

『──何だぁ？　まるで俺サマが口くち喧やかましいみたいじゃないか』

（そう聞こえなかったか？）

『──ほほう？　キサマがそういう態度なら、今度から授業中や睡すい眠みん中に淫いん語ごを延々と聞かせ続けてやるぞ？』

（……やめろ）

『──ウヒヒヒ、童どう貞ていが俺サマの猥わい談だんにどこまで耐たえられるかな？』

（このエロ魔ま神じんが……ッ！）

　集中のために聴ちよう覚かく情報を一時遮しや断だんすることならできるが、精神の内側から話しかけてくる声を断たつ方法はない。

　この莫ば迦かが本当に今の企みを実行に移したらどう対処するべきか……。

　あまりに莫迦莫迦しい頭痛の種が一個できてしまった。

「どうしたの、雷火くん？」

「いえ、何でもありません」

　心配そうな顔をするシャロ先輩に俺は首を振ふって答える。

「ええっと、何の話でしたっけ？」

「ブリュンヒルデさんの話？」

「ああ、それはもういいです」

「……ブリュンヒルデさんがまた怒おこってるよ」

「あとで折せつ檻かんしておきます」

「えっと、それはやめてあげて？」

「シャロ先輩がそう言うなら」

「お願い」

「それで、何の話でしたっけ？」

「うーん……あれ？」

　シャロ先輩は首を傾かしげる。

『──雑談してただけだろうが』

　バロールに言われ、そういえばそうだと思い出す。

　一方、シャロ先輩は曖あい昧まいに笑い、

「特に大事な話はしてなかったかも」

　と言って、また笑う。

　その表情は、なんだか嬉うれしそうだ。

（何で先輩は笑ってるんだ？）

『──お前は本当に鈍にぶちんだな』

（はあ？）

　不当に罵ば倒とうされた気がしたので凄すごむが、バロールは呆あきれたまま答えない。

「……そういえば、さ」

　シャロ先輩はさっきより若じやつ干かん遠えん慮りよした声こわ音ねで、

「昨日のあれは、っていうか、雷火くんと涙々さんって本当に何でもないの？」

　と、尋たずねてきた。

　昨日のあれというと、涙々が勝手に人の部屋を訪ねてきたあれか……。

「それは昨夜も弁解しましたが、涙々とは本当に何もありません。もちろん、俺が魔眼を使って賤いやしい真ま似ねをしたということも」

「あっ！　ううん、そこまで疑ってるわけじゃないんだけど」

　シャロ先せん輩ぱいは慌てて首を横に振る。

「じゃあ、涙々さんのことは何とも思ってないの？」

「無論です」

「……そっか」

「？」

　なぜそこで安心したような表情を浮うかべるのだろうか？

　その時、潮風がシャロ先輩の髪かみを撫なでる。

　彼女は十字路で立ち止まり、手で髪を押さえた。

「雷火くんは、海で泳いだことある？」

　風が再び潮の香かおりを運んだのか、シャロ先輩はふとそんなことを訊きいてくる。

　俺は昔の、神話戦争より前のことを思い出す。

　妹が５歳になって、はじめて家族全員で海に行った夏の記き憶おく。

「ええ、大昔に、一度」

「そっか……わたしはないんだ、一度も。近くに海がなかったから」

　シャロ先輩は西へ視線を向ける。

　倉庫と倉庫の間を抜ぬけたその先には海がある。

　距きよ離りの問題で海自体は見えないだろうが、それでも向こうに海があるのは感じられる。

　俺も耳を澄すますと、潮しお騒さいの音が聞こえる気がした。

「暑くなったら、みんなで海に行きたいね」

　シャロ先輩は独り言のように呟つぶやく。

「みんな？」

「雷火くんに天華ちゃん、涙々さんにマリアさん、それに國崎くんも、六人一いつ緒しよに」

「……そうですね」

　今はまだ肌はだ寒ざむい。

　暑くなるのはまだ先だ。

　それまでに神話代理戦争は終わっているのか。

　いないのか。

　俺たち全員生き残っているのか。

　無論、全すべてを奪とり返し、そして護まもるつもりではあるが。

　絶対とは断言できない。

　それはシャロ先輩もなんとなく分かっていることだろう。

　だからこそ、行きたい、と言ったのかもしれない。

　だから、俺も。

「行きましょうか、みんなで」

「うん。でも、泳ぐなら港ここじゃダメだよね」

「確か北区にはビーチがあったはずです」

「じゃあ、そこに行こっか。その時は、雷火くんが泳ぎを教えてね」

「いいですよ」

　俺は頷うなずく。

　それは小さな約束だが、遠い未来の話にも思えた。

　だが、価値のある約束だ。

　その約束が果たされるまで、彼女を護り抜こう。

　静かに、改めて俺は決意する。

「あっ、でも泳ぎを教えてもらうだけならプールでもできるね」

「それでもいいですよ。いきなり海は危ないかもしれませんし」

「じゃあ、今度の日曜日に南区の温水プールで……」

　シャロ先輩が楽しそうに話している時。

　不意に、突とつ風ぷうが吹ふいた。

　目を瞑つぶる間もなく、めくれ上がるスカート。

「へ？」

「───!?」

『──ひゃっほう！』

　慌てて目を閉じたが、半瞬遅おそかった。

　バロールの喝かつ采さいを聞きながら、俺は奥歯を嚙かむ。

「……見えた？」

　スカートを押さえながら、シャロ先輩が尋ねてくる。

　その顔は熟うれたトマトよりも真っ赤に染まっていた。

　俺は返答に窮きゆうする。

　ほんの一いつ瞬しゆんの出来事だったが、鍛きたえ上げた俺の動体視力はその一瞬を鮮せん明めいに捉とらえていた。

　正直に言うべきか、否いなか。

「み、見えませんでした」

　俺はウソを選せん択たくした。

『──ウヒヒヒ、今いま更さら何恥はずかしがってやがる。裸はだかだって見たことあるクセに』

（クソ黙だまってろクソ魔神！）

　やや八つ当たり気味にバロールを罵ののしる。

「……」

「……」

　俺とシャロ先輩はしばし沈ちん黙もくを続け、やがて彼女の方から口を開いた。

「み、見えなかったならいいの」

　それは明らかに無理した発言だったが、彼女は俺のウソに便乗する道を選んでくれたようだ。

　だが、トラブルは過ぎ去っても、奇き妙みような罪悪感が残る。

　動体視力を鍛えてきたことを後こう悔かいする日が来るとは……。

　俺は気まずくなり、視線をあさっての方向へ向ける。

　と。

「……？」

　俺の右目が、今度は別の物を発見した。

「シャロ先輩」

「え？」

　俺はシャロ先輩を手招きして、倉庫と倉庫の間の道を移動する。

　そして、ひとつの倉庫の壁へき面めんの前で停止した。

「どうしたの？」

「見てください……ここ、分かりますか？」

　俺は倉庫の壁かべを指差す。

　そこは一見するとただの壁。

　だがよく見ると。

「……え？　ヒビ割れ？」

　シャロ先輩は訝いぶかしげに首を傾げた。

　俺は彼女の言う「ヒビ割れ」を指でなぞる。

「経年劣れつ化かでできたヒビ、ではないですね。綺き麗れいにまっすぐ壁が割れて、いえ、これは斬られてます」

　その切断面は倉庫の壁を綺麗に四角く切り取っていた。

　つまり、この斬られた部分を押すと。

　ギギィ……バタン！

　壁に四角い穴が生まれる。

「何、これ？」

「おそらく出入り口です。壁を斬って中に入り、またあとで斬った壁を嵌はめ直してカムフラージュしたのでしょう」

　口にするのは簡単だが、紙をハサミで切るのとはわけが違ちがう。

　断面を見るに壁の厚さは約10cm。

　これを綺麗に四角く斬るなど、とても人間業わざとは思えない。

（神格適合者の仕業か？）

『──まぁ、可能性は高いだろうな』

　俺はシャロ先輩を外に待たせ、倉庫内を軽く見て回る。

　ここはどうやら食料庫のようだ。

　ハムやソーセージなど、肉の保存食が貯蔵されている。

　さすがに倉庫全体を見て回る時間はなかったが、いくつか棚たなから何かが持ち去られた痕こん跡せきを見つけた。

　おそらく壁に穴をあけた何者かは、この倉庫の中の物を定期的に盗ぬすんでいるに違いない。

　でなければ、斬った壁を戻もどす手間を省くはずだ。

　俺は穴から出て、倒たおした壁を立てて嵌め直す。

　斬られた部分もかなりの重さなので、これも普ふ通つうの人間には重労働だろう。

　ましてや写真で見た櫛鉈姫子の細ほそ腕うでにできる作業とは思えない。

　となると別の犯人……神格適合者がここにいることに……。

「……!?」

　そこで俺は嫌いやな想像をした。

　それはダメだ。

　あってはならない答えだ。

　いくらこの状じよう況きようをひと言で説明し得るとはいえ、それでは櫛鉈先輩があまりにも……。

「雷火くん……？」

「戻りましょう、先輩」

「でも、これ……」

「ええ、あとで戻って調べます。ですが、今は離はなれましょう。ヘタしたら、櫛鉈先輩も巻き込んでしまうかもしれません」

「……！」

　シャロ先輩はハッとした顔で頷く。

　この島は夜になると異界化する。

　夜時間中に何かが壊こわれても朝には全て元通りになる。

　だがこの壁の穴は斬られたままだ。

　それはつまり、この壁を斬った犯人は昼間もここを出入りしている。

　このままここに留とどまれば遭そう遇ぐうする危険が高い。

　ここへ戻ってくるのは、せめて最低限の準備をしてからだ。

　俺は腕うで時計で時間を確かく認にんしつつ、涙々たちとの集合場所へと戻った。




　　　　５




　倉庫街での捜そう索さくは収穫なし。

　そういうことにして、櫛鉈先せん輩ぱいには何の報告もしなかった。

　そのまま俺たちは帰りのバスに乗り、帰路に就ついた。

「……」

　バスの中で櫛鉈先輩は落ち込んだ様子だった。

　やがてバスは駅に着く。

「ふたりは先に帰っててくれ。俺は櫛鉈先輩を寮りように送ってくる」

　俺は駅でシャロ先輩たちと別れる。

「うん。分かった」

「りょーかい」

　シャロ先輩と涙々とはここで別れ、俺は櫛鉈先輩と北区へ向かうモノレールに乗る。

　ふたりにはあとで俺の部屋に来るよう伝えてある。

　彼女たちに詳くわしい話をするのはその時でいい。

「すみません。お手間を取らせた上に、見送りまで」

「いえ、妹さんがいなくなって不安でしょうから」

「……はい」

　櫛鉈先輩は小さく頷く。

「難しいかもしれませんが、あまり気を落とさないでください」

　俺は彼女を安心させるために微び笑しようを作る。

「これからも妹さん捜さがしは手伝います。大だい丈じよう夫ぶ、いずれ見つかりますよ」

「神しん仙ぜんさん……ありがとうございます」

　櫛鉈先輩は感極きわまったようにお礼の言葉を口にした。

　俺は微笑を崩くずさずに、

「だから、今後も何かあった時は俺たちを頼たよってください」

　と、言った。

　それに櫛鉈先輩は若じやつ干かん目元を潤うるませて頷く。

　俺は心の中で安あん堵どする。

　これで彼女が先走る可能性は低くなった。

　何かする前に俺たちに相談を持ちかけてもらえれば、彼女を安全な場所に遠ざけられる。

　その上で、櫛鉈姫子の捜索は俺たちだけで進めようと思う。

　もしも先さき程ほど脳のう裏りをよぎった最悪の答えが待っていたら……その時は。

　俺はまぶたの上から魔ま眼がんを撫なでる。

『次はー北区第三駅です。次はー北区第三駅です』

「あっ、ここで降ります」

「分かりました」

　モノレールが駅に到とう着ちやくし、俺たちはホームに降りる。

　北寮は駅からさほど離れていないらしく、歩いて行ける距きよ離りにあった。

　歩道には俺たちと同じ方角へ向かう生徒たちがちらほら見える。

　彼らも北寮へ帰る生徒たちなのだろう。

「あの……」

「はい？」

　隣となりを歩く櫛鉈先輩に話しかけられ、俺は若干そちらを向く。

　彼女は歩きながら少し目を伏ふせて。

「神仙さんはシャルロッテさんとどういうご関係なのですか？」

「先輩と……ですか？」

　俺は質問の意図を汲くみかね、少し黙もつ考こうする。

「まぁ……友人、でしょうか」

　ほかにもいろいろとあるが、一いつ般ぱん人の櫛鉈先輩にはそれで通しておく。

　だが彼女は、少し納なつ得とくいかなそうな顔で。

「そうですか……」

「何か変ですか？」

「いえ、変というわけでは……ただてっきり、シャルロッテさんと神仙さんはお付き合いなされているのかと思っていたので」

「!?」

　これには少々俺も面めん喰くらう。

　俺とシャロ先輩が付き合ってる？

　無論、盛せい大だいな勘かん違ちがいなのだが。

「俺とシャロ先輩はそういう関係ではありません」

「そうなのですか」

「なぜそんな風に思ったんですか？」

「いえ、最近シャルロッテさんの雰ふん囲い気きが少し変わった気がしたので。それに」

「それに？」

「それに、神仙さんと一いつ緒しよにいる時の彼女は……いえ、これは私が言うべきことではありませんね」

「？」

　寸止めをされ、俺は肩かた透すかしを喰らう。

　そうこうしている内に北寮の門前に着いた。

「今日はありがとうございました。それにわざわざ寮まで送っていただいて」

「いえ、気にしないでください」

　深々と頭を下げる先輩に俺は首を振ふり。

「それじゃあ、また明日あした……」

　そう言って別れようとして。




　寮へと帰る人の流れに逆らい、こちらへ向かって歩いてくる少女の姿に気づいた。




　身長は低い。天華よりも小さそうだ。

　だが、妙みように『雰囲気』のある少女だった。

　ブレずに前を見み据すえる視線。

　肩かたで風を切るほど堂々として、それでいて優ゆう雅がさを感じさせる歩き方。

　自分に対する絶対的自信を表すような微笑。

　体たい軀くや歩ほ幅はばの小ささでは到とう底てい隠かくしきれない『もの』が、彼女からは溢あふれていた。




「───」

「───」




　その少女は俺たちと無言ですれ違う。

　他人同士なのだから当然だ。

　お互たがいに用事もなければ面識もないのだから。

「神仙さん？」

「あ、すみません。何ですか？」

「いえ、少しボーッとしていらしたので」

　櫛鉈先輩はそう言って、俺の後ろへ視線を向ける。

　さっきの少女が通り過ぎていった方向だ。

「エミリーさんがどうかしました？」

　どうやら俺があの背の低い少女に目を奪うばわれていたのに気づかれていたらしい。

　特にやましい気持ちはないのだが、少し気き恥はずかしい。

「いや、こんな時間にどこに行くのかと思って……知り合いなんですか？」

「同級生ですから。と言っても、会話したことは二、三回ですが」

「あ、二年生だったんですか」

　そういえば襟えり章しようが二年生の物だった気がする。

　エミリー、か。

　随ずい分ぶんと印象に残る少女だった。

　それから改めて櫛鉈先輩に別れの挨あい拶さつをしたあと、俺は踵きびすを返して北寮をあとにした。








第三章　神武の剣つるぎ









　　　　１




　その日の夜。時刻は午後十時。

　俺の部屋には、シャロ先輩、マリア、涙るい々るいの三人が集まっていた。

「つまり、東区では特に収穫はなかったということだな？」

「はい」

　俺の問いかけにマリアは頷うなずく。

　夕食時に國くに崎さきからも話は聞いていたが、東区の櫛くし鉈なだ姫ひめ子こ捜索も空から振ぶりだったらしい。

「まぁ、いい。すでに先程話したが、西区の倉庫街で気になる破は壊かい痕あとを見つけた。今夜は俺たち三人でそちらの調査に向かう」

「分かりました。けどその前に一点、気になることが」

「気になること？」

「はい」

　マリアは俺をまず見てから、この場にいる三人に向かって話す。

「本日島内を歩き回ってみて感じたことですが、島全体から異様な雰囲気を感じます」

「えー、マリアっち、それってちょっと曖あい昧まいすぎない？」

　涙々が文句を垂れる。

　だがマリアは特に動じずに、

「あるいは空気と言い換かえても構いません。何かが入れ替かわろうとしているというか、あるいは何かが近づいてきているというか、今はまだ微かすかですが、通常世界との齟そ齬ごを感じます」

　と、丁てい寧ねいに彼女の感じた「異様な雰囲気」について説明した。

「涙々。お前は知らないだろうが、聖女であるマリアは『魔』に対して敏びん感かんだ。彼女が異様な雰囲気を感じたというなら、それは軽かろんずべき報告じゃない」

　俺は補足するが、涙々はまだ首を傾かしげている。

「そう言われてもさー。そもそも私は聖女って具体的に何なのかも知らないし」

「……そうだな、少し説明しておくか」

　俺は頷き、ふたりに聖女について解説を始める。

「聖女とは具体的に言うと『奇き蹟せきを起こす清きよらかな乙おと女め』のことだ。真しん聖せい教会が公おおやけに認めている奇蹟は主に３つ。


　１、『祝福』……自らの聖性を他者に分け与あたえる能力。

　２、『癒いやし』……文字通り他者の傷を癒やす能力。

　３、『予知（予言）』……啓けい示じを受け、近遠どちらかの未来を予知（予言）する能力。



　これらの内どれかひとつでも持っていれば聖女としての認可を受けるが、必ずしもひとり一種の能力しか持たないとは限らない。マリアが持っているのは『祝福』と『癒やし』。特に『祝福』の適正値が高く、先程も言ったように『魔』に対して非常に敏感だ」

　それぞれの能力にはもう少し細かい条件などがあるが、そこまで明かす理由は今のところない。

「へぇー、ちなみに『清らかな乙女』の清らかってどこで判定されるの？」

「ふぇ!?」

　突とつ然ぜん話題の矛ほこ先さきを向けられ、マリアがしゃっくりみたいな声を上げる。

「ねぇねぇ、どうなの～」

「あーうー、えっとー、それはー……」

　マリアは顔を真っ赤にして右往左往した。

　それから潤うるんだ目で俺に助けを求めてくる。

「涙々。セクハラはやめろ」

「えーセクハラって具体的にはどんな」

「黙だまれ」

　俺はため息をついてこの話題を終わらせる。

　とにかく、必要な説明は済んだ。

「現状ではマリアが感じた『何か』が何なのかは分からないが、神格適合者の誰だれかが島全域に仕し掛かけを施ほどこそうとしている可能性もある。それを頭の隅すみに留めておいてくれ」

「はーい。分かりましたー」

　教師に怒おこられた生徒のように、涙々は軽く肩を竦すくめる。

　本当に分かっているのか？

　俺はまた小さくため息をつく。

　それから、シャロ先せん輩ぱいを見て。

「じゃあ、そろそろ先輩はブリュンヒルデに替わってもらっていいですか？」

「あ、うん」

　シャロ先輩はコクリと頷く。

「失礼します」

　俺はシャロ先輩の顔に目を近づける。

　彼女の表情に緊きん張ちようが走る。

　それも一いつ瞬しゆん。

「起きろ、ブリュンヒルデ」

「───」

　俺の命令に、一度かくんっとシャロ先輩の頭が落ち。

　次に顔を上げた時、彼女の視線は鋭するどいものに変わっていた。

「か、顔が近い！　いつまでそうしているつもりだ!?」

　ブリュンヒルデは俺の顔を視界に収めた瞬しゆん間かん、いきなり喚わめいて暴れる。

「うるさい。静かにしろ」

「……ッ」

　命令に従い、ブリュンヒルデは口を噤つぐむ。

　なぜかその頰ほおが赤かったが、どうでもいいことだ。

　それから俺は顔を離はなし、立ち上がった。

「『祝福』は必要ですか？」

　マリアが尋たずねてくる。

　神しん罰ばつ者の能力を飛ひ躍やく的に向上させる聖女の『祝福』。

　それを受けるか否いなかは今夜の俺の生存能力に直結する。

　だが俺は、

「いや、今夜は必要ない」

　と、断った。

「今回の目的は情報収集だ。基本的に戦せん闘とうは避さける」

　だからといって不測の事態はあるのだから、可能なら『祝福』は受けた方がいい。

　しかし、『祝福』を行うには聖性を高めるための禊みそぎが必要であり、それには数日の準備がいる。

　無む闇やみに使って、本当に必要な時に使えなくなっては意味がない。

『──力を温存した結果使う暇ひまがなくて死亡ってのが、間ま抜ぬけの常道パターンだがなぁ』

　人の方針に、バロールが茶々を入れてくる。

　確かに力を使うのを躊躇ためらって死ぬ者もいる。

　だが逆に力を温存してきた結果、最後に逆転して生き残る者もいる。

　どちらが正しいかは状じよう況きよう次し第だいだ。

　要するにバロールの言い分は、単に人を不安にさせるだけの、いつもの嫌いやがらせだ。

　生憎あいにくとそんなことで方針がブレるほど優ゆう柔じゆう不ふ断だんじゃない。

　俺は二丁の拳けん銃じゆうとマガジンチェンジャーを準備し、

「行くぞ」

　と、短い言葉で、『支配』した女め神がみたちとともに行動を開始した。







　それから俺たちは南寮りようを出て、一直線に西区の倉庫街を目指した。

　南区から西区まで多少の距きよ離りはあるが、まっすぐ向かえば一時間ほどで到とう着ちやくする。

　訓練を積んだ俺や、ヴァルキリーのブリュンヒルデにとっては苦もない距離だ。

　一方、涙々は。

「涙々」

「ん？　何？」

「もう少し低く飛べ、ほかの神格適合者に見つかる」

「はーい」

　俺の指示に従い、涙々は素す直なおに高度を下げる。

　彼女は装神具アーテイフアクトの衣ころもを纏まとい、空を滑すべるように飛んでいた。

「鷹たかの羽衣か。便利なものだ」

「いいでしょ」

　涙々は見せびらかすように羽衣を広げる。

　──鷹の羽衣。

　フレイヤの所有物のひとつで、神話では文字通り鷹に変身することができる羽衣だ。

　神話代理戦争においては、着ることで『飛行』スキル及および、スピードのステータス向上と若じやつ干かんの魔ま術じゆつ防ぼう壁へきが付ふ与よされる装神具アーテイフアクトになるらしい。

　やや地味な装神具アーテイフアクトだが、遠えん距きよ離り主体の彼女には便利なアイテムだ。

　それに今は低空飛行をさせているが、今回のような偵てい察さつ目的の行動時には高所からの情報収集も容た易やすく可能になる。

「ブリュンヒルデ。周囲に敵の気配はあるか？」

　俺は涙々と逆側を走るブリュンヒルデに尋ねる。

　無論、俺自身も周囲への警けい戒かいは怠おこたっていないが、肉体のリミッターをはずさない素の状態では彼女の方が感覚は勝まさる。

「問題ないぞ、神しん仙ぜん雷らい火か」

「よし」

　俺は頷うなずき、さらに足を速める。

　そうして俺たちは予定通り一時間ほどで倉庫街が見える場所に到着した。

「涙々。降りてこい」

「はーい」

「ここからは警戒度を上げていく。先に敵に見つかったら厄やつ介かいだ」

　俺の指示を聞いて、ブリュンヒルデが少し不満そうに。

「いきなり敵が出てきても私が何とかしてみせる」

　……その根こん拠きよのない自信はどこから来るのか。

　当然、彼女の意見は無視だ。

「慎しん重ちようについてこい。行くぞ」

　俺はホルスターから銃じゆうを抜ぬく。

　昼間も西区に来たが、ここは空き地が多く、建物が他の三区に比べて少ない。

　その隙すき間まを補うためかは分からないが、花生いけ垣がきや街路樹が整備された遊歩道や自然公園などが多く設置されている。

　夜になる前に確かく認にんした地図によれば大きな植物園もあるみたいだが、ここからは離れた場所にあるので今は関係ない。

　俺たちが今いるのは、昼に降りた西区第二駅と倉庫街の両方が見み渡わたせる中間地点で、バスの運行ルートからははずれた遊歩道の傍そばだ。

　俺はここからの進行ルートを決める。

「そこの遊歩道を抜けると倉庫街近くに出る。木こ陰かげや生け垣に隠かくれながら移動するぞ」

「分かったわ」

「……むぅ、分かった」

　涙々は頷いたが、ブリュンヒルデは若干不満そうだ。

　だがとりあえず俺の指示には従った。

　俺たちは周囲を警戒しながら遊歩道を進む。

　目的地は倉庫街だが、直接そこへ乗り込むわけではない。

　出る時にマリアに告げた通り、今夜の目的は情報収集。

　壁かべの穴を塞ふさいでいたことから、犯人は定期的に倉庫から物資を拝借していると考えられる。

　なのでその倉庫が見える位置に身を潜ひそめ、ひと晩監かん視しする予定だ。

　運がよければ今夜中に件くだんの犯人の姿を拝めるだろう。

　予想をはずしていなければその正体は神格適合者。

　なのだが……。

　昼からずっと抱かかえている嫌な予感。

　予感というよりは推測か。

　もしその神格適合者の正体が俺の考えている通りの人物だったとしたら……。

「、、、!?」

　思考に没ぼつ頭とうしていた俺は、不意に嗅かいだ臭においのせいで現実に引き戻もどされた。

「止まれ」

　俺はブリュンヒルデと涙々を手で制止する。

「何？」

「何だ？　どうした？」

　ふたりが問うてくる。

「……」

　俺はすぐには答えず、風向きを確かめる。

　微び風ふうに混じったこの臭い。

　間ま違ちがいない。

「血の臭いだ」

「え？」

「……」

　俺は嗅きゆう覚かくを頼たよりに血の臭いを辿たどる。

　遊歩道と自然公園の間の生け垣。

　そこには四角く、ビニールシートでも広げられそうなスペースが設けられていた。

　遊歩道側からでは生け垣が邪じや魔まで下が見えない。

　俺は少し助走をつけ、生け垣を飛び越こえた。

「あ、おい」

　ブリュンヒルデの声を背に聞きながら芝生しばふの上に着地する。

　それから、見た。

　見つけてしまった。

「おい、急にどうし……!?」

　同じく生け垣を飛び越えてきたブリュンヒルデが、途と中ちゆうで言葉を失う。

「あらら」

　鷹の羽衣で宙を浮ふ遊ゆうする涙々は、何でもないような声を漏もらす。

『──ウヒッ』

　バロールの奴やつは、微かすかに愉たのしそうに、嗤わらった。

　俺はただ無言で銃把を握にぎる。

　そこに、あったのは。




　芝生の上に横たえられた少女の死体だった。




「、、、ッ」

　一見すると寝ねているようにも見える。

　だが、そうではないのだと、少女の切り裂さかれたノドが物語っていた。

　パックリと開いた傷口からは血が一いつ滴てきも流れていない。

（血を、抜かれている？）

『──ウヒヒヒ、どうやらそのようだなぁ』

　バロールが嗤いながら答える。

　俺は銃をホルスターに収め、少女の死体に近づいた。

　夜目が利きくのでライトはいらない。

　だが念のため、指で少女の傷を撫なでる。

「おい、神仙雷火！」

「静かにしてろ」

　うるさいブリュンヒルデを黙だまらせる。

　今は集中したい。

　俺は傷口に触さわった指を注視する。

　少しも血が付着していない。

　かといって乾かわいて凝ぎよう固こしているわけでもない。

　死体が横たわる芝生を見る。

　血だまりどころか血けつ痕こんもない。

（不自然だ）

『──どこが？　ただの死体だろ』

（どこにも血が見当たらない。別の場所で殺されてここへ運ばれたにしても、傷口にすら少しも血が付着してないのはどういうことだ？）

『──ふーん……じゃあ、殺される前後に全身の血を抜き取られたんじゃねーか？』

（何のために？）

『──そりゃお前、血の使い道なんていろいろあるだろ』

　バロールはせせら笑う。

　日常世界では血の使い道など、せいぜい輸血くらいだろう。

　だが、非日常においては。

　血は魔ま術じゆつの代表的な触しよく媒ばいであり。

　魔力の代用品としても使用可能で。

　儀ぎ式しきにおいては神や悪魔が好む供く物もつともなる。

　その用よう途との幅はば広さは多た岐きにわたる。

　それと、死体を検分して分かったことがある。

「これは例の連続失しつ踪そう事件に遭あった生徒のひとりだ」

　失踪者リストに添てん付ぷされた写真と死体の顔立ちが一いつ致ちしている。

「やはり生徒の失踪には神が関かかわっている」

「へぇー根拠は？」

　涙々が尋たずねてくる。

「根拠は警備員の巡じゆん回かいだ」

　俺は即そく答とうする。

　この島では夜時間前に警備員と教師が島中を巡回する。

　聖餐管理機構エウカリステイアは神話代理戦争が行われていることを知っている──そのためか、夜時間までに生徒を寮りように帰らせるため、巡回はかなり念入りに行われる。

　もしこの死体が夜時間前からここにあったなら、巡回中に発見されているはずだ。

　いくら神話代理戦争に不干かん渉しようとはいえ、生徒に死体を見られる方がもっとマズい。

　神話代理戦争の隠いん蔽ぺいという観点からすれば、死体を回収するのが妥だ当とう。

　それなのに回収がされていないのは、死体が夜時間になってからここに置かれたからだ。

　つまり夜時間に活動する神クズどもの仕し業わざということ。

　死体から集めた血で何をするつもりかは知らないが。

　ロクでもないことなのは間違いない。

　いつもそうだ。

　奴らのせいで、人が死ぬ。

「ほかの失踪者もこうなってるのかしら？」

　死体を覗のぞき込んだ涙々が言う。

　それはあまりに凄せい惨さんな想像だがあり得ない話ではない。

　むしろ、その可能性が高いとさえ言える。

　胸むな糞くその悪さで吐はき気けが込こみ上げてきた。

「……涙々はこれをやった敵の意図をどう見る？」

　俺は尋ねる。

　北ほく欧おう神話でも一二を争う魔術神はしばし考え。

「そうね……まぁ、この死体だけじゃ何とも言えない、けど」

「けど？」

「失踪者全員分の血を集めて単純に魔力変へん換かんしても、せいぜいランクＡ相当の魔術にしかならない。私みたいな魔術を得え手てとする神なら、素でそれくらいの魔術は使えるわ」

　ランクＡの魔術など人間の術者では使える者すら片手で数えるほどだが。

　つくづくこいつらは化け物だ。

「そうすると考えられる線は、儀式の贄にえとしての利用ね」

「儀式？　召しよう喚かん魔術か？」

「とは限らないけど、儀式系の魔術に必要なのは魔力云うん々ぬんよりも〝手順〟。だからこんな面めん倒どうなことをしてるのね」

「……」

　涙々はそこで、あっ、と声を漏らす。

「そういえばマリアっちが出発前に変なこと言ってたわよね」

「島全体を覆おおう異様な雰ふん囲い気きのことか？」

「そうそう。もしかして、その島の空気の変質とこの儀式が関係あるかも」

　島を覆い尽つくす大規模術式。

　攻こう撃げき対象は全神格適合者。

　いや。

　被ひ害がいが神格適合者に留とどまるならまだマシだ。

　もし、その範はん囲いが一いつ般ぱん生徒にまで及およぶなら。

「───」

　背筋に冷たい汗あせが流れる。

　どうやら連続失踪事件の犯人は最優先で撃げき破はする必要がありそうだ。

『──おーい、もう調査は済んだだろ？　さっさと倉庫の野や郎ろうのツラを拝みに行こうぜ』

　退たい屈くつし始めたのか、バロールが早くしろと俺を急せかす。

　確かに、神話代理戦争を生き抜ぬくためにはそうするべきだ。

「……」

　だが少女の死体をこのままにしていくことに躊躇ためらいを覚える。

　そんな逡しゆん巡じゆんに意味があるのかと、俺の理性が囁ささやく。

　彼女はすでに死んでしまった。

　俺はそれを助けられなかった。

　なら俺に、あとどんなことができるというんだ？

「、、、ッ！」

　悔かい恨こんが、徐じよ々じよに自責の念へと変わろうとしていた。

　その時。

「ブリュンヒルデ？」

「？」

　涙々の呟つぶやきに俺が振ふり返ると同時に、脳天に衝しよう撃げきが走った。

　喰くらったのはチョップだ。

　目から火花でも飛び散りそうな威い力りよくだった。

　そのチョップを喰らわせてきたブリュンヒルデは、怒おこった目で俺を睨にらんでいた。

「何だ？」

「───」

　ブリュンヒルデは何か言いたそうな顔で黙っている。

　そういえば黙れと命令したままだった。

　だが命令を解除したらまた騒さわぎ出しそうだ。

　俺は彼女が何を言ってるか知りたい欲よつ求きゆうと危険性を天てん秤びんにかけていると。

　先に、ブリュンヒルデが別の行動を取った。

　彼女はビシッと俺の胸むな元もとを指差す。

「……？」

　その指先を辿たどると──そこには俺が首から提さげていた十じゆう字じ架かがあった。

　十字架。

　装備者の心身を害する呪のろいや魔術をはじく教会の支給品。

　それがどうしたと一いつ瞬しゆん思ったが、ふと気づく。

　十字架にはもうひとつ意味がある。

　死者を弔とむらう道具。

　その程度のことに、ブリュンヒルデに指し摘てきされるまで気づけなかった。

　俺は十字架を指で撫でる。

「あまり祈いのりを捧ささげるのは得意じゃないんだがな……」

　不良信徒だったから。

　神を殺す術以外、教会に何も求めていなかったから。

　だが今は少し、それを後こう悔かいする。

「……」

　少女の無念はいつか俺が必ず晴らす。

　だから今はせめて彼女の魂たましいにやすらぎを……。

　そう願って、俺がヘタクソな祈りを捧げようとした時。




　倉庫街の方角から凄すさまじい轟ごう音おんが響ひびき渡わたった。




　　　　２




「!?」

　俺たちは倉庫街の方を振り返る。

　続けて、もう一度衝撃音。

　何かが崩くずれる音。

　明確な異変。

　現在進行中。

「……ッ」

　俺は一瞬、少女の死体に視線をやって。

　無理やりそれを引き戻もどし、前を向く。

「ついてこい！」

　生け垣がきを飛び越こえて走り出す。

　この轟音が響き渡る中では隠おん密みつに気を配る必要はない。

　俺たちは全速力で倉庫街に辿り着く。

　そこからはまた慎しん重ちように。

　改めて耳を澄すます。

　コンクリートを破は砕さいする音。

　建物……おそらく倉庫が崩れる音。

　それらに混じる剣けん戟げきの音。

　紛まぎれもない戦せん闘とう音。

「何者かが戦ってる」

　最低でもふたり。

　戦闘音の種類からして、おそらくは近接戦闘者同士の戦い。

「どうするの、雷火？」

　涙々が尋たずねてくる。

「ここなら置ち換かんできる建物がたくさんある。私の英えい霊れい軍団なら、敵のひとりやふたり包囲殲せん滅めつできるかもよ？」

　涙々のフォールクヴァングの英霊宮きゆう殿でんは万を超こえる英霊を召しよう喚かんする『レガリア』。

　使用には宮殿との置換召喚に必要な建造物があるのが条件だが、倉庫街には使える建物がそこら中に並んでいる。

　だが。

「それは早計だ」

　俺は首を横に振る。

「お前はまさに万軍の使い手だが、万軍を屠ほふる神話を持つ神などごまんといる。『死絶』の魔ま眼がんに一度やられたのを忘れたのか？」

「まぁ、それを言われると弱いわね」

「別に貶けなしているわけじゃない。数で囲むのが有効な敵もいる。それを確かめる前に使うのは早いと言ってるんだ」

「それくらい分かってるって」

　涙々は軽く笑う。

「じゃあ、どうする？」

　それから、もう一度尋ねてくる。

「まずは敵の姿を確かめる。相手に気け取どられるな」

　俺たちは碁ご盤ばんのように十字路が連なる道を何度か曲がる。

　そうして進み、ついに破は壊かいされ、瓦が礫れきの山と化した倉庫を見つけた。

　破壊された倉庫の数は目に見える範囲で八棟むね。

　一部だけが崩れた物もあれば、全ぜん壊かいしている物もある。

　人間が同じことをやろうと思ったらダイナマイトが必要だ。

　敵はたかが戦闘の余波でこれをやってのける化け物神。

　そいつらを斃たおし、『支配』するために、俺は銃じゆう把はを握にぎり締しめる。

　いよいよ剣戟の音が近くなる。

　もうすぐそこだ。

「……」

　俺はまだ残っていた倉庫の陰かげから、そっと角の向こうを覗のぞき込む。

　そこにはひと組の男女がいた。

「くっ！」

　ひとりは赤あか髪がみの少年。

　その手に持つのは刃はが反り返った曲刀シミター。

　放つ剣けん撃げきは恐おそろしく迅く、優美だ。

　まるで舞まい。

　彼が動く度たびに、華か麗れいな斬ざん撃げきの嵐あらしが吹ふき荒あれる。

　鋭するどき剣けん閃せんは触ふれる物を、壁かべも、瓦礫も、一瞬で細断した。

　一いち撃げき一撃が達人の絶技の領域。

「アハァーハハッ！」

　それを受けるはもうひとりの黒くろ髪かみの少女。

　凄せい絶ぜつな笑えみを浮うかべ、血ち飛沫しぶきを舞まわせながら、少年を追う。

　彼女の手にあるのは太く肉厚な刃の剣つるぎ。

　少年の持つ曲刀に比べ、非常に無骨なその武器は、刃の先せん端たんが欠けている。

　あれでは「突つき」が使えない。

　それは剣と剣の勝負において凄まじい不利のはずだが、少女は意に介かいさない。

　身を護まもるのも必要最低限。

　その肌はだに次々と切り傷を作りつつ、しかし全すべてを掠かすり傷で済ませ。

　放つのはその細ほそ腕うでに似合わぬ豪ごう腕わんの一いつ閃せん。

　少女の剣を、少年は受けない。

　防ぼう御ぎよを捨て、有利な体勢を捨て、身を投げ出す。

　そのなりふり構わぬ全力の回かい避ひの理由はすぐさま知れる。

　少女の振り下ろした剣はコンクリートの大地を断たち割り、その衝しよう撃げき波はをもって倉庫を半はん壊かいさせた。

「……!?」

　あれほどの絶技を持つ少年をして、防御も受け流しも許さぬ剛ごう剣けん。

　両者の戦いはまさに力と技わざのぶつかり合い。

　どちらがどちらに殺されてもおかしくない。

　そんな拮きつ抗こうした殺し合いだった。

　だがどんな勝負にも「間」は存在する。

　先さき程ほどの一撃で両者の距きよ離りが開き、戦闘が途と切ぎれる。

　戦いと戦いの間のわずかな静せい寂じやく。

　その時、それまで激しい動きと黒髪のせいでよく見えなかった少女の顔が、ようやく視し認にんできた。

「───」

　そして俺は、心臓を摑つかまれるような感覚を覚える。

　最初、彼女に気づけなかったのは、その髪が短くなっていたからだ。

　写真で見た彼女の髪は、姉と同じく長かった。

　今は肩かた口ぐちほどの長さしかない。

　だが、髪が短くなっても、その顔立ちは見み間ま違ちがえようがない。

　ニッと口角を吊つり上げ、赤髪の少年と対たい峙じする少女は。




　俺たちが捜さがしていた櫛鉈姫子に間違いなかった。




　唇くちびるを、嚙かむ。

　最悪の答えだ。

　倉庫の壁を斬きった犯人が神格適合者である可能性は高かった。

　その犯人は倉庫から食料などを拝借していた。

　そして、行方ゆくえ不明の櫛鉈姫子には食料を調達する必要があった。

　目的と動機の一いつ致ち。

　それに気づいた時、櫛鉈姫子が神格適合者になった可能性に気がついた。

　気がつくと同時に、心の底に封ふう印いんして必死に否定していた。

　そんなわけないと。

　そうであって欲しくないと。

　願っていた。

　だが……現実は目の前にある。

　本当にこの世界は残ざん酷こくだ。

　どうして、理り不ふ尽じんなことばかり起きるのか。

　何で、よりにもよって櫛鉈姉妹しまいがこんな形で運命に翻ほん弄ろうされなければならないのか。

　櫛鉈先輩の、妹を心配する横顔を思い出す。

　妹を失う恐きよう怖ふは、俺にも分かる。

　どうして彼女が俺と同じ目に遭あわなきゃならない。

　神々に妹を奪うばわれるなんて……。

　こんな苦しみを負うのは俺だけでたくさんのはずだ。

『──おいおいライカ、何固まってんだよ？』

　その時、バロールの嘲ちよう笑しようが脳内で鳴り響ひびく。

『──くだらねぇ理由で止まるなよ。神おれサマたちが人間たちを弄もてあそぶのは、今に始まったことじゃないだろうが』

（バロール、、、！）

　その物言いについカッとなる。

　だが俺の中の魔ま神じんは気にも留めず。

『──テメェはそれが赦ゆるせなくて、何もかもブチ壊こわして、何もかも奪とり返すって誓ちかったんだろ？』

　バロールの声は、いつもの調子だ。

　今にもせせら笑いでも聞こえてきそうだ。

　だが、言ってることは正しかった。

　神クズどもの所行が赦しがたいのはいつものことだ。

　だからこそ、全てを奪とり戻すと誓った。

　そうだ、結局やることは変わらない。

　まずは櫛鉈姫子の体に巣す喰くう神を斃し、『支配』する。

　そうすれば彼女の体は無傷で戻もどる。

　あとはその体から完全に神を引き剝はがす方法を探し出すだけだ。

　シャロ先せん輩ぱいや涙々のこともあるのだから、いずれにせよその方法を探さなければならないのも変わらない。

　俺のやるべきことは何も変わらない。

　一いつ瞬しゆんグチャグチャになりかけた頭の中がスッキリした。

「ねぇ、あれって例のあの娘こでしょ？」

　戦場を見ながら涙々が言う。

　彼女も櫛鉈姫子のことに気づいたようだ。

「どうすんの？」

「当初の目的通りだ。奴やつの『レガリア』を攻こう略りやくし、お前たち同様に『支配』する」

　俺は即そく答とうする。

『──ウヒヒヒ、そーそーそれでいいんだよ』

　バロールの嘲笑が聞こえる。

　こんな奴に情けないところを見せてしまった気がする。

　最悪だが、今は置いておく。

「私はいつでも準備できてるぞ！」

　ブリュンヒルデは鼻息も荒あらく、竜ノ殺ーしトのウ神ン剣グを召しよう喚かんする。

　その表情は妙みようなやる気に漲みなぎっていた。

　あのふたりの戦いに感化されたのか？

　だが怯ひるんでいないのは悪くない傾けい向こうだ。

「櫛鉈姫子と赤髪の戦せん闘とうを止めるぞ」

「うむ！」

　俺のセリフにブリュンヒルデは目を輝かがやかせた。

　一方、涙々は眉まゆを顰ひそめる。

「本気？　どっちが死ぬか、あわよくば相あい討うちになるのを待った方がよくない？」

「それでは櫛鉈姫子も死ぬ危険がある」

　涙々の提案を俺は却きやつ下かする。

「第一目的は両者の分断。その後は適度に相手の情報を集め、頃ころ合あいを見て退ひく」

「何ッ!?　途と中ちゆうで逃にげるのか!?」

「当たり前だ」

「こちらは三人だぞ。数で勝っておきながら敵に背を向けるのか？」

「まだ敵の手の内も分かっていない。数が多ければ勝てるつもりか？　この中で一番弱いクセに自惚うぬぼれるな」

「よ、弱っ!?　わっ私だって、、、!!」

「そもそもこの介かい入にゆうは櫛鉈姫子を死なさないのが目的だ。最初から決着をつけるのが目的じゃない。そんなことも分からないほど莫ば迦かか？」

「ば、、莫迦って言うな！」

　ブリュンヒルデがギャーギャー喚わめくが、無視する。

「情報を集めるって、どこまで？」

　涙々の質問。

「こちらも顔を晒さらす以上、せめて神名くらいは曝あばいておきたい。それさえ分かれば、あとは俺の知識と照らし合わせて、だいたいの能力を推測できる」

　神話代理戦争に参加している全神話の知識を持っているのが、人間である俺が唯ゆい一いつ奴やつらに対して優位に立っている点だ。

「あわよくば『レガリア』も見ておきたいが、欲よく張ばりは禁物だ。退き時を見誤るな」

「はいはい。言われなくても」

「涙々にはあちらの赤髪を任す」

「えー、私ひとりだけ？」

「実力を鑑かんがみての配置だ。文句を言うな」

　俺は双そう銃じゆうを抜ぬく。

『──やっぱりマリアちゃんに『祝福』を受けといた方がよかったな』

（そうかもしれないが、結果論だ）

　過去の判断をいちいち悔くやむのは無意味だ。

「行くぞ、お前ら。相手を殺すな」

　命令し、俺は飛び出す。

　まずは制圧射しや撃げき。

　両者の足あし許もとに銃じゆう弾だんを散らす。

「!?」

「ッ！」

　突とつ然ぜんの横よこ槍やりに、赤あか髪がみも櫛鉈姫子も面めん喰くらう。

　俺は銃じゆう撃げきを赤髪に集中させ、櫛鉈姫子から引き剝がす。

「涙々、そっちは任せた」

「はーい」

　鷹たかの羽は衣ごろもを纏まとった涙々は飛びながら、黄金グルヴエイグ魔術テイアーズを放つ。

「うわっ！」

　飛来した無数の黄金剣を躱かわし、赤髪の少年はさらに後方へ跳とぶ。

　これでだいぶ両者の距離を離はなすことができた。

　あとは……。

「何だぁ、お前ら？」

　櫛鉈姫子は、その姿に似つかわしくない粗そ野やな言こと葉ば遣づかいで俺たちを誰何すいかする。

　俺は銃を、ブリュンヒルデは剣を構え、彼女と相対しながら。

「キサマが奪った櫛鉈姫子の体を返してもらう」

「姫子……？　ああ、この器うつわのことか」

　敵は奇き妙みような物を見る目で俺を見つめる。

「それにしても奇妙な奴だな。なぜ器など欲ほしがる？　キサマもすでに受肉しているのだろう？」

「生憎あいにくと、俺は俺のままだ」

「何？」

「俺はキサマら神に体を乗っ取られてなどいない」

　俺の宣言に、敵は目を丸くする。

　それから、ククッと声を漏もらして。

「そうかそうか！　さすがは大和やまと男おの子こよ。異国の神に魂たましいを屈くつせんとは美み事ごと！」

「……？」

　なぜか褒ほめられた。

　俺が若じやつ干かん戸と惑まどっていると、敵は、

「気に入った。お前の名は何という？」

　と、問うてきた。

　俺は数秒迷った末。

「神仙雷火」

　答える。

　それを受けて、敵はニッと笑う。

「よく名乗った。返礼に、己オレの名も明かそう」

　敵は先せん端たんの欠けた剣を無理やり大地に突つき刺さし、名乗る。

「我が名は建たけ速はや須す佐さ之の男おの命みこと。スサノオと呼ぶがよい」

「やはりか」

「うん？　知っていたのか？」

「確証はなかったがその言葉遣いと、その先せん端たんが欠けた剣を見て予想はしていた」

　──建たけ速はや須す佐さ之の男おの命みこと。

　天あま照てらす大神おおみかみ・月つく読よみの命みことと並んで三みはしら貴のうず子のみこと称しようされる日本神話の代表神格。

　その性しようは荒あら神がみ。

　生まれた直後に鳴き声ひとつで山野を枯からし。

　高たか天まが原はらで大暴れして天照大神を天あまの岩いわ戸とに隠かくれさせ。

　天地において乱暴の限りを尽つくした。

　だが、かの有名な八や岐またの大蛇おろち退治を境に、一気に英えい雄ゆうとしての性格も手に入れる。

　神が複数の側面を持つのは珍めずらしくないが、スサノオは正反対ともいえる性格を同時に有する珍しい神だ。

『──で、そのスサノオってのは強いのか？』

（少なくとも武勇において、日本神話で三本の指に入るのは確実だ）

『──ふぅん。まぁ、さっきの戦い見てりゃ一いち目もく瞭りよう然ぜんか』

　十年前の神話戦争で、日本神話の武神建御雷神たけみかづちは北ほく欧おう神話の雷らい神じんトールと相討ちになったと聞く。

　そうなると日本神話が送り込んでくる神は誰だれになるのかと思っていたが。

（まぁ、納なつ得とくの神じん選せんといったところか）

『──ウヒヒヒ、そうかい。じゃあ、このあとどうする？』

（運よく簡単に神名は知れた。あとは予定通り、可能な限りの情報を引き出しつつ頃合いを見て撤てつ退たいだ）

　方針に変へん更こうはない。

　と。

「おい、私の名は聞かないのか？」

　ブリュンヒルデが不満げな顔で、一歩前に出る。

　ノートゥングの切っ先をスサノオに突きつけ、睨にらみつける。

　相手はハッと失しつ笑しようし、

「聞いてもいいが、己オレはつまらん相手の名は覚えられん」

　と言い捨てる。

　ブリュンヒルデは静かに激げき昂こうする。

「……試ためしてみるか？」

　チャキッと竜殺しの神剣を構え、スサノオと相対した。

　それに応じて、スサノオも剣を持ち上げる。

「西洋剣けん士しとは初対決だ。十年前は唐土もろこしの者共を殺し尽くすのに忙いそがしかったからな」

　東西の剣使いが放つ烈れつ気きで空気が爆はぜる。

「神仙雷火。ここは私に戦やらせろ」

　ブリュンヒルデが言う。

　一対一で戦わせろと。

　莫迦か？

「驕おごるなブリュンヒルデ。お前が前衛、俺が後衛だ」

　俺はブリュンヒルデの要求を却下し、彼女の横に並ぶ。

　それに彼女はムッとして。

「私に任せろ！　剣での戦いならば後おくれは取らない！」

「俺は尋じん常じような勝負に興味はない」

「むグッ！　ぐぬぬ」

　ブリュンヒルデは顔を真っ赤にして頰ほおを膨ふくらませるが、それを無視して俺は銃じゆう口こうをスサノオに向ける。

「これは戦争だ──まさか文句はないだろう？」

「構わん」

　スサノオは欠片かけらも動じることなく、むしろ歓かん迎げいするように笑えみを深める。

「己オレが求むるは強つわ者ものとの戦い。相手の数も技わざも得物も関係ない。その全すべてを我が力で叩たたき潰つぶしてこそ、このくだらぬ催もよおし事に参戦した意味があるというものだ」

「……」

　先さき程ほどから感じていた違い和わ感かんが、ほぼ確信に変わる。

　このスサノオは、神話代理戦争をマジメに戦っていない。

　簡単に自分の神名を名乗ったのもそうだが。

　寮りように帰らないというのがそもそも論外。

　普ふ通つうの生徒を演じ、正体をカムフラージュする気が微み塵じんもないということだ。

　倉庫に破は壊かい痕あとを残すのも、二対一を了りよう承しようするのも、理性的な行動とは言い難がたい。

　要するに、理性ではないのだ。

　スサノオの行動原理は至し極ごく単純。

　ただ快楽のために動いている。

　ある意味でバロールと同類。

　バロールは享きよう楽らくと堕だ落らくと破は滅めつを愉たのしむために。

　そして、スサノオは闘とう争そうを愉しむために。

　それ以外のことは眼中にないのだ。

「始める前にひとつ聞いておくことがある」

　闘争の気が高まるのを感じながら、俺は最後の質問をする。

「何だ？」

「遊歩道脇わきにあった死体、あれはキサマの仕し業わざか？」

　睨む俺に対し、スサノオは怪け訝げんな表情を返してきた。

「何のことだ？」

「……覚えがないならいい」

　それで、言葉のやり取りは終わり。

　あとは命のやり取り。




「往ゆくぞ」




　スサノオは短い口上で開戦の火ひ蓋ぶたを切った。

　同時に地を蹴ける。

　俺は横に、ブリュンヒルデは前に。

　スサノオも当然前へ。

「チッ！」

　横合いから援えん護ご射しや撃げきを入れようとしたが、相手が速すぎる。

　スサノオとブリュンヒルデは互たがいに突とつ進しんの勢いのまま、その剣けんと剣つるぎを激げき突とつさせた。

「ハアァア!!」

「アアァ!!」

　ふたりの裂れつ帛ぱくの気合いがぶつかり合う。

　刃やいばが嚙かみ合い、打ち合う音がここまで聞こえる。

「セイッ！」

　ブリュンヒルデが大剣の利を活いかし、スサノオの間合いの外から斬ざん撃げきを見み舞まう。

「フッ！」

　スサノオは剣で一いち撃げきを受け止める。

　避さける気配が微塵もない。

　ブリュンヒルデの攻こう撃げきをどれも真正面から受けている。

　スサノオが圧おされている？

　いや、そんなわけがない。

　先程の赤髪との戦いを思い返せば、奴やつがブリュンヒルデに力負けするはずがないのだ。

　となれば答えはひとつ。

　手を抜ぬいているのだ。

　理由はおそらく単純。

　ブリュンヒルデの剣をまずは味わおうとしているのだろう。

　戦いを愉しむために。

『──何だ？　変な奴だな』

　バロールが訝いぶかしげに呟つぶやく。

（それに関しては同感だ）

　だがそれはどうでもいい。

　問題はブリュンヒルデが考えなしに突っ込むせいで、なかなか援護が合わせられない。

　あいつ……俺と協力して戦わない気か？

　それとも単に莫ば迦かなのか？

　一いつ瞬しゆん後者のような気もしたが、たぶん違ちがう。

　ブリュンヒルデは間ま違ちがいなく莫迦で阿あ呆ほうだが、戦いに関しては莫迦ではない。

　俺と合わせようと思えば合わせられるはずだ。

　つまり合わせる気が毛頭ない。

　なぜ？

　騎き士し道どうに反するからか？

　だとしたら愚おろかだ。

　そんなものに拘こだわっているのはこの場でブリュンヒルデだけだ。

　敵のスサノオですら気にしていない。

　奴は最初から二対一だと思って俺たちと戦っている。

　その証しよう拠こに、奴は俺に対する警けい戒かいを一度もはずしていない。

「そら！」

　スサノオが剣を横よこ薙なぎに振ふるう。

「グッ！」

　無造作に放たれた一撃は、ブリュンヒルデの体をガードごと吹ふき飛ばした。

　奴の持つ剣が神剣でなかったら防ぼう御ぎよごと真っ二つになっているところだ。

「チッ！」

　ブリュンヒルデは踏ふん張ってブレーキをかける。

　その反動をタメに利用して、お返しとばかりに今度は彼女が薙なぎ払はらいの一撃を見舞う。

「ムンッ！」

　スサノオは正面からそれを迎むかえ撃うった。

　横薙ぎと打ち下ろし。

　縦と横の剣けん撃げきがぶつかり、爆はぜる。

　火花が炸さく裂れつし、ふたりの表情を照らす。

　必死と歓かん喜き。

　真しん剣けんなブリュンヒルデと、愉ゆ悦えつのスサノオ。

　それは単に両者の性格の違いもあるだろうが、ふたりの表情の差が、そのまま実力差を如によ実じつに物語っているようだった。

『──おいおい、死ぬぞあの小こ娘むすめ。いいのかライカ？』

　バロールがため息のように漏もらす。

（いいわけないだろうが）

　こうなったら強ごう引いんにでも戦いに割り込む。

　俺は脳と肉体の枷かせをはずす。

「ッ！」

　眩暈めまいのように視界がブレる。

　──普ふ段だん人は目から得た視覚情報の大部分を脳がカットし、必要な分だけを処理して世界を知覚している。

　本来、人間の目と脳の処理能力は、この世のあらゆる高感度カメラをも凌りよう駕がする。

　視界がブレたのは、脳のブレーキをはずしたことで視覚情報と処理能力が一気に上じよう昇しようしたせいだ。

　だが眩暈はまばたきの間に終わる。

　すると世界の景色が、いや、正確にはその見え方が豹ひよう変へんする。

　スサノオとブリュンヒルデの挙動。

　ふたりの未来位置。

　瓦が礫れきや破は片へんの飛び散る様さま。

　空気の密度まで鮮せん明めいに見えるようだ。

　俺は地を蹴る。

　跳とぶ。

　通常時の倍の飛ひ距きよ離りと高さ。

　空こ中こからならスサノオへの射線が通る。

「───ッ」

　撃つ。

　聖せい別べつ済み純銀製10mm弾だんが放たれ、スサノオを襲おそう。

　狙ねらうは足。

　見たところ、スサノオはさっき赤髪の少年から受けた傷が治っていない。

　即すなわち高速治ち癒ゆ能力などは持っていないということだ。

　足を撃てば間違いなく動きが鈍にぶる。

　それで斃たおせるわけではないが、少なくとも俺たちの撤てつ退たいは容た易やすくなるはずだ。

　だが、スサノオが俺の銃じゆう撃げきに気づかないわけがない。

　奴は目の端はしで、確実に俺の撃った弾たまの軌き道どうを捉とらえていた。

　構わない。

　防御するにしろ避けるにしろ、奴の動きを少しは乱せる。

　その乱れをブリュンヒルデが突つき、それでできた乱れをまた俺が突く。

　それを繰くり返し、最終的に突とつ破ぱ口こうを穿うがつ。

　そこまでが俺の狙い。

　しかし。

　俺の銃じゆう弾だんはスサノオの体勢を崩くずすことすらできなかった。

　銀弾をはじいたのは幅はば広びろの大剣──

「邪じや魔まをするな神仙雷火！」

　──防いだのはブリュンヒルデだった。

「こ、、、のッッッ、莫迦だ莫迦だと思っていたがそこまで莫迦だったか!?」

「誰だれが莫迦だ！」

『──ウヒャヒャヒャヒャ！』

　罵ののしり合う俺たち。大だい爆ばく笑しようのバロール。

　なんだこのコントは。

「あー、お前ら？」

　スサノオも呆あきれて剣で肩かたを叩たたいている。

　今の隙すきは絶好のチャンスだったはずだが……。

「何でブリュンヒルデを斬きらなかった？」

「ああ？　ツマランだろそんな決着」

　即そく答とうするスサノオ。

　莫迦はもうひとりいたか……。

　俺は呆れ果てるが、スサノオは愉ゆ快かいそうに顔を歪ゆがめる。

「だがどちらにせよ今斬ろうとしたところで、その女おな子ごはしっかりと己オレの剣を防いだであろうよ。さすがに無傷とはいかなかっただろうがな」

「む……」

　スサノオの言に俺は意表を突かれる。

（ブリュンヒルデにそんな技量が？）

『──ウヒヒヒ、お前はあの女を過小評価しすぎだ。剣けん技ぎだけならなかなかのもんだぞ』

（その割には遊ばれてるように見えたが？）

『──そりゃ単に神としてのステータスが低すぎるせいだろ』

　確かに日本神話の主神クラスであるスサノオに比べ、ブリュンヒルデは所しよ詮せん下位神格のヴァルキリーに過ぎない。

　単純に神としての格が違いすぎる。

　技わざで劣おとっていなくても、結局その他あらゆるステータスが見み劣おとりするのだ。

（それではどちらにせよ意味がないだろうが）

『──まぁ、技だけ互ご角かくであとは全部負けてたらそりゃ勝てないわな』

　バロールはまた大爆笑する。

　一瞬期待しかけたが、やはりあの莫迦女め神がみは期待はずれだ。

「今の戦いを見ていただろう！　私を信じろ！」

「……もういい。ブリュンヒルデ、戻もどってこい」

「おい！」

　嫌いやがるブリュンヒルデを魔ま眼がんの命令で無理やり戻す。

　スサノオも特に邪魔をせず、俺たちが仕切り直すのを黙だまって眺ながめていた。

「いやしかし、なかなかおもしろいなお前たち。特にそっちの……ブリュンヒルデだったか。まっすぐな剣けん筋すじには惚ほれ惚ぼれするぞ」

「貴き殿でんのような剣けん士しに認められたとあれば、我が剣にとっても誉ほまれだ」

「呵か々かッ！　まぁ己オレは純じゆん粋すいな剣士というわけでもないがな」

　二柱ふたりの神は互たがいに賛辞を贈おくる。

　俺にはまったく理解し難がたいやり取りだ。

　スサノオは次にこちらを見て。

「雷火の方もちと熱が足りぬが、なかなかよき戦士だ」

「……そうか」

　何の感情も湧わかず、俺は生返事する。

　俺の態度にも、スサノオは特に気にした様子もない。

「しかし……せっかくの二対一だというのに、お前ら数の利を活いかせてないなぁ」

「……」

「ん？　二対一……？」

　ふとスサノオは怪け訝げんな顔をして。

「そういえばお前ら、何でふたり組なんだ？　これはバトルロワイヤルだろう？」

「今いま更さらそこを疑問に思うのか……」

　調子の狂くるう相手だ。

「私は一対一で構わないと言っている！」

「黙ってろ莫ば迦か女神」

「……っ」

　ブリュンヒルデはキッと俺のことを睨にらんでくる。

　クソッ、言うことを聞かない味方ほどやりづらいものはない。

『──本当にバラッバラだなお前らは！』

（うるさいぞバロール。俺だってイラ立ってるんだ）

『──フレイヤ戦ではそれなりに従順だったのになぁ。何か怒おこらせるようなことでもしたのか？』

（……身に覚えがありすぎる）

『──まぁ何回も裸はだかにひん剝むいたしな！』

（それは主にキサマの仕し業わざだろうが）

『──ウヒヒヒ！』

　バロールは哄こう笑しようする。

『──で、どーすんだライカ？　予定通りそろそろ撤退するか？』

　バロールが訊きいてくる。

　確かに敵の神名も分かったし、最低限の目的は果たした。

　だが、相手は極きわめて好戦的だ。

　今は単に乱れた闘とう争そうの空気が整うのを待っているだけ。

　こちらが逃にげようとすれば、当然その背を斬りにくるはず。

　撤退戦もまた戦いだ。

　奴やつは嬉き々きとして追ってくるに違ちがいない。

（最終的に撤退するにしろ、無防備に背を晒さらすわけにはいかない）

『──だからどーすんだよ？　ロクに連れん携けいも取れない状態で』

（それだがな……もういい）

『──あン？』

　俺は返事をせず、ただスサノオを見み据すえ、銃じゆうを構えた。




「もういい。好きにしろ」

　俺はブリュンヒルデの顔も見ずに言い放つ。

「何だと？」

「神キサマにチームワークを求めたのがそもそもの間ま違ちがいだった」

　俺は頭を切り換かえる。

「俺は俺で、キサマはキサマで、各おの々おのが独りでスサノオを斃すつもりで戦やるぞ」

「……フンッ、せいぜい邪魔はするな」

「こちらのセリフだ。それと、万が一にも先せん輩ぱいの体を傷つけるなよ」

　二対一ではなく一対一がふたつできることになるが、もうそれでいい。

　むしろこっちの方が俺たちらしいのだろう。

　人間と神の共きよう闘とうなど、改めて考えると吐はき気けがする。

「方針は決まったか？」

　スサノオがのんびりと訊いてくる。

　律りち儀ぎな奴だ。

　だが斃す。

「櫛鉈姫子を返してもらう」

「応。かかってこい」

「行くぞ！」

　ブリュンヒルデが吼ほえて前へ飛び出す。

　俺も無言でそのあとを追う。

　リミッターをもう一度はずす。

　自分のスピードが増し、世界の速度が減ずる。

　スローモーションの世界で、ブリュンヒルデとスサノオが激げき突とつした。

　音すらも間延びして聞こえ、力負けした女騎き士しが体ごと剣をはじかれる。

　その隙すき間まに銃弾を叩き込む。

　スサノオはニッと笑って、銃弾を剣の一いつ閃せんで全すべて叩き落とした。

　彼女の歓かん喜きに満ちた目が俺を見る。

　ギュンッ、とスローモーションの世界においても彼女の体は加速する。

　人体の限界を超こえてようやく捉えられる速度。

　俺は腕うでや脚あしに狙いを散らして銃撃するが、それも全て躱かわされるかはじかれた。

　スサノオの剣が届く間合いに入られる。

「シィ！」

「ッ！」

　まっすぐ振ふり下ろされた剣の腹を、俺は銃を握にぎったまま掌しよう底ていで叩く。

　その反動で体をひねり、死の一いち撃げきを躱した。

　剣が俺の代わりに大地を両断する。

　その衝しよう撃げきでコンクリートに蜘く蛛もの巣す状のヒビ割れが生じた。

　さらに剣の動きが起こした烈れつ風ぷうが俺を叩く。

　ダメージはない。

　だがやはりこの剣は躱す以外にない。

　先さき程ほどの掌底も、本当は剣の軌き道どうをズラして避さけやすくするつもりだったのだが、一ミリたりとも動かせなかった。

　どんな膂りよ力りよくをしてやがる……。

　いや、身体能力は器うつわの肉体に依い存ぞんするはず。

　ならブリュンヒルデのように魔ま力りよくでブーストしているのか。

　あるいはスサノオ自身のスキルか。

「───」

　スサノオの目が、俺を捉とらえる。

　その目と、手と、体勢と、剣の位置から、次の一撃は薙なぎ払はらいと予想。

「チッ！」

　俺はスサノオの手足を狙ねらい、近きん距きよ離りから銃じゆう撃げき。

　彼女はそれを後方へ跳とんで躱す。

　また剣で打ち落とそうとしたら最低一発は間に合わない計算だったが、さすがにそこの判断は冷静だ。

　俺は空になったマガジンを捨てる。

　マガジンチェンジャーで即そく座ざに新しい弾だん倉そうをセット。

　その間に、先程スサノオに置き去りにされたブリュンヒルデが追いついてくる。

　図はからずとも挟はさみ撃うちの格好となった。

　とはいっても、どうせブリュンヒルデは俺に合わせないだろう。

　さてここからどうするか……。

　と。

「ん？」

　不意に、スサノオが怪訝な顔をする。

「？」

　特に俺たちは何もおかしなことはしていない。

　なのに、スサノオは左右に視線を巡めぐらせて。

「噴ふんッ」

　手にした剣で何もない空間を斬きった。

　瞬しゆん間かん。




　偽いつわりの世界がヒビ割れ、砕くだける。




「なっ!?」

「何だ、幻げん覚かくだったのか」

　スサノオはこともなげに呟つぶやく。

　その目は、幻まぼろしに乗じて撤てつ退たいしようとしていた俺たちの姿をしかと捉えていた。

（なぜ『幻象』の魔眼が見破られた？）

『幻象』の魔眼は一時的に世界そのものを騙だます能力。

　この幻に囚とらわれた者は囚われたことにすら気づけないはず……。

『──ふーん、これまた厄やつ介かいな〝剣つるぎ〟だな』

（剣？）

『──ああ。おそらくだが、幻がバレたのはあの剣が奴に教えたせいだ』

　バロールがそう言い、俺はスサノオの持つ先せん端たんの欠けた剣を睨む。

（……そうか。そういうことか）

『──あの剣が何なのか分かったのか？』

（ああ、あれは日本神話最古の火ひ伏ぶせの剣。スサノオの愛剣・天あめの羽は々ば斬きりだ）

　──天あめの羽は々ば斬きり。

　神代三剣の一ひと振ふりであり、「天あめの十とつ握かの剣つるぎ」「蛇之おろちの麁あら正まさ」とも呼ばれる。

　スサノオが為なした偉い業ぎようのひとつ八や岐またの大蛇おろち退治に使用された剣だ。

　その先せん端たんは八岐大蛇の尾おを斬った時に欠けたと云いわれる。

　そして火伏せとは文字通り火災を防ぐという意味だが、転じて災さい厄やくを防ぐという意味もある。

　日本神話最大の怪かい物ぶつ八岐大蛇を斬った天あめの羽は々ば斬きりには、おそらく極めて強力な「魔を払う」効果があるに違いない。

　魔眼もその名の通り「魔」に属する力。

　魔によって生み出された幻に天あめの羽は々ば斬きりが反応し、スサノオがそれを斬り払ったのだろう。

『──チッ、相あい性しようの悪い相手だな』

　悔くやしいがバロールに同感だ。

　あるいは『死絶』の魔眼であれば斬り払われる前に殺せるかもしれないが、それでは櫛鉈姫子まで殺してしまう。

「こうなったらやはり戦うしかない」

　ブリュンヒルデが逆に覚かく悟ごを決めた声こわ音ねで俺に言う。

「ダメだ。この場は退ひく」

「神仙雷火！　私なら戦える！　信じろ！」

　ブリュンヒルデが焦じれるように叫さけぶ。

「逃げる気か？　逃がさんぞ」

　スサノオがこちらへ歩を進める。

「もっと己オレを愉たのしませろ」

　彼女は自分勝手な要求を俺たちに突つきつけ──

「ええ、いいわよ」

　──空から現れた涙々がそれに応こたえた。

「!?」

「黄金グルヴエイグ魔術テイアーズ」

　上空を振り仰あおぐスサノオめがけて黄金剣の雨が降り注ぐ。

「ウオオオオ！」

　スサノオは天あめの羽は々ば斬きりを振るい、黄金剣を次々と打ち砕く。

　幾いく本かの刃やいばが彼女の体を掠かすめて新たな切り傷を作ったが、致ち命めい傷しようにはならなかった。

「……ちぇっ。殺すなって命令がなかったら、今ので仕留められたんだけどなー」

　鷹たかの羽は衣ごろもを纏まとった涙々は軽く舌打ちする。

「おい、赤あか髪がみはどうした？」

「あの子なら少し戦ったら逃にげちゃったわよ」

　俺の質問に涙々は答える。

「逃げた……？」

「そ。だからこっちの加勢に来たのよ」

　涙々は微笑ほほえむ。

　赤髪の少年が逃げたという報告は気になるが。

　詳くわしい話はあとだ。

「今度は西洋の妖よう術じゆつ使いか」

　スサノオは頰ほおの傷から流れた血を指で拭ぬぐう。

「ふふっ、さすがに三対一だと腰こしが引けちゃう？」

「まさか」

　挑ちよう発はつする涙々に対して不敵な笑みを浮うかべるスサノオ。

　傷だらけだが、その闘とう志しは尽つきることがないようだ。

「そう？　でも──」

　涙々はまたニヤリと笑って。

「──これを見てもまだそんな強がりが言えるかしら？」

　彼女の声が、世界を塗ぬり替かえる。

　変へん貌ぼうする空気の質。

　砕かれ穴だらけになっていたコンクリートの地面が、黄金の石いし畳だたみへと変わっていく。

　そして港の倉庫が、黄金の宮きゆう殿でんに。

「フォールクヴァングの英霊宮殿」

　涙々フレイヤの『レガリア』により、神界より地上に英えい霊れいを住まわす神の宮殿が召しよう喚かんされる。

「おお？　何だ何だ？」

　スサノオは天あめの羽は々ば斬きりを構え直す。

　宮殿の扉とびらが開き、彼女の眼前に英霊たちが続々と現れた。

「涙々ッ……チッ！　勝手な真ま似ねを！　誰だれかに見られたら……」

『──そこは大だい丈じよう夫ぶみたいだぜ。ちゃんと抜ぬけ目なく外から見えないように結界を張ってる』

　俺の舌打ちにバロールが答える。

『──それにこれで戦うにしろ退くにしろ選せん択たく肢しは増えただろ？』

（そうかもしれないが、撤退だけならフレイヤの加勢で充じゆう分ぶんこと足りた。何も『レガリア』をひけらかす必要は……）

『──ライカは慎しん重ちようすぎるな』

（お前らが大おお雑ざつ把ぱすぎるだけだ）

『──ウヒヒヒ、否定はしないがな。上う手まくいけば、アレで見られるかもしれないぞ？』

（アレ？）

『──スサノオの『レガリア』だよ』

（……確かに、な）

『レガリア』を打ち破れるのは『レガリア』だけだ。

　天あめの羽は々ば斬きりは俺の魔眼の天敵だが、それは偶ぐう然ぜんだろう。

　魔を払う剣ごときがスサノオの『レガリア』とは思えない。

　ただでさえスサノオは厄介な敵だ。

　ならばこの場で『レガリア奥の手』まで把は握あくしておくのは戦略上悪くない。

　涙々には「櫛鉈姫子を殺すな」と命令してある。

　つまり万が一もない。

　また必ずしもスサノオの『レガリア』が、涙々のフォールクヴァングの英霊宮殿を打ち破れるとは限らない

　場合によってはスサノオをこの場で行動不能にもできるだろう。

　そうなったら天あめの羽は々ば斬きりを取り上げ、『石化』なり何なりすればいい。

　無論、それはだいぶ甘い見積もりだが……。

「……っ」

　俺はフレイヤの暴走を傍ぼう観かんすることにした。

　もちろん、いつでも状じよう況きようの変化に対応できるように準備しながら。

　そして、肝かん心じんのスサノオは。

「ほう！　これはまた勇ゆう壮そうな軍勢よな！」

　英霊の軍勢を見ても、彼女はあくまで歓かん喜きを露あらわにしている。

　その口角は裂さけそうなほど吊つり上がり、特大の哄こう笑しようが港に響ひびく。

　これほどの威い容ようを前に狂きよう喜きする姿は、もはや剣けん士しでも戦士でもなく。

　荒あらぶる神。

　暴ぼう威いの化け身しん。

　まさにそう呼ぶに相応ふさわしい。

　その、戦いに狂くるった荒あら神がみは英霊軍を前に。

　いきなりその場を飛び退ずさり、後退した。

「!?」

　意外な行動に、俺たちは虚きよを突かれる。

　だが。

「これには己オレも本気で応えねばなるまい！」

　スサノオの言葉で、彼女の真意を知る。

　あれは後退ではない。

　ただこれからする「何か」のために、必要な間合いを作ったのだ。

「涙々！」

　俺は怒ど鳴なり、涙々の警けい戒かいを促うながす。

「行きなさい！」

　涙々は英霊たちを突とつ撃げきさせた。

　その前に、スサノオは行動を起こす。

　彼女は天あめの羽は々ば斬きりで頭上の空間を斬きった。

『幻げん象しよう』の魔眼を斬ったのと動きが似ているようだが──違ちがう。

　奴やつの剣は文字通り天を切り裂き、此方こなたと彼方かなたの空間的距きよ離り概がい念ねんをゼロにした。

　魔術的に言えば物質の空間転移のためのゲートを開いてみせた。

　理論だけは存在しても、実際にそれを成功させた魔ま術じゆつ師しは歴史上でも片手で数えられるほどの大魔術。

　それを剣の一いち斬ざんで成し遂とげ、スサノオは。

「我が神武の証あかしを天に奉たてまつる！」

　その叫びに呼応し、天の裂け目から霆いかずちが落ちる。

「くっ！」

「キャア！」

　凄すさまじい衝しよう撃げき波はが発生し、俺たちは顔を腕うでで覆おおう。

　スサノオに襲おそいかかろうとしていた英霊たちは至し近きん距きよ離りで衝撃波を浴び、多くが吹ふき飛ばされた。

　だがそれは前置きに過ぎない。

　スサノオはただそれを喚よんだだけ。

　稲いな妻ずまと見み紛まがうほどの光と衝撃を伴ともない、天から降ってきたそれは──




　──眩まばゆいばかりの光を放つ白き剣つるぎだった。




　また剣。

　剣を使って剣を喚ぶという行こう為いに、何も知らない涙々とブリュンヒルデは一いつ瞬しゆん訝いぶかしげな表情を浮かべる。

　だが、俺は。

「ッッッ!!」

　全身の産うぶ毛げが総毛立ち、一瞬で冷ひや汗あせが体の熱を全すべて奪うばった。

　──スサノオに関わりある剣は、天あめの羽は々ば斬きりのほかにもう一振ふりある。

「逃げろ！」

　俺は瞬しゆん時じに判断をくだす。

「!?」

「!?」

　まだ状況を把握できていないふたりを、俺は命令で強制的に退たい避ひさせる。

「涙々。英霊で時間を稼かせげ！」

「何なの!?」

　文句は聞こえるが、涙々は俺に従って英霊たちを再び突撃させる。

『──おいおい、まだ奴の『レガリア』の能力を見てないだろ。逃げるのは』

（そんな余よ裕ゆうはない！）

　あの剣がスサノオの『レガリア』であることは間ま違ちがいない。

　だが、その能力の詳しよう細さいまでは確かめている余裕はない。

　素す肌はだで感じた神しん威いの圧。

　あんな剣のあんな近くにいてはいけない。
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　生命としての本能がそう直感している。

「っ！」

　俺は逃にげながら、後方を確かく認にんした。

　スサノオは英霊たちに囲まれながら、まるで臆おくした風もなく。

　ただ真っ直すぐ俺たちを射程に捉とらえていた。

「───！」

　俺は咄とつ嗟さに、隣となりを走るブリュンヒルデの体を抱だく。

「なっ!?　しん──」

　ブリュンヒルデの文句を聞く前に、俺は彼女を抱かかえたまま跳ちよう躍やくする。

　その直後。




「天地をアメノ覇するムラ神皇剣クモ!!」




　放たれた極大の白い光が、英霊も、宮殿も、目に映る全てを吞のみ込んだ。
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「……フッ、逃げおおせたか」

　己オレ──スサノオは、雷火たちの気配が完全に消えたことを確かめ、肩かたの力を抜いた。

「それとも死んでしまったかな？」

　己オレは自分が作り上げた目の前の光景を見やる。

　何もない。

　天地をアメノ覇するムラ神皇剣クモが放たれた先には、抉えぐられた大地以外に何もなかった。

　空から見れば、島の西から東へ一直線に線が引かれたように見えるだろう。

　神じん造ぞうの島であるとか関係なしに、全ては光に吞まれて消えてなくなった。

　もし雷火たちがこれに吞まれていたなら、文字通り跡あと形かたもなくなっているだろう。

「できれば生きていて欲しいものだがな」

　己オレは雷火の顔を思い出す。

　血を滾たぎらせるような熱は感じなかったが、その瞳ひとみの奥に宿る純度の高い殺意を感じた。

　聞けば、奴はその身を神に乗っ取られることもなく、自らの、人の意志によって己オレに戦いを挑いどんできたようだ。

　素晴らしい。

　あの赤あか髪がみの神格適合者も好敵手となり得うるだろう。

　だが、期待してしまうという意味では、むしろ雷火の方が己オレの中で上につけていた。

　これが戦いくさである以上、雷火が徒党を組むことを咎とがめるつもりはないが、できれば一対一でも戦ってみたいものだ。

　一対一といえば、あの銀ぎん髪ぱつの西洋剣士。

　ブリュンヒルデだったか。

　あいつも悪くない。

　最後に現れた妖よう術じゆつ使いもおもしろかった。

　何にせよ、まだまだ喰くい足りない。

　もっと極限まで互たがいの身を削けずり合うような戦いをしたい。

「さて、そろそろ神こ皇い剣つは還かえしておくか」

　己オレは神皇剣の柄つかを手て離ばなす。

　すると白き剣は細かい光となり、天あめの羽は々ば斬きりでつけた天の裂け目へと還っていった。

「……」

　ふと己の手を見てみると、指先が細かく震ふるえていた。

　天地をアメノ覇するムラ神皇剣クモを使った反動だ。

（やはりこいつは我が身に馴な染じまないか。一日一発が限度だな）

　気力と体力の消しよう耗もうが激しい。

　それに腹が減った。

「今夜はここまでにしておくか」

　何か食べ物でも探してこよう。

　己オレはまだ無事な倉庫を探しに向かおうとした。

　が。

「……ん？」

　その時ふと、妙みような気配を感じた。

　いや、何かの気配というよりも……この島全体を包む空気そのものが、妙に。

「どうにも嗅ぎ慣れた臭いがするな」

　己オレはしばらく立ち止まって、その気配について考えを巡めぐらせていたが。

　ぐぅぅ～。

　空腹を訴うつたえる腹の虫に急せかされ、考えるのをやめた。

「まぁいい。敵ならば戦うだけだ」

　己オレは結論を放ほうり投げ、まずはこの空腹を何とかするために再び歩き出した。








第四章　レオン・ブレイドブライトと殺さつ人じん鬼き
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　倉庫街での戦せん闘とうから二日が経たった。




　スサノオが最後に放った天地をアメノ覇するムラ神皇剣クモ。

　直ちよく撃げきこそ避さけたものの、神じん工こう島とうの地表すら抉り取る光撃の余波は凄まじく、俺たち三人はボロボロになって南寮りようへと帰き還かんした。

　寮で帰りを待っていたマリアは、俺たちの負傷を見て卒そつ倒とうせんばかりに驚おどろき、何時間もその治ち療りようにつき合ってくれた。

　俺たちの中で、特に大きなダメージを負ったのは涙るい々るいだった。

　彼女も直撃は避けたが、天地をアメノ覇するムラ神皇剣クモによってフォールクヴァングの英えい霊れい宮きゆう殿でんを破は壊かいされたのがマズかった。

『レガリア』は神の神格そのもの。

『支配』の条件にもなっているように、『レガリア』は神自身と深くつながっている。

　それを物理的に破壊されたフィードバックによって、涙々は目に見えない部分に多大なる負荷がかかり、昨日までベッドから起き上がることもできなかった。

　今日になってようやく体を起こせる程度に快復したが、彼女曰いわく、

「……ダメね。『レガリア』を破壊されて一時的に神格が傷ついてる。修復にはもう数日必要だわ」

　とのことだった。

　肉体的損傷は軽けい微びらしいが、しばらくは『レガリア』はもちろん、黄金グルヴエイグ魔術テイアーズも使用不能になるらしい。

　使えるのはランクＢ～Ｃ相当の弱い魔術だけ。

　敵が人間の魔術師ならばそれで充じゆう分ぶんだが、生憎あいにくと神々の戦いにおいては案か山か子し同然だ。

　今の彼女は限りなく戦闘力がゼロに近い。

　そのため俺は彼女を自分の部屋に匿かくまい、一いつ緒しよに授業を休んで看病と護衛をしていた。

「……雷らい火か？」

「ん？　起きたか」

　机で銃じゆう器きの手入れをしていた俺は、涙々の声に振ふり返る。

　彼女は眠ねむたげな目をしながら体を起こした。

「今何時？」

「午後一時だ。体はどうだ？」

「んー……まぁ、明日あしたには教室に行けそう」

「そうか」

　俺は頷うなずく。

「何か飲むか？」

「……クスッ」

　俺が尋たずねると、涙々はなぜかクスクスと笑った。

「この前はすぐ追い出そうとしたクセに、今日は何も言わなくても飲み物を出してくれるのね」

「……いらないならそれで構わないが」

「ミルクティー頂ちよう戴だい」

「了りよう解かいした」

　無意味な茶々を入れられ気が削そがれたが、相手は病人みたいなものなので要望通りミルクティーを淹いれてやる。

　彼女はこの前と同じベッドの上でカップに口をつけ。

「ん。美お味いし」

　涙々は微笑ほほえむ。

「雷火がいつか私の物になったら、お茶淹れ係にしてあげる」

「願い下げだ」

「えー、女め神がみ様のお願いよー？」

「余計にお断りだ」

　俺が顰しかめ面つらを作ると、涙々は不満げに唇くちびるを尖とがらせる。

「私のお願いをこんなに無下にした男は雷火がはじめてよ」

「そうか」

　微み塵じんも心が痛まない。

「それでもこうして看病してくれるんだから、雷火ってばつくづくフェミニストよね」

「……俺が護まもってるのは、あくまで鹿しし金がね涙々だ。フレイヤじゃない」

「そうなの？」

「そうだ」

　俺はキッパリと頷くが。

「そうかしら？」

　涙々は小首を傾かしげる。

　彼女はミルクティーに口をつける。

　このままでは水みず掛かけ論ろんになりそうだったので、俺もそこで口を噤つぐんで話を打ち切った。

　しばらく沈ちん黙もくが続く。

『──なーなー、せっかく授業サボってふたりきりなんだ。雌め狐ぎつねも弱ってることだし、ここは一発襲おそっちまおうぜ』

（お前も飽あきないな）

　バロールのいつもの戯たわ言ごとも、そろそろ食イタ気味になってきた。

　だが俺の中の魔ま神じんは相変わらず諦あきらめることを知らずに。

『──雷火は本当につまらん。その雌狐もそうだが、あの女騎き士しも魔ま眼がんで支配しておきながら、一向に手を出さないしな』

（……ブリュンヒルデか）

　話題に出たことで、俺はふと昨夜のことを思い出す。

　昨日の夜時間は外に出ず、四人で俺の部屋に集まって籠ろう城じようしていた。

　その時、俺は咎めるつもりで、一昨日おとといのことをブリュンヒルデに詰きつ問もんした。

　なぜ俺と連れん携けいを取ろうとしなかったのか？

　騎き士し道どう精神のつもりか？

　と。

　俺は正直、ブリュンヒルデがくだらない矜きよう恃じを掲かかげて、それこそ水掛け論になるだろうと思っていた。

　だが……。

「騎士道に反するのも嫌いやだが……私は、私だってお前の……」

　と、昨夜のブリュンヒルデは妙に口ごもるばかりで要領を得なかった。

　いつもの俺に対する反発心が感じられず、態度もやけにしおらしかった。

　騎士道に反するのも嫌「だが」？

「私はお前の」……何だったんだ？

　やたらと弱々しい声こわ音ねにこちらも毒気を抜ぬかれ、深く追つい及きゆうするのをやめてしまったが。

「そういえば、櫛くし鉈なだ姫ひめ子このことはあの先せん輩ぱいにどう説明するの？」

　ふと思い出したように涙々が口を開く。

　俺は回想をやめ、意識を目の前に戻もどした。

「櫛鉈先輩にはマリアの方から断りを入れてもらっている。俺とお前の体調が思わしくないのでしばらく妹さんの捜そう索さくを手伝えません、とな」

「ふーん。ま、今この体であちこち歩き回るのはしんどいけど」

　涙々は言う。

「問題は、そこじゃないでしょ？」

「……スサノオか」

　櫛鉈姫子の体に巣す喰くうスサノオの件については、正直まだ解決策が見み出いだせていない。

『──ああ、ありゃひねりがない分、シンプルに強い。攻こう略りやくには骨が折れそうだな』

　そこでバロールも話に加わる。

　もっともこいつの声は俺にしか聞こえないが。

『──上に建っている建物はともかく、まさか神じん工こう島とうの大地まで抉えぐれるとはな。単純な威い力りよくだけなら、全『レガリア』の中でも破格の部類だ』

（……）

『──確か、アメノムラクモとかいったか？　ライカはもちろん、あれがどんな剣か知ってるんだろうな？　奴やつとは同郷のようだし』

（その言い方はやめろ）

　日本神話の神という意味では、確かに故郷の神ということになるが、神クズと同郷扱あつかいされるのは吐はき気けがする。

　それはともかく。

「涙々にも話しておこう。俺の知る限りのスサノオと、奴の天叢雲剣アメノムラクモについて」

　──天叢雲剣アメノムラクモ。またの名を草くさ薙なぎの剣つるぎ。

　八や尺さか瓊勾玉にのまがたま・八や咫たの鏡かがみに並ぶ日本神話の三種の神器のひとつ。

　ギリシャ神話のゼウスの『雷霆ケラウノス』。

　ケルト神話のルーの『神槍ブリユーナク』。

　北ほく欧おう神話のトールの『殲槌ミヨルニル』。

　神話の世界には最強を冠かんする装神具アーテイフアクトが存在する。

「天叢雲剣アメノムラクモは日本神話における『武』の象しよう徴ちよう。その威力は知っての通りだ」

「うわあ……何か弱点とかないの？」

　涙々は辟へき易えきした表情で訊きいてくる。

「ないわけじゃない」

「へぇ？」

「神話の中で、天叢雲剣アメノムラクモを発見したスサノオは、この不思議な剣は自分の物にできないと言っている。その言葉通り、天叢雲剣アメノムラクモはのちに高たか天まが原はらの天あま照てらす大神おおみかみに献けん上じようされた」

「つまり、天叢雲剣アメノムラクモは完全な意味でスサノオの所有物じゃない？」

「おそらく。何かしらの使用制限があると見ていいだろう」

　一番あり得るのは回数制限だろうか。

　あの夜、俺たちが逃にげた方角に向かって天地をアメノ覇するムラ神皇剣クモを連発されていたら、生き残るのはほぼ不可能に近かった。

　逆に言えば、それをしなかったのは、できなかったからと考えられる。

　まぁ、スサノオの性格的に、本当はできたが「つまらない」からやらなかったという可能性もあるが……。

『──で？　結局、奴を斃たおせるのか？』

　バロールが尋ねてくる。

（斃すだけなら簡単だ）

　俺は答える。

『──ほう？』

（なにも莫ば迦か正直に真正面から戦う必要はない。魔眼の真価は、その多た彩さいな能力にある。それらを駆く使しすれば、スサノオを打だ倒とうすること自体は可能だ）

『──さすがは俺サマの『レガリア』だな』

　バロールは誇ほこらしげに笑う。

『だが、だったら何をそんなに悩なやんでるんだぁ？』

（『支配』には敵の『レガリア』の攻略が必要だ。そうなると、少し話は変わってくる）

　櫛鉈先輩のためにも、櫛鉈姫子は無事に連れ帰らなければならない。

　そのためにはスサノオの『支配』は必ひつ須す条件。

　奴を『支配』するには、奴の『レガリア』を攻略し、こちらの神格が上であると認めさせなければならない。

　仮に天地をアメノ覇するムラ神皇剣クモに使用回数制限があったとしても、一いち撃げきの威力は絶大。

　あれを攻略──つまり打ち負かすとなると、ゼウスの『雷霆ケラウノス』レベルの『レガリア』が必要だ。

　バロールの魔眼は能力は多彩でも、単純な破は壊かい力はない。

　……世界各地の魔眼伝承の中には、それこそ「目からビーム」を放つ物もあるが、さすがに天地をアメノ覇するムラ神皇剣クモを超こえる威力を期待するのは酷こくだろう。

　そもそもアレを正面から打ち負かすというのが現実的とは言い難がたい。

　となると現実的な代案が必要になってくるが……。

「あれの『レガリア』を打倒して『支配』するなら、天地をアメノ覇するムラ神皇剣クモそのものの破壊を考える方が現実的……いや、これも非現実的か」

「でしょうねー」

『──あのクラスの神剣となると破壊自体が困難だろうからな』

　涙々とバロールも俺と同意見のようだ。

「天地をアメノ覇するムラ神皇剣クモを攻略する術すべは、今の俺たちにはない」

「えぇー、じゃあどうするの？」

「問題ない。少なくとも、昨日の時点での目的は果たした」

　多少の犠ぎ牲せいは払はらったものの、当初の目的通りスサノオの戦力と『レガリア』に関する情報はかなり引き出せた。

「敵を知り、己を知れば、百戦危あやうからず、という奴だ」

「何それ？」

「人類史に名を刻む偉い大だいな軍師が言った言葉だ」

　敵と戦わざるを得ない時、最も必要なのは情報だ。

　行き当たりばったりに戦って負けるのと、あらかじめ勝てないと知っているのは違ちがう。

　今のままでは勝てないと知っているなら、勝てる術を模も索さくできる。

　切り札がなければ補ほ充じゆうすればいい。

　不足分はイカサマを使ってでも埋うめればいい。

　勝つためにあらゆる手を尽つくす。

　それが人間の戦い方だ。

「スサノオの性格と戦力は大体見えた。あとは奴を打倒するのに必要な駒を見つける」

「あっ、そっか」

　そこで涙々は得心がいったように頷うなずく。

「要するに、スサノオの『レガリア』を攻略できる神を探して、雷火がそれを『支配』して味方に引き込むってことね？」

「そうだ」

　神話代理戦争に参加しているのは七大神話の名だたる神々。

　彼らの持つ『レガリア』もまた当然破格の能力を有するはずだ。

　その中には、天地をアメノ覇するムラ神皇剣クモと相あい性しようのよい、あるいはスサノオ自身を拘こう束そくする手段を持つ者がいる可能性は充じゆう分ぶんある。

「それにしても、やっぱり『支配』が前提なのね」

「？　当然だろう」

　突とつ然ぜん、当たり前のことを言い出す涙々を訝いぶかしむ。

　だが彼女は少し莫迦にするようにこちらを見て。

「でもそれって雷火の妹を奪とり返すためでも、ましてや神話代理戦争に勝つためでもなくて、あの櫛鉈先輩のためでしょう？」

「───」

　俺は少し目を細める。

「……お前に妹のことは言ってなかったと思うが？」

「そんなのブリュンヒルデから聞いたわよ。昔消えた妹を捜さがすためにこの島に来たんでしょう？」

　涙々は笑う。

「妹を捜すのに、スサノオが本当に必要？　戦力を増やすのはいいかもしれないけど、リスクが大きすぎるわ。『支配』することに拘こだわらなければ、もっとほかに手段はあるわよね？」

「……」

　俺は押し黙だまる。

　涙々は、やはり笑って。

「本当にフェミニストよね、雷火は。そういうところもかわいいけど」

　彼女はベッドの上から俺の耳元に口を近づけ、

「甘いところばかり見せてると、女に寝ね首くびを搔かかれるわよ？」

　と、囁ささやいてきた。

　むしろ、自分が寝首を搔くとでも言いたげに。

　俺は無言のまま、ポケットに手を突つっ込んで、

「俺の寝首を搔くというのは、こういう物を使ってか？」

　と、小さな赤色の宝石を取り出し、涙々に突きつけた。

「あら……」

「一見、ただの宝石の欠片かけらだが、魔ま術じゆつ的な処理が施ほどこされてる。平たい言い方をすれば、魔術による盗とう聴ちよう器きだな」

　正確にはもっと高性能で、俺の体調や室内での行動もある程度盗ぬすみ見ることができる。

「これを仕し掛かけたのはキサマだろう」

「あらら、バレてたのね」

「この前『遊びに来た』と称しようして俺の部屋に来た時だ……あんな言葉を俺が真まに受けるとでも思ったのか？」

「うーん、服を脱ぬいで気を逸そらしたつもりなんだけどねぇ……」

　涙々は残念そうに呟つぶやく。

　彼女は俺から顔を離はなして、不ふ貞て寝ねするように頭を枕まくらに沈しずめた。

「せっかく雷火の赤せき裸ら々ら日常生活を覗のぞき見しようと思ってたのになー」

「莫迦か」

「特に雷火が私たちの中の『誰だれ』で自分を慰なぐさめてるのか知りたかったわ」

「……死ね」

「あっ、それとも私の最近のお気に入りの『おかず』とか知りたい？」

「もう黙れ」

　俺は立ち上がり、ベッドから離れる。

　看病中なのだから仕方ないが、涙々フレイヤとふたりきりでいるのはどうにも苦手だ。

　読みかけだった読書に戻もどりながら、俺は早く授業が終わってマリアとシャロ先せん輩ぱいが帰ってこないかと思った。




　　　　２




　倉庫街の戦せん闘とうから三日目の朝。

　一年生の教室。

「おはよーるいるい」

「やっほー天てん華か。おはよ」

「もー、雷火くんもだけど、るいるいが二日も休むから、あたしもテンション上がらなかったよー」

　登校してきたマリアを見て、天華は大おお袈げ裟さに肩かたを落として見せた。

「天華ってば私たちのこと好きすぎでしょ」

　涙々は笑って受け答えする。

　まだ戦闘は無理だが、何とか彼女も授業に出られるくらいには快復していた。

「俺も涙々ちゃんの顔が見れなくて寂さびしかった～」

　國くに崎さきも涙々の傍そばに行って会話に加わる。

「えー、國崎が寂しかったのは私の胸が見れなかったからじゃないの？」

「そんなー！」

「あははっ冗じよう談だんよ」

　久しぶりに登校してきた涙々を囲んで、三人は和わ気き藹あい々あいと談だん笑しようしている。

　俺がそれを横目に眺ながめていると、隣となりのマリアが話しかけてきた。

「雷火さん。今日は体力測定の日ですけど、覚えてますか？」

「ああ、そういえばそうだったな」

　入学から大体二週間で体力測定。

　その辺の行事は普ふ通つうの高校のようだ。

　そんな話をしていると、やがて匣はこノの木ぎ先生が教室にやってきた。

「おはよ～、席に着いて～……」

　匣ノ木先生はいつものやる気のない声で出欠を取り始める。

　櫛鉈姫子は今日も欠席だ。

「あー……昨夜ゆうべもまた行方ゆくえ不明者が出ました。何度も言うように夜間の外出は……」

　出欠を取り終えた匣ノ木先生は、もはや定型文と化した注意を始める。

「……」

　俺が休んでいた二日間も授業に出ていたマリアに聞いて知っていたが、例の生徒連続失しつ踪そう事件はまだ続いていた。

　櫛鉈姫子についてはその被ひ害がい者しやでも──あるいは加害者でも──なかったわけだが。

　彼女スサノオと戦う直前に発見した少女の死体。

　改めて失踪者リストを見て確かく認にんしたが、やはりあれは行方不明の生徒だった。

　もし、この連続失踪事件が全て同一犯によるものなら、おそらく他の生徒も……。

　ギリッ、と奥歯を嚙かむ。

　例の少女の死体はスサノオ戦の翌日にはなくなっていた。

　聖餐管理機構エウカリステイアが処理したのか、あるいは犯人がさらに何かに使ったのか。

　どちらにせよ、それ以上の手がかりを得ることはできなかった。

　フレイヤの推測が正しければ、行方不明者たちは何らかの大規模術式の贄にえに使われている。

　マリアが感じた島全体に漂ただよう違い和わ感かん。

　それがその大規模術式の影えい響きようならば、その効果範はん囲い・対象もまた島全域に及およぶ可能性が非常に高い。

　まだ事件の全体像が霧きりの中ではあるが。

　あるいはスサノオよりも先に対処すべきは、こちらの事件なのかもしれない。

「それじゃ、連れん絡らくは以上だから」

　俺が考え事をしている間にＨホームＲルームは終わっていた。

　思考に没ぼつ頭とうしていたらノドが渇かわいたな。

　俺は席から立ち上がる。

「どこ行くんだ？」

　と、國崎。

「飲み物買ってくる」

「もうすぐ授業だぜ？」

「さっと行って、さっと飲んでくるよ」

　俺はそう言って、教室をあとにした。







　飲み物の自じ販はん機きは校舎の二階、購こう買ばいの前にある。

　俺は手早く缶かんコーヒーでも買って、一気に飲み干してしまおうと思っていた。

　だが、間の悪いことに先客がいた。

　それも好きな銘めい柄がらの缶コーヒーの入っている自販機の前に。

「……」

　少々運がないが、まぁ授業が始まるまで多少の時間はある。

　どうせ飲み物を買うのなんてそう時間はかからない。

　俺は気を取り直して自販機の前に向かう。

　と、俺の接近に気づいた相手がこちらを振ふり向いた。

「───」

　目と目が合う。

　俺は、おや、と思った。

　その少女に見覚えがあったからだ。

　櫛鉈先輩を北寮りようへ送り届けた時にすれ違ちがった背の低い少女だ。

　名前は確か、エミリーだったか。

　妙みような偶ぐう然ぜん。

「……」

　エミリーは俺に興味を失ったのか、また自販機の方に向き直る。

　彼女は生徒手帳を電子リーダーに当て、クレジット残高を読み込ませる。

　それから飲み物を買うため、自販機のボタンに手を伸のばし。

　ピッピッ

　ピッピッピッピッ

　ピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピ

　物もの凄すごい勢いでボタンを押し始めた。

　それも同じボタンを連打しているわけではない。

　左下から順に次々と違う飲み物を購こう入にゆうしていく。

　ガシャコンガシャコンガシャコガシャガッガッゴッ

　自販機の取とり出だし口ぐちがとんでもないことになっていった。

「お、おい」

「？」

　俺の声に反応し、エミリーは振り返る。

「余よに何か用か、下げ民みん？」

　彼女の口から飛び出たのは、背せ丈たけに似合わぬ尊大な口調だった。

　やや意表を突かれたが、俺は気を取り直し。

「いや、新しいの買うなら先に買った物を取ったらどうだ？　詰つまってる」

　と、ジュース缶の詰まった自販機の取出口を指差す。

　それで彼女はボタンを押すのをやめるかと思いきや。

　ピッピッ

　また押し始めた。

　もはや取出口は缶でいっぱいで、ゴッゴッ、とくぐもった音が機械の内部から聞こえてくる。どこまで詰まってるんだ……

「いや、待て」

「気になるならお前が取れ」

　エミリーは振り返りもせずに言う。

「……」

　なんなんだこいつ。

　もう放ほうっておいて別の自販機で別の飲み物を買うか？

　いや、それはそれで何かに負けたような……。

　というか、こいつをこのまま放っておいてはいけない気がする。

　何でその面めん倒どうを俺が見る必要があるんだ、いや、ないよな……と思いつつ。

「はぁ……」

　声をかけたのが運の尽つきと思い、俺は自販機の前に膝ひざをつく。
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　改めて取出口を覗のぞき込んでみるが、缶同士が重なって予想通りヒドい詰まり方をしていた。

　これはもう丁てい寧ねいに一個ずつ取り出すしかない。

　俺はため息をつきながら作業を開始する。

　その間にも、エミリーは次々と別の飲み物を購入していった。

　俺に対する遠えん慮りよや良心の呵か責しやくは一いつ切さい見られない。

（本当になんなんだこいつは）

『──『魔ま眼がん』を使ったらどうだ？　いくらでも従順な女にできるぞ？』

（……莫ば迦かなことを言うな）

『──珍めずらしく間があったな』

（ない）

『──いやいやあった』

（ない。しつこいぞ）

『──ウヒヒヒ』

　こういう時はバロールの莫迦話も暇ひま潰つぶしになって助かる。

　そうして俺はまったく意味不明ながら、しばらくエミリーの代わりに自販機の詰まりを直す役目を粛しゆく々しゆくとこなしていた。

　いい加減徒労感も募つのってきた頃ころ。

「……？」

　ふと、彼女がボタンを押すのをやめたことに気づく。

　やっと満足したのかと思い、チラリと視線を上へやると。

「～～～」

　彼女は背せ伸のびをしていた。

　どうやら一番上の段のボタンに指が届かないらしい。

　手も脚あしがプルプルしている。

　性格が尊大でも、背丈までは伸びないようだ。

「……！」

　そこでエミリーは俺の視線に気づく。

「……」

　だが何も言わずに、また上のボタンを押そうと無む駄だな努力を再開した。

　意地でも自分から頭を下げるつもりはないようだ。

　……ああ、まったく。

　こういうところが涙々に女に甘いと言われる所以ゆえんなのか。

　……ピッ

　俺は立ち上がり、彼女の代わりにボタンを押した。

「上の段も全部買うのか？」

「うむ」

　返事だけは早いな……。

　半分自や棄けになりながら、俺は上の段のボタンを全部押した。

　ただし、飲み物は一本ずつ取り出しながらだ。

「ほら、これで満足か？」

　俺はエミリーに尋たずねる。

　しかし、彼女はすでに俺のことなど見ておらず、床ゆかに並んだジュースやらお茶やらを眺ながめ、そこはかとなく満足げな微笑ほほえみを浮うかべていた。

　その微び笑しようは実に可か憐れんだったが、今は至し極ごくどうでもいい。

　俺はため息をついて、自分の分の缶コーヒーを買おうとする。

「……げ」

　押そうとしたボタンに赤い表示が出ている。

　売り切れだ。

　ブリュンヒルデに追い詰められた時やスサノオの『レガリア』を見た時よりも、ある意味でヒドい絶望を味わった。

　さすがにヘコむ。

　かといって今いま更さら別の物を買う気も起きない。

　もうこのまま授業をサボってやろうか。

　そんな、通常時ではあり得ないような非生産的な思考が脳のう裏りをよぎる。

　と。

「目当ての物が買えなかったのか？」

　不意に、背後から声をかけられた。

　振り返れば、エミリーはジュースを眺めるのをやめ、俺のことを見上げていた。

「ああ……」

　俺は小さく頷うなずく。

　すると、彼女は。

「ふむ、そうよのう」

「？」

「よかろう。キサマの献けん身しんに免めんじて、この中から好きな物をひとつ持っていくがよい」

　エミリーはそう言って、床に並んだ飲み物の群れを示す。

「いいのか？」

「よい。下民にもたまには褒ほう美びを給たまわしてやらねばな」

「……」

　相変わらず偉えらそうだ。

　だが要するにこういう娘こなのだと思えば、それほど腹も立たない。

　というか、そう脳内変へん換かんしないとやってられない。

「なら、これを」

　俺は小さな缶かんコーヒーを手に取る。

「そんな小さいのでいいのか？」

「これでいい」

　元より缶コーヒーはガブ飲みするタイプじゃない。

　というかむしろ少しずつゆっくり時間をかけて飲む方なのだが、まぁ時間もないので今日は一気に……

　と思っていたら、チャイムが鳴ってしまった。

「……」

　俺はため息をつきそうになるのを堪こらえ、缶コーヒーをポケットにしまう。

　これはあとで飲むとしよう。

「じゃあ、俺は教室に戻もどるから」

「そうか」

　エミリーは頷くだけでその場を動かない。

　授業に出ないのかと訊きく意味はあまりない気がした。

　俺は彼女に背を向け、急ぎ足で自分の教室へと向かった。




　　　　３




　朝は変な先せん輩ぱい──そういえば年上だった──の奇き行こうに付き合わされてしまったが、その後の一時間目、二時間目は平へい穏おん無事に過ぎた。

　そして三時間目。

　ＨＲで連れん絡らくがあった通り、今日のこの時間は体力測定がある。

　この体力測定だが、二・三年生と合同だ。

　より正確には言語圏けんがある程度纏まとまったクラス同士で合同という形だ。

　ちなみに俺たちのクラスとシャロ先輩のクラスは、両方とも主に日本語・英語圏の生徒が集まったクラスとなっている。

　と、いうわけで。

「雷火くん。お待たせ」

　普ふ段だんは休み時間と放課後にしか顔を合わせないシャロ先輩と、こうして授業中に顔を合わせることになった。

　体力測定は各自好きな順に回っていいので、俺たちはいつものメンバーに櫛鉈先輩を加えたグループで回ることにした。

「私もご一いつ緒しよしていいんですか？」

「もちろんです、櫛鉈先輩」

　櫛鉈先輩は若じやつ干かんオロオロしている。

「では御お言葉に甘えさせていただきます」

「ええ」

　俺は頷く。

　きっと本当は、櫛鉈先輩は妹の櫛鉈姫子と回る予定だったはずだ。

　しかし、櫛鉈姫子はここにはいない。

　先輩をひとりにしたら、余計に妹のことを思い出してツラくなるだろう。

　俺たちと回ることで、ほんの少しでも気が紛まぎれてくれれば幸いだ。

「んじゃ、最初はどこ行く？」

「近いところからでいーんじゃない？」

「いいと思います」

「わたしも」

「よーしっ、それじゃあレッツゴー」

　天華の号令に、國崎がオーッと拳こぶしを突つき上げる。

　ゾロゾロとみんなでグラウンド内を移動。

「神しん仙ぜんさん。ケガは大だい丈じよう夫ぶですか？」

　移動中、櫛鉈先輩が心配そうに尋ねてきた。

　俺はなるべく笑って、

「痛みはだいぶマシに。後日ひとりでやるのも寂さびしいので、今日みんなとやってしまいます。特に記録を狙ねらってるわけじゃありませんし」

　と、答えた。

　実際、俺が本気を出したら、高校生記録など軽く塗ぬり替かえてしまう。

　そんなめだつ真ま似ねはしたくないので、最初から手を抜ぬくつもりでいた。

「マリアも、あまりめだつのは控ひかえておけ」

「はい。分かっています」

　俺の耳打ちに、マリアは小さく頷く。

『──ウヒヒヒ、それにしてもこの体操着とかいう服もいいなぁ。女たちの体つきがよく分かって実に俺サマ好みだ』

　エロ魔ま神じんは通常運転。

　俺はツッコミも放ほう棄きして、そっと左目を閉じた。







「うおりゃああああ！」

　國崎の気合いとともにハンドボールが飛んでいく。

　やがてボールは次し第だいに弧こを描えがき、石せつ灰かいで引かれたラインの内側に落下した。

「28ｍ！」

　記録係がボールの落下地点に移動し、國崎の記録を大声で言う。

「かぁー！　30ｍ超こえられなかった～！」

　どうやら目標に届かなかったらしく、國崎は大おお袈げ裟さなポーズで嘆なげいてみせる。

　先に記録を取っていた俺は軽く肩かたを竦すくめて。

「気にするなって、俺よりいい記録じゃないか」

「あーまぁなー、けど雷火はケガ人だしなー、あーあと一回投げさせてくんないかなー」

　國崎は未練たらたらに何度も悔くやしがり、記録係にもう一回投げさせてと頼たのんで、あっさりと断られていた。

「ダメかー」

「そりゃ、投げ直しを認めてたらキリがないだろうしな」

「まっ、それもそうかー」

　國崎は大きく肩を竦める。

　それで諦あきらめがついたらしく、さぱっと笑って。

「そういや、天華ちゃんたちは？」

「俺たちより先に終わったから、隣となりで走り幅はば跳とびやってる」

「んじゃ、俺たちもそっち行くか」

　俺と國崎は天華たちを追って、走り幅跳びの記録を取っている場所へ向かう。

「ぬおっ!?」

　そこで突とつ然ぜん、國崎が妙みような声を上げて立ち止まった。

「どうした、國崎？」

「あれ見てみろって」

「？」

　國崎が指差した前方に視線をやる。

　ちょうどシャロ先輩が走り幅跳びにチャレンジしているところだった。

　それは別にいいのだが……。

「見ろよ……！　シャルロッテ先輩の胸、スゲェ揺ゆれてるぞ」

　國崎は俺の肩に腕うでを回し、興奮気味に囁ささやいてくる。

　どう返事すればいいんだこの場合……。

　なんて、俺が悩なやんでいると、國崎はさらに人の頭を拳でグリグリとやってきて。

「マリアちゃんや涙々ちゃんも凄すごいけど、シャルロッテ先輩はその上を行くよなぁ！　マジで人類の宝だと思うぜ、あのおっぱい」

『──ウヒヒヒ、それにはまったくもって同感だな！』

「シャルロッテ先輩のハンドボールでなら俺も新記録が出せそうなんだけどなぁ！」

『──確かにデカいボールがふたつ入ってるみたいだ！　俺サマもあれを使った球遊びならいくらでも遊べるぞ』

「ちくしょう！　雷火ってばあの先輩と仲いいんだもんなー。なぁ、実際どうなんだ？　もう胸とか揉もませてもらったのか!?　あーもう羨うらやましいぜ！」

『──まったくだ。この体が俺サマの物だったなら、徹てつ底てい的てきに揉みしだいてやるのになぁ』

　喧けん々けん諤がく々がく。

　毎度思うが、実際に会話できているわけでもないのに、國崎とバロールは意気投合しすぎだ。

　一方的にふたりの話を聞かされる俺の身にもなってくれ。

「暑苦しいから離はなれろって」

　俺は國崎の顔を手でグイグイと押し返す。

　男ふたり──それと魔神一柱ひとり──が莫ば迦かな話をしている間に、シャロ先輩は踏ふみ切りラインに到とう達たつし、えいっ、と言ってジャンプした。

　だが、どう見ても手足の動きが合っておらず、ほとんど前のめりに倒たおれるような形で砂場に着地した。

「えっと……50cmですね」

「ひぃーん」

　記録係から記録を伝えられ、シャロ先輩は半泣きになりながら立ち上がる。

　彼女は体操着についた砂を払はらい落としながら、ふと俺たちの存在に気がついた。

「雷火くんに國崎くん……やだ、見てたの？」

　シャロ先輩は顔を赤くする。

「恥はずかしいところ見られちゃったな……」

「いえ、最高でした！」

「？」

　サムズアップする國崎に、首を傾かしげるシャロ先輩。

　どうか分からないままでいてください。

「ホップ！　ステップ！　ジャーンプ！」

　一方、先輩の後ろでは、天華が軽く高校生レベルを超こえた飛ひ距きよ離りを叩たたき出していた。

（何やってるんだゼあウいスつは……）

　神話代理戦争の監かん督とく者のクセに、その力を隠かくす気がないのか？

『──ただの悪ふざけだろ』

（……）

　また頭痛がしてきた。

　神々こいつら自由すぎるぞ。

「おっ！　雷火くーん、國崎くーん、今の見てたー？　あたし凄いっしょ！」

　天華は俺たちに気がつき、ブンブンと手を振ふってくる。

「見てた見てたー、天華ちゃんそのまま飛んでっちゃうんじゃないかと思ったよー」

「ヌッフッフ、その気になれば実は飛べるよ」

「マジで!?」

　國崎は天華の冗じよう談だんめかしたセリフにオーバーリアクションを返す。

　まぁ、実際は冗談じゃなく本当に飛べるんだろうが。

　天華は、今度は俺の方を見る。

「雷火くんの調子はどーお？」

「まぁまぁだ」

　俺は平静に答える。

　もう天華の笑え顔がおを見ても心は乱れない。

　こうして奴やつが妹の顔で俺をおちょくっているのだとしたら、いちいち反応するのもある種の敗北だ。

　改めてそう思ったら、言い知れぬ屈くつ辱じよくが湧わいてきた。

　もう二度と負けて堪たまるか。

　そう誓ちかい、俺は意地で感情のコントロールを成し遂とげた。

　俺は笑って、

「俺が本調子でも天華には敵かないそうにないな」

　と、おどけてみせる。

　天華は一いつ瞬しゆんジッと俺の顔を見て。

「フフンッ、そうでしょー？」

　それからニコリと笑ってみせた。

　そのあと、俺と國崎も走り幅跳びをやった。

　結局、俺たちの中では天華の記録が一番で、國崎が二番だった。

　走り幅跳びを終えたところでみんな集まり、再び纏まとまって次の測定に向かう。

　あとは特に何事もなく全すべての測定項こう目もくを回り終わった。

　体力測定が終わったらそのまま昼休みだ。

「じゃ、着き替がえて戻ろっか」

　天華が言って、俺たちはグラウンドをあとにする。

「あー、汗あせかいちゃった」

「少し暑くなってきましたね」

「シャワー浴びたい～」

　涙々とマリアが歩きながらそんな会話をしている。

　やがて階段の前まで来て、先せん輩ぱいたちとはそこで分かれることになるが。

「あっ、そうだ。今日は屋上で昼食ランチしない？」

　別れ際ぎわにシャロ先輩が提案する。

「さっき外の風が気持ちよかったし、どうかな？」

「おー、いいですね！」

　天華が真っ先に賛成する。

「ねっ、撫なで子こさんもまた一いつ緒しよに」

「はい」

　櫛鉈先輩も頷うなずく。

「なら、早く着替えて屋上行っちゃいましょう」

　全員が了りよう解かいし、各自着替える場所へ移動を開始する。

　俺も國崎と教室で着替えるため歩き出そうとしたのだが、

「雷火」

　國崎が背後から俺の首根っこを摑つかんで、無理やり立ち止まらせてきた。

「何だよ？」

「ちょっとこっち来い」

「？」

　國崎は俺の襟えり首くびを摑まえたまま下げ駄た箱ばこへと戻もどっていく。

　俺たちはまた靴くつに履はき替かえ、昇しよう降こう口から外へ出た。

「何か忘れ物か？」

　グラウンドに戻るのかと思って尋たずねるが。

「違ちがうって、いいからこっちだ」

「？」

　忘れ物ではないらしい。

　じゃあ何なんだと思うが、訊きいてもはぐらかされる。

　仕方ないので、俺は黙だまって國崎のあとについていった。

　國崎はグラウンドの逆側、校舎の裏に俺を案内した。

　そこには景観のために庭木が植えられ、ちょっとした広場もある。

　シャロ先輩は今日の昼食は屋上でと言っていたが、こういうところで食べるのも美お味いしいかもしれない。

　そんなことをつらつらと思いながら歩いていると、國崎が不意に手を上げ、

「シッ！　静かにしろ」

　と、急に警告してきた。

　意味が分からない。

「なぁ、そろそろ理わ由けを」

「だから静かにするんだ。気づかれる」

「気づかれるって……誰だれに？」

「いいから。ほらっ、この木に登るぞ」

「？」

「早く」

　強ごう引いんに急せかされ、俺は訝いぶかしく思いながらも木登りをした。

　適当な太い枝のところまで登り、そこに腰こしを落ち着ける。

「おお、雷火木登り上う手まいな」

　國崎も意外と器用に木を登ってきて、俺の隣となりに座った。

「これくらいは……っていうか、本当にいい加減理由を教えろ」

「だから小声で話せって。でないとこのベストプレイスを永遠に失うことになるぞ」

「ベストプレイス？」

「ほら、ここからなら校舎の裏側が丸見えだろ？」

「校舎？」

　俺は校舎の方を見る。

　見ると言っても、俺たちの登った木と校舎の間には広場がある。つまりそれなりに距きよ離りが空いており、廊ろう下かを歩く生徒の顔もほとんど見えないほどだ。

「確かに校舎は見えるが……ここから風景画でも書く気か？」

「んなわけあるか。美術も選せん択たくしてないのに」

「じゃあ何だ？」

　そろそろ飽あきてきた。

　シャロ先輩との約束もあるし、これ以上本題に入らないなら帰らせてもらう。

「まぁ聞けって。聞いたら雷火も俺の言ってることが分かるはずだ」

　俺が若干不ふ機き嫌げんになってきたのに気づいたのか、國崎もやっと理由を話す気になったようだ。

「フフフ、実はこの前、俺はこの学園に隠されたとある重大な秘密に気がついたんだ」

「……！」

　この学園に隠された秘密？

　國崎のセリフに、俺はドキリとする。

　そう言われて、真っ先に神話代理戦争のことが思い浮うかんだからだ。

　だが一いつ般ぱん人の國崎がなぜそのことを？

　俺が何か情報を漏もらしてしまったか？

　まさかすでに巻き込まれているのか？

　複数の疑念が同時に頭の中をグルグルと回る。

　俺は固かた唾ずを吞のんで次の國崎の言葉を待っていると。

　彼は懐ふところに手を伸のばし。

「というわけで、これを用意した」

　なぜか、オペラグラスを取り出した。

　所謂いわゆる双そう眼がん鏡きようの簡易版がオペラグラスだが、なぜ今それを？

　俺が疑問の目を向けると、國崎は得意気に語り出す。

「この学園の更こう衣い室って窓が全部磨すりガラスなんだよな。でも、嵌はめ殺しじゃないから窓が開くんだよ」

「……それで？」

「で、最近暑くなってきただろ？　更衣室にはクーラーもないみたいだし、二階より上の更衣室を使ってるお姉様方は窓開けちゃうんだよ。まぁこの島に校舎より高い建物はないし、油断するのも仕方ないけどさー」

　國崎のセリフは後半言い訳っぽく早口になる。

　そこまで聞けば、こいつが何をするつもりなのかさすがに分かった。

「つーわけで雷火、一緒に覗のぞこうぜ」

　國崎はこれまでに見た中で最高の笑顔で最低にアホなことを抜ぬかした。

　俺は、当然。

「莫ば迦か言え！　覗きなんかさせるか！」

「うわっ！　ちょっ、暴れんな！」

　俺は國崎からオペラグラスを奪うばおうと手を伸ばす。

　國崎は俺に取られまいと必死に抵てい抗こうしてきた。

「んだよー、最近元気ないから誘さそってやったのに！」

「余計なお世話だ！」

『──ウヒヒヒ、いいじゃねーかライカ。友達の気き遣づかいは大切にするもんだぜ？』

（キサマも覗きたいだけだろうが！）

『──こちとら地上に来てから欲よつ求きゆう不ふ満まんなんだ。覗き見ってのは、それはそれで直接触さわるよりも興奮する部分もある。いいから覗こうぜ～ライカ～』

　おもしろがっているのか、バロールはここぞとばかりに不満を言ってくる。

「雷火だってホントは見たいんだろ～？」

『──おお、そうだそうだ。ライカはもっと女に興味を持つべきだ』

「お前らって奴やつは……！」

　覗きに賛成が國崎とバロールで二票。

　反対は俺一票。

　だがバロールのは無効票だ。

　同票ドローで決着は実力行使に持ち越こされた。

「いいからそれを渡わたせ！」

「今ならシャルロッテ先輩とか櫛鉈先輩もいるかもしれないぞ？　こんなチャンス滅めつ多たにないって！」

　國崎は往おう生じよう際ぎわ悪く叫さけぶ。

「なおさらダメだ莫迦！」

　俺は怒ど鳴なり返しながら國崎の腕うでを引っ張る。

　もう少しでオペラグラスを奪える……というところで。

『──あーもう我が慢まんできん！』

　いきなりバロールがキレて。

「!?」

　俺の視界が半分ズレた。

　右目は相変わらず國崎の顔を映し。

　左目はここではないどこかの室内を映す。

　あまりに突とつ然ぜんのことに俺は戸と惑まどう。

　さらに、次の瞬しゆん間かん。

　俺は左目の視界の中に、着き替がえ中のシャロ先せん輩ぱいがいることに気づいた。

「……!?」

　先さき程ほどとは別種の衝しよう撃げきを受け、俺は言葉を失う。

　な、なぜ着替え中の彼女の姿が？

　それに彼女だけでなく、櫛鉈先輩もいる。

[image: ]

　彼女たちはすでに体操着を脱ぬいでいて、その白い肌はだが露あらわになっていた。

　ふたりとも俺に見られていることに気づいている様子もなく、無防備な姿を晒さらしながら談だん笑しようしていた。

　だが彼女たちの声は聞こえない。

　これは……更衣室の映像か？

　状じよう況きようからの当て推量だが、まず間ま違ちがいない。

　遠く離はなれた場所にある更衣室の光景が、俺の左目の視界をジャックしている。

　こんな現実離れした真ま似ねができるのは。

（バロール！　キサマの仕し業わざか！）

『──ウヒヒヒ、まぁな』

　悪びれもせずバロールは笑う。

（千里眼の一種か!?　というか、くだらないことに魔ま眼がんを使うな！）

『──俺サマの能力をどう使おうと勝手だ』

（ふざけるな！）

　俺がバロールと言い争っていると。

「……」

「って！　國崎も覗くな！」

　人の隙すきを突ついて國崎がオペラグラスを覗き込んでいた。

「このっ！」

　俺はもう強引に國崎の邪じや魔まをしようとするが。

　ズルッ

「あっ！」

「うわっ！」

　さすがに木の上で暴れすぎた。

　バロールと國崎の両方に気を取られ、注意力が散さん漫まんになっていたのもマズかったかもしれない。

　そんな反省をしてももう遅おそい。

　俺と國崎はそのまま木から落ちた。

　國崎は因果応報としても、俺までこんな目に遭あわなくちゃいけないのはさすがに理り不ふ尽じんだと思った。




　　　　４




「傷が開くかと思った……」

　俺は頭の包帯を押さえながら呻うめく。

　國崎を庇かばいながら落ちた時、危あやうく頭から落ちそうになった。

　いちおう保健室で看みてもらったものの、少しズキズキする。

「……」

　しかし、國崎は俺を元気づけようとしてくれていたようだ。

　やり方はともかくとして。

　さっきは余計なお世話などと言ってしまったが、気持ちは受け取っておこう。

　あとで謝罪も兼かねて何か奢おごってやるか。

　そんなことを考えつつ、俺は購こう買ばいでパンを買って、屋上へ向かう。

　保健室に寄ったせいで俺だけ遅おくれてしまった。

　少し急ぎ足で階段をのぼる。

「あっ、雷火くーん」

　屋上のドアを開けると、真っ先にシャロ先輩が気づいてこちらに手を振ふってくる。

　ビニールシートなどの準備がなかったので、みんな屋上のフェンスの縁へりに並んで腰こしかけていた。

「おっす、雷火。頭は大だい丈じよう夫ぶだったか？」

「まぁな」

　國崎の問いに、俺は頷うなずく。

「頭がどうしたんですか？」

　と、俺たちの会話を聞いたマリアが横から尋たずねてきた。

　それに、國崎はちょっと慌あわてて。

「いや、まぁちょっとふたりで木から落ちちゃって」

「え！　だ、大丈夫なんですか？」

　マリアは驚おどろき、俺の方に寄ってきて包帯に手を伸ばす。

　触られると少し痛むので、俺は彼女の手をそっと押さえて、

「保健室で看てもらったから大丈夫だよ」

　と、軽く笑って答えた。

　それでいちおう、マリアは安あん堵どしたようにため息をつく。

「でもさー、何でふたりして木から落ちたの？　ていうか、何で登ったの？」

　そこで涙々が鋭するどい質問をしてくる。

「……」

　俺は視線で、國崎にお前が答えろと訴うつたえる。

　気持ち云うん々ぬんはともかく、覗き行こう為いの弁明は國崎の責任だ。

「えぇっと、いや、ほら、無む性しように体が動かしたくなってさ、雷火を誘ってどっちが早く木に登れるか競争をね」

「体力測定のあとに～？」

「あぁー、うーんと……」

　ニヤニヤと笑う涙々と、視線をあさってにやる國崎。

　というか、涙々は何があったか大体気づいてそうだ。

「ほらほら、ふたりで何してたの～？」

　単に國崎をからかって遊んでいるだけだな、これは。

　俺は苦笑し、自分も座ってパンを食べようとする。

　その時。

「ふわあ～ぁ」

　不意に、誰だれかのあくびが聞こえた。

　だが、見たところ俺たちの中の誰かがしたようではないようだ。

「？」

　俺は屋上を見み渡わたす。

　そして、屋上にある貯水槽の上で、ちょうど人ひと影かげが起き上がるのを目もく撃げきした。

　その人影はこちらに背を向けていた。

　体つきからして、おそらく少年。

　後ろ向きなのでもちろん顔は見えない。

　だが──その赤い髪かみには見覚えがあった。

「───!?」

　あの赤髪の少年は、まさか！

「ん？」

　起き抜ぬけの伸のびをしていた少年がこちらを振り返る。

　その顔は紛まぎれもなく、あの倉庫街でスサノオと戦っていたもうひとりの神格適合者だった。

「……」

　いきなりの遭そう遇ぐうに、若じやつ干かん息を吞のむ。

　神格適合者となる少年少女が全員この学園に通っているのだ。

　いつかこういう事態が起こることも想定していた。

　この場には神話代理戦争の監かん督とく者天華ゼウスがいるが、赤髪の少年はそれを知らない。

　もし彼がスサノオのように好戦的な神格適合者で、この場で俺たちを襲おそおうとすれば、当然制裁がくだされる。

　だが、この場には一いつ般ぱん人の國崎や櫛鉈先輩もいる。

　ふたりがほんの一いつ瞬しゆんでも戦せん闘とうに巻き込まれれば無事では済まない。

　仮に戦闘が発生してしまった場合、本調子でない俺の手でふたりを庇えるかどうか……。

　冷ひや汗あせがひと筋、頰ほおに流れる。

　だが、どうなるにしても、あくまで向こうの出方次し第だい。

　俺は赤髪の少年の反応を待った。

「……」

　少年はこちらをジッと見返してくる。

　それから身軽な動きで貯水槽から下りると、まっすぐ俺たちの方へ向かってきた。

　来るか……！

　俺はさりげなくマリアに合図を送る。

　万が一戦闘になったら、真っ先にみんなを退たい避ひさせる。

「……！」

　マリアは無言で表情を引き締しめ。

　俺はいつでも動けるように全身の力を抜く。

　そうして、赤髪の少年は俺から三歩の距きよ離りまで歩いてきて。

「あのさ……こんなこと訊きくの変かもしれないけど──」

　突とつ然ぜん、困ったような笑い方をした。

「──君、僕のこと知ってるの？」

　そして、本当に変なことを尋ねてくる。

「……は？」

　身構えていた俺は、思わず間の抜けた返事をしてしまった。







　赤髪の少年はレオン・ブレイトブライトと名乗った。

「そっかー。雷火君は新入生なんだねー」

　そう言うレオンは三年生らしい。

　そのわりには口調がやたら幼いが、それにも理由がある。

　彼は自己紹しよう介かいをする前に、とても重大な事実を、俺たちに告げた。




「僕は一日しか記き憶おくが持たないんだ」




　──前向性健けん忘ぼう症しよう。

　新しい出来事を記憶できなくなる健忘の一種だ。

　レオンは十年前の神話戦争以降、二十四時間以上の記憶が持たなくなったらしい。

　大事なことはメモ帳と日記帳に記録し、知り合いの顔を忘れないために、常にポラロイドカメラを持ち歩いているそうだ。

　先さき程ほどの質問は、俺たちが自分の知り合いなのか確かめようとしたらしい。

「だってなんだかずっと僕のこと見てるんだもん」

「確かに雷火の奴やつずーっとレオンの顔見てたよな。あくびくらいで見すぎだろって思ったぜ」

「……あー、それは悪かった」

　端はたから見れば相当不ぶ躾しつけな態度だったかもしれない。俺は素す直なおに謝る。

　だが、レオンは笑って首を横に振り、

「いや、いいよ。おかげでこうして友達になれたんだし！」

　と、言った。

「レオンはいい奴だなー」

　その親しみやすい性格ゆえか、國崎はもう彼と仲よくなったようだ。

　俺も、彼はいい奴だと思う。

　そう思っていると、

『──罠わなじゃねぇのか？』

　バロールが俺に囁ささやいてくる。

　騙だまされるなよ、と珍めずらしく俺に釘くぎを刺さしているようだったが……。

（俺たちを油断させるためにウソをついてると思うか？）

『──お前だって疑ってないわけじゃないだろ？』

（ゼロではないと思うが、それにしてはウソの設定が面めん倒どうすぎる……まぁ、念のため教会を通じてレオンの身辺調査はしておくが）

　前向性健忘症は日常生活に支障をきたすレベルの重い記憶障害だ。

　とても周囲に隠かくしながら生活することなどできない。

　レオンが十年前からその症しよう状じようを患わずらっているというのなら、彼がこの島に来る前に住んでいた周囲を調べれば本当かどうか裏は取れるはずだ。

（ところで、器うつわである人間が前向性健忘症だったとしたら、それを乗っ取った神も同じく新しい物事を記憶できなくなるのか？）

　俺はバロールに確かく認にんを取る。

　スサノオとの戦いぶりから見て、レオンが神格適合者であるのは間ま違ちがいない。

　問題はそれを覚えているのかどうかだ。

『──前にも言ったが、俺サマたちの身体能力は器となった人間の肉体に準じゆん拠きよする。当然、脳もそうだ。もしもそいつが記憶障害であるなら、自分が神格適合者になったことすら覚えていないだろうな』

（やはり、そうなるか）

　神の魂たましいに体を乗っ取られると人間の魂はそれに取り込まれる。

　その際に人格そのものは消しよう滅めつするが、器となった人間の記憶自体は脳に残る。

　神々は──たとえばフレイヤを例にするなら、彼女はその「過去の記憶」を頼たよりに「鹿金涙々」という少女を演じているわけだ。

　だが、もし仮に器である肉体が前向性健忘症だったらどうなるか？

　神の魂には、その神の神格──即すなわち「神としての記憶」が刻まれている。

　神が人の肉体を乗っ取る際、この「神としての記憶」を器の脳に移すことによって、神は「神としての自分の記憶」と「器である人の記憶」を分けて考えられるようになる。

　しかし、その脳が新しい物事を記憶できない場合、この「神としての自分の記憶」を丸々さっぱり忘れてしまう。

　結果、その神格適合者の中に残るのは、「器である人の記憶」だけだ。

　レオンが神に体を乗っ取られながら「レオン」としての人格を保っているように見えるのは、つまりそういうことだろう。

　だが、彼が前向性健忘症だとしても、それはそれでいくつか疑問が生じる。

「レオン」

　俺は彼の名前を呼ぶ。

　ちなみに呼び捨てなのは、彼がそう呼んでくれと言ったからだ。

　８歳の時点で記憶が止まっているので、人から年上扱あつかいされるのに違い和わ感かんがあるからと言っていた。

「何？」

　レオンは無む邪じや気きな笑え顔がおで訊き返してきた。

「実は……この前、レオンが夜に寮りようの外をうろついてるのを見かけたんだけど、何してたんだ？」

　國崎たちがいる手前、俺は言葉を選びながらレオンに質問した。

「おいおいレオン～。それって寮則違い反はんじゃん、何してたんだよ？」

　國崎が笑ってレオンの腰こしを肘ひじで小こ突づく。

　レオンが自分を神格適合者と自覚していないなら、神話代理戦争のことも覚えていないはず。

　だが彼は三日前の夜、倉庫街でスサノオと戦っていた。

　彼はなぜあそこにいた？

　神格適合者の自覚がないのに、スサノオと戦えていたのはなぜだ？

　その疑問に納なつ得とくのいく答えがレオンの口から出ない限り、完全に彼を信用することはできない。

「う～ん、そうだな～」

　レオンは困った顔をする。

　彼は自分の制服のポケットから、ビッシリと付ふ箋せんのついたメモ帳を取り出した。

　間に挟はさんであるのは栞しおりと……どうやら大量の写真のようだ。

　あれがおそらく彼の記憶を書き留めているメモ帳だろう。

　毎朝起きる度たびにあのメモを読み、自分が前向性健忘症であることなどを「思い出している」と先程言っていた。

　質問ひとつ答えるにしても、それが自分の過去についてである場合、ああしてメモ帳を読み返す必要があるのだろう。

　彼は何度かページを捲めくり、やがて手を止める。

　それからしばらく、そのページをジッと見つめたあと、

「うん。過去の僕は特にこのことを秘密にしろって書いてないから、たぶん大だい丈じよう夫ぶ」

　難しい顔から一転、レオンは再び明るい笑顔に戻もどった。

　秘密……？

「ちょっとみんなこっちに寄って」

　レオンはそう言って、俺たちを手招きする。

　それから彼は、内ない緒しよ話ばなしをするみたいに声を潜ひそめて、

「実は僕、正義のヒーローなんだ」

　と、言った。

「へぇーすごーい！」

　素直に感心したのは天華だけで、ほかのみんなは反応に困った顔をした。

（正義の……ヒーロー？）

『──何だそりゃ？』

　思わずバロールに話しかけるが、こいつにも理解不能のようだ。

「その……つまり、どういうことだ？」

　俺は戸と惑まどいながら率そつ直ちよくに尋たずねる。

　ここはヘタに誤ご魔ま化かして頷うなずかない方がいいと判断した。

「えーと」

　レオンはまたメモ帳を捲る。

「話はまず、僕のクラスメイトがいなくなったところから始まるんだ」

　メモ帳を読みながら、レオンは話し始める。

「その娘この名前はリゼット。僕は彼女を捜さがすためにこっそり寮を抜ぬけ出した」

　レオンの話し方は、まるで本に書かれた物語を朗読しているようだ。

　記憶を維い持じできない彼にとって、自身の経験すらどこか絵空事のように感じていて、その通りにしか語ることができないのかもしれない。

「僕は夜の島を歩き続けて、殺さつ人じん鬼きに出会った」

「……!?　え!?」

　唐とう突とつに出てきた物ぶつ騒そうな単語に俺だけでなく、みんなも息を吞のむ。

「殺人鬼？」

「そう書いてある。そいつは、夜にリゼットを殺していたみたい」

「……え!?」

　今度は櫛鉈先せん輩ぱいが小さな悲鳴を上げ、口元を手で覆おおう。

　マズい。行方ゆくえ不明になった生徒が殺されていたという話題は、彼女にはショッキングすぎる。

「シャロ先輩、櫛鉈先輩を向こうに連れて行ってもらえますか？」

「うん。分かった」

「マリアも手伝ってあげてくれ」

「はい。では櫛鉈先輩、こっちへ」

「……」

　マリアとシャロ先輩は櫛鉈先輩を立ち上がらせ、屋上の隅すみへと移動する。

　ふたりなら上う手まく櫛鉈先輩を落ち着かせてくれるだろう。

　あちらは彼女たちに任せ、俺はレオンの方に向き直る。

「そのメモ帳、見せてもらってもいいか？」

「ごめん。悪いけど、それは嫌いやなんだ」

　レオンはすまなそうに言って、メモ帳を隠すように胸にかき抱いだく。

　……まぁ、ある意味自分の記き憶おくを盗ぬすみ見られるようなものだからな。

　普ふ通つうの人だって自分の日記帳を見られるのを嫌がる。レオンの場合、それはもっと切実な思いになるのだろう。

「無理言ってすまない。続けてくれ」

「うん……。それで、僕はクラスメイトを捜していて、殺人鬼に出会ったんだ」

　レオンは話を再開する。

「殺人鬼は僕のことも殺そうと襲おそいかかってきた。だけどその時、僕は特別な力に目覚めたんだ」

「特別な力？」

「うん！」

「どんな力なんだ？」

「凄すごい力だよ！」

「……」

「とにかく僕はその力で殺人鬼と戦ったんだ！」

「……」

　俺は話を聞きながら考える。

　前提として、レオンは自身が神格適合者である自覚がない。

　だが、神格適合者であることは紛まぎれもない事実であり、その身に神としての力が備わっているのもまた間違いない。

　彼が特別な力と称しようするそれは、おそらく彼の持つ神の能力だ。

　問題は自覚なしにどうやってその力を使ったのかという点だが、話を聞いているとどうも件くだんの殺人鬼に襲われた瞬しゆん間かん、自動的に力に目覚めたように思える。

　敵の攻こう撃げきに反応して自動反はん撃げきする能力か。

　あるいはそれに近いスキルが備わっていたとみるべきだろう。

　また、彼が戦ったという殺人鬼。

　そいつがもし生徒の連続失しつ踪そう事件の犯人なら、同時に神格適合者である可能性も高い。

「それで、その殺人鬼と戦って、どうなったんだ？」

　俺はレオンに先を促うながす。

「バッチリ斃たおしたよ！」

「……!?」

　俺は三み度たび驚おどろかされる。

　バッチリ……斃した？

　神格適合者を？

　いや、倉庫街の戦せん闘とうで見せた彼の実力を考えれば、すでに他の神格適合者を斃していたとしても不思議はないが……。

　俺は動どう揺ようするが、はたと気づく。

「待ってくれ」

「何？」

「その殺人鬼って、この学園で起きてる生徒連続失踪事件の犯人なんじゃないか？　斃したって言うが、失踪事件はまだ続いてるぞ」

　そう、そこが矛む盾じゆんしている。

　少なくとも三日前の夜に、俺は殺された行方不明者の死体を見ている。

「レオンがそいつを斃したのは何日前なんだ？」

「うーん、それなんだけど」

　レオンは頭をガシガシと搔かく。

「実は、殺人鬼はひとりじゃないみたいなんだ」

「ひとりじゃ、ない？」

「うん。メモ帳によると、僕は何回も殺人鬼に会って、奴やつらを斃してる」

「何回もっていうのは、具体的には？」

「えっと、一、二、三……八、あ、九回だね」

　レオンはメモ帳を見ながら数え、そう言った。

　その斃したという九人の殺人鬼の写真はあるかと尋ねたが、どうやらそれは撮とっていないらしい。

　おかげでますますわけが分からなくなる。

　神話代理戦争の参加者は全部で七名。

　九回も敵を斃していたら、とっくに神話代理戦争は終わっている。

（……どうなってるんだ？）

『──やっぱりウソか演技なんじゃないか？』

（ウソだとしたら意味不明だ。参加者の七名を超こえる数を言うわけがない）

『──じゃあ、どういうことだ？』

（……）

　考えられる可能性はふたつ。

　ひとつはレオンが斃したのは全すべて敵の使い魔まである可能性。

　フレイヤも戦乙女ロード・オブの女王・ヴアルキリーでブリュンヒルデを召しよう喚かんしていた。召喚系のスキル持ちがほかにいたとしても不思議ではない。

　もうひとつは、レオンが敵を「殲せん滅めつ」ではなく「撃げき退たい」に留とどめている可能性。

　襲ってきた敵を撃退するのも「斃した」という表現の範はん疇ちゆうだ。

　特にレオンの場合は、過去の出来事はメモという形でしか残っていない。

　同じ意味でも、微び妙みようなニュアンスが違ちがう場合、どちらが正解なのか判断できないはずだ。

　しかし、あのスサノオと互ご角かくかそれ以上の実力者であるレオンが、九回も戦い、斃し、なお死なない敵とは……。

　いちおう、もうひとつ──敵が不死身であるという可能性はあるが。

（バロール。地上で受肉した神の不死性は失われるはずだな？）

『──ああ。身体能力同様、肉体を得た以上、俺サマたちもその枷かせに縛しばられるのは免まぬかれないはずだ』

　つまり、神格適合者といえど殺されれば死ぬ。

　となると、やはりレオンが斃している殺人鬼は敵の使い魔である可能性が一番高いか？

　考えるが、答えは出ない。

　結局、謎なぞばかりが残る。

　だが進展もあった。

　あくまで心証だが、レオンは信用に値あたいすると思う。

　彼が斃したという「殺人鬼」について疑問は残るが、それは彼がウソをついているのではなく、敵の能力が関かかわっていると考えるべきだろう。

　國崎がいるので詳くわしくは聞けなかったが、スサノオと戦っていたのも、おそらく彼女の方がレオンに勝負を吹ふっかけたのだろう。

　スサノオとレオンの性格を比べた場合、そちらの方が自然だ。

　俺たちが両者を分断した時、フレイヤもレオンはすぐに逃にげたと言っていた。

　要するに彼は例のクラスメイトと殺害した殺人鬼を追っているだけであって、積極的に他の神格適合者と戦うつもりも、その力を悪用するつもりもないと見てよさそうだ。

　少なくとも、俺たちと敵対する可能性はないはず。

　俺も彼も、最終的な目的は神話代理戦争の勝利の外にあるのだから。

　小さな安あん堵どが、俺の中に広がる。

「とにかく、そういうわけで夜は殺人鬼が出るみたいだから、みんなも外に出ちゃダメだよ？」

　レオンは最後に俺たちに注意を促してきた。

　話が締しめくくられたところで、ようやく國崎は大きな息を吐はく。

「分かった分かった。レオンの言う通りにするよ。どっちにしろ寮則違反だし」

　國崎は笑って答えたあと、俺の方に顔を寄せ、

「よく考えたら中身は８歳の男の子だもんな。ここは話を合わせようぜ」

　と、耳打ちしてきた。

　どうやら國崎の中では、今までの話をよくある子供の妄もう想そうと判断したようだ。

「分かった」

　俺は小声で頷うなずく。

　そう思ってくれる方が俺にとっても都合がいい。

　俺はレオンの方にも笑え顔がおを向け、

「もし何か困ったことがあったら言ってくれ。俺も力を貸すから」

　あくまでレオンの妄想に話を合わせている風を装よそおって、そう伝える。

　それから今度は俺がレオンの耳元に口を寄せて。

「……実は俺もレオンと同じ特別な力を持ってるんだ。だから、一いつ緒しよにその殺さつ人じん鬼きを捕つかまえよう」

「！」

　俺の言葉に、レオンは最初驚き、次いで目を輝かがやかせる。

「本当!?　本当に雷火君も……」

「シッ。悪いけど、俺のことは秘密にしてくれ」

「あっ、うん！　分かったよ！」

　レオンは自分の口を手で塞ふさいで、了りよう解かいのポーズを見せる。

「？」

　今の内緒話が聞こえなかった國崎は首を傾かしげていた。

　そこでふとレオンはポンッと手を叩たたく。

「そうだ！　みんなの写真を撮らせてもらっていい？　メモも取らなきゃ」

「もちろん。な、國崎」

「そりゃいいに決まってるだろ。ねー天華ちゃん、涙々ちゃん？」

「モッチロン！　マリアちゃんたちも呼ばなきゃ、おーい！」

「写真撮るなら髪かみ直さなきゃ」

　そうして、俺たちはひとりずつレオンに写真を撮ってもらった。

　彼は写真を撮ったあと、その裏側にメモを書き込んでいく。

　おそらく俺たちがどんな人間で、自分とどういう関係かを箇か条じよう書がきしているのだろう。

　さすがに何と書いたかは見せてもらえなかったが、俺の写真の裏には特に長くメモをつけていた。

　今ので上う手まく彼に俺を仲間だと認にん識しきさせられただろうか？

　彼を味方に引き込めれば、スサノオ攻こう略りやくの目も見えてくる。

　それが今日一番の大きな収しゆう穫かくだ。

「じゃあ、そろそろ昼休みも終わるし、みんな片付けて教室に戻もどろうか」

　俺たちは食後の後片付けをして、屋上をあとにする。

「レオン」

　階段を下りながら、俺はもう一度レオンに耳打ちする。

「レオンは何度も例の殺人鬼と戦っているようだが、いつもどうやって見つけているんだ？」

　それが今のところ彼に尋たずねるべき最後の疑問。

　俺の質問に、レオンは少し首を傾げて、

「勘かん？」

　と答えた。

「そうか」

　まぁ、彼の抱かかえる記き憶おく障害を考えれば、明確な答えが返ってくることはあまり期待してなかった。

　とはいえ、この広い島で勘だけを頼たよりに九回も殺人鬼に会えるとは思えない。

　しかも彼はその殺人鬼の写真はないと言っていた。

　つまり、そいつの顔を知らないのだ。

　にもかかわらず、彼が相手を常に「殺人鬼」と認識するには、生徒の殺害現場に毎度居合わせる必要がある。

　偶ぐう然ぜん？

　いや、それも彼の持つ何かしらのスキルと考えた方が自然だ。

「……」

　もしそれが全ての神格適合者の居場所を直感的に特定できるスキルなら。

　彼は情報という面において、どの神格適合者よりも優位な立場にいる。

　味方であるならこの上なく心強い。

　だが万が一、敵になったのなら……。

「……」

　彼は信用してもいいと思った。

　それでも裏切られる可能性を考えてしまう俺は、もしかしたらどうしようもなく薄はく情じような奴なのかもしれない。

　みんなと一緒に階段を下りながら、俺はふとそんなことを思ってしまった。
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　放課後。

　教室にシャロ先せん輩ぱいと櫛鉈先輩がやってきたところで、ふと國崎がこんなことを言った。

「みんなでゲーセン行かね？」

　確かに南区の繁はん華か街がいにはゲームセンターもある。

「いや……」

　しかし、俺はケガを理由に櫛鉈姫子の捜そう索さくを中止していたこともあり、あまり気は進まなかった。

「そうですね……」

「う～ん、あんまり行ったことないし……」

　マリアやシャロ先輩も同じく乗り気ではなかった。

　だが、國崎は諦あきらめずに。

「まぁまぁ、島中歩き回ってれば姫子ちゃんが見つかるってわけでもないだろ？　逆に網あみを張って待ち構えてれば、向こうから現れるかもしれないし」

「だが何もゲーセンじゃなくても」

「分かってないなぁ。ゲーセン以上に時間潰つぶせるなんてないぜ？」

　学校をサボった時に一番困るのは、実は時間をどうやって潰すからしい。

　これは國崎の経験談ではあったが、多少の説得力はあった。

　それはあくまで櫛鉈姫子の失しつ踪そうが単なる家出であり、彼女は時間を持て余しているという前提に基もとづく推理に過ぎなかったが……櫛鉈先輩にとっては、むしろそうであって欲しいと思えたのだろう。

「そう……かもしれませんね。みなさんの息いき抜ぬきにもなりますし、私のことは気にしないでください。もしかしたら國崎さんが仰おつしやるように姫子も現れるかもしれませんし」

「櫛鉈先輩がそう言うのなら……」

「よし！　じゃあ行こうぜ！」

　國崎は意い気き揚よう々ようとカバンを引っ提さげて先頭を歩き出す。

「國崎は相変わらず脳天気ね～」

　涙々がやや呆あきれ気味に呟つぶやく。

　しかし、それに天華は笑って。

「そう？　國崎くんは結構ちゃんとみんなのこと見てると思うけど」

「おーい、早くしろよー」

　國崎はこちらを振ふり返り、早く早くと手招きしてくる。

　その明るい振る舞まいは、みんなを元気づけるため、に見えなくもない。

　まぁ、覗のぞきに誘さそわれるよりはマシか。

「……！」

　俺は無意識に笑っていた自分に気づく。

　まったく、國崎といると張り詰つめた精神が和やわらぐ感じがするな。

「あんまり先に行くなよ國崎」

　そう言って、俺は少し小走りに國崎のあとを追った。







　南区にゲームセンターはいくつかある。

　俺たちはその中でも学園に近いところに来ていた。

「うおっ！　涙々ちゃんウマッ!?」

「これおもしろーい！」

　レーシングゲームで対決中の國崎と涙々。

　涙々は初プレイのようだが、どうやら彼女が優勢みたいだ。

「ねーマリアちゃん。一緒にプリクラ撮ろ～」

「いいですよ」

　天華とマリアも楽しんでいるようだ。

　さて、俺はどうするか……。

「……」

　何も思いつかないな。

　思えば、子供の頃ころは妹とばかり遊んで、こういうところには来なかった。

　訓練時代は言わずもがな。

　どうやって遊べばいいのか、想像がつかない。

「シャロ先輩は何かしたい物ありますか？」

「え？」

　手持ち無ぶ沙さ汰たになった俺は、同じく暇ひまそうなシャロ先輩に声をかける。

　彼女もゲームセンターは来たことがないと言っていた。

　多少は俺と気が合うだろう。

「うーん、ひとりだと何したらいいのか分からないかなぁ」

「じゃあ、少し一緒に回ってみますか」

　俺は提案する。

　すると、彼女はパッと笑え顔がおになって、

「うん」

　と、頷うなずいた。

　俺たちはふたりでゲームセンターの中を歩く。

　それにしても、ここは凄すごい音がする。

　電子音声的なセリフや効果音が溢あふれ、慣れない俺にとっては異境のようだ。

　それはシャロ先輩も同じようで、俺と目が合うと、彼女は困ったように笑った。

「～～～ね」

　彼女が何か言ったが、周りの音でよく聞こえない。

「すみません。何て？」

　俺は声を聞くために、シャロ先輩の方へ顔を寄せる。

「あうっ……あ、その、凄い賑にぎやかだね、って」

「ああ、そうですね」

　シャロ先輩は何やら顔を赤くしていたが、周囲の騒さわがしさにあてられたのだろうか。

　そんな風にしながらしばらく店内をうろつく。

　クレーンゲームコーナーと銘めい打うたれた一画に入った時、ふとシャロ先輩が足を止める。

「あれ、かわいいね」

　シャロ先輩が指差したのは、クレーンゲームの景品だった。

　あれは、ネコをデフォルメしたぬいぐるみだろうか？

　デフォルメされすぎててよく分からない。

「じゃあ、これやってみますか？」

「うん！」

　ともあれ、シャロ先輩が気に入ったようなので、早さつ速そくチャレンジしてみる。

　クレジットを払はらい、ゲームスタート。

「じゃあ、最初はシャロ先輩からどうぞ」

「え、雷火くんのクレジットなのにいいの？」

「構いません」

　俺はシャロ先輩に場所を譲ゆずる。

「このボタンで操作するみたいですね」

「えっと……これで矢印の方に動くのかな？」

　シャロ先輩は試ためしにボタンを押す。

　すると、筐きよう体たいの中のアームが横に動き始めた。

「わっ！　わっ！」

　シャロ先輩はそれにビックリしてボタンを離はなしてしまう。

　そうしたら、今度はアームがピタリと止まった。

「あ、あれ？」

　先輩はカチカチともう一度ボタンを押すが、アームはウンともスンとも言わない。

「どうやらボタンを離したら止まる仕組みみたいですね」

「うー、もうちょっと横じゃないと、たぶんあれ取れないよね」

「とりあえず、今度は奥へ動かしてみたらどうですか？」

　促うながされて、シャロ先輩はもうひとつのボタンを操作する。

　今度は目当てのぬいぐるみのところでアームを止められたが、やはり最初のミスが痛かったようで、上う手まく摑つかむことができなかった。

「あ～……」

　空のアームを見つめながら、シャロ先輩は落らく胆たんの声を漏もらす。

「次は雷火くんがやってみて」

「そうですね」

　俺はシャロ先輩と入れ替かわり、筐体の前に立った。

　さっき見た限りでは、アームの挟はさむ力はかなりしっかりしているようだ。

　あれなら綺き麗れいにアームをぬいぐるみの横に入れられれば、まず間ま違ちがいなく摑まえることができるだろう。

「えーと、ボタンを離すタイミングとアームの制動は……」

　俺はさっきの先輩のプレイを思い出しつつアームを動かす。

　ボタンを離してからアームが実際に止まるのに[image: ０．１]秒……静止時に若じやつ干かんアームがブレるが、許容範はん囲い内の誤差だ。

　あとはさっきシャロ先輩が作ってくれたぬいぐるみ同士の隙すき間まに潜もぐり込ませれば……。

　狙ねらい通りの位置でアームは止められた。

　アームが降下し、ぬいぐるみを左右からガッチリと挟む。

　そのままアームは上じよう昇しようし始めるが、周囲のぬいぐるみが少し引っかかってしまった。

「！」

　そのせいで失敗するかと思ったが。

「わっ！　雷火くん凄い！」

　なんと、クレーンのアームは引っかかった物も一いつ緒しよに、まとめて二体のぬいぐるみを持ち上げた。

「……よし！」

　つい小さくガッツポーズなどしてしまう。

　それに気づいて少し恥はずかしくなったが、シャロ先せん輩ぱいは喜んでくれたようなのでよしとする。

「はい。どうぞ」

　俺は景品口からぬいぐるみを取り、両方彼女に手て渡わたす。

「わあーありがとう！」

　シャロ先輩はぬいぐるみをギュッと抱だき締しめる。

　よっぽどそのネコ（？）が気に入ったらしい。

　上手く取れてよかったと俺が思っていると、彼女はぬいぐるみの片方をこちらに差し出してくる。

「片方は雷火くんの部屋に飾かざろうよ」

「え？」

　その提案に俺は少し戸と惑まどったが。

「ええ、それじゃあ、そうします」

　彼女の笑顔に押されて、結局は受け取った。

『──おーおーかわいい趣しゆ味みになったなーライカー』

（うるさい）

　からかってくるバロールを黙だまらせる。

　まぁ……よく見ればなかなか味わい深い造形をしているネコだ……ネコだよな？

　さて、どこに飾ろうか……？

「えへへ、お揃そろいだね」

　シャロ先輩は嬉うれしそうに言う。

　図はからずもお揃いになったぬいぐるみだったが、彼女がこんなに喜んでくれたなら結果オーライか。

　俺がそう思いながらシャロ先輩のことを見つめていると。

「雷火さーん！　どこですかー？」

　俺の名前を呼ぶ声が聞こえた。

　マリアの声だ。

　俺も彼女の姿を捜さがし、筐体の向こう側にいるのを見つける。

「マリア！」

「あっ！　雷火、さん……!?」

　マリアは俺を見つけてぱあっと明るい顔を見せたが、直後にその表情が石みたいに固まった。

「マリア？」

　俺の呼びかけにも返事がない。

　その視線は、俺とシャロ先輩の持つぬいぐるみに注がれていた。

「ら、雷火さん。そのぬいぐるみは、いったいどうしたんですか？」

「ん？　いや、このゲームで取った景品だけど」

「そうじゃなくて、何でシャルロッテ先輩と同じ物を？」

「偶ぐう然ぜんふたつ取れた。それで片方を先輩にプレゼントしたんだ」

「そ、そうですか」

「？」

　妙みように根ね掘ほり葉掘り訊きいてくるな。

　それになんだか話し方がぎこちない。

「プレゼント……お揃い……雷火先輩が……」

　マリアはブツブツと何かを呟つぶやいている。

「マリアもこのぬいぐるみが欲ほしいのか？」

「えっ!?」

　俺が尋たずねると、マリアは驚おどろいた顔をする。

　……まさか独り言が声に出ていたのに気づいてなかったのか？

　マリアは頰ほおを少し赤くして。

「い、いえ、大だい丈じよう夫ぶです！　あっ、飲み物買ってきますね！」

　彼女らしからぬ大きな声を上げて、そそくさといなくなってしまった。

　俺は彼女の背中が消えた筐体の角をしばらく見つめ、

「何かあったのか？」

　と、首を傾かしげた。

「……」

　以上のやり取りを横で眺ながめていたシャロ先輩は、難しい顔をしたまま特に何もコメントしなかった。
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「もう！　もうっ、雷火先輩は異性に対して脇わきが甘すぎます！」

　私──マリア・ミントはゲームセンターの中を歩きながら、先さき程ほどの光景を思い出して腹を立てていた。

　天華さんとプリクラを撮とり終えて戻もどったら雷火先輩の姿が見えず、店内を捜し回っていたらシャルロッテ先輩と一緒にいて……。

　いや、千歩譲ゆずって一緒にいるのはいいとして。

「あんなっ、公共の場でイチャイチャしてるなんて……ハレンチです！」

　涙々さんのようにベタベタとくっついていたわけではないが。

　何と言うか……ふたりの間に流れる空気が、凄すごく！　ピンク色だった！

[image: ]

　お揃いのぬいぐるみを抱だいた、シャルロッテ先輩のはにかんだ笑え顔がお。

　とてもかわいらしかった。

　それに幸せそうだった。

（なんて羨うらやましい！）

　声にして叫さけぶのを我が慢まんして、心の中で叫ぶ。

　これは嫉しつ妬とだ。

　私個人の、醜みにくい感情だ。

　だから、本当は雷火先輩に怒おこるのはお門かど違ちがいだ。

　彼がやさしいのは昔から知っている。

　教会の施し設せつで泣いている私に、最初に手を伸のばしてくれたのは、彼なのだから。

　そのやさしさを独ひとり占じめしたいと思うのは、私の我わが儘ままに過ぎないことも、心の底では分かってる。

（でもやっぱり羨ましい！）

　雷火先輩は同じ物をクレーンゲームで取ってくれると言っていた。

　けど、それだとなんだか「私は二番目」という気がして、悔くやしくて、つい断ってしまった。

　本当は、ちょっと欲しかったけど……。

　人の心はなんて儘ままならないのだろう。

　自分の心も。他ひ人との心も。

　思い通りになる気持ちなんてひとつもない。

　もしひとつでも思い通りになるのなら……。

　ずっとずっとこの心に秘ひめている気持ちを、雷火先輩に伝えたいのに。

「……」

　私は一度、立ち止まる。

　少し頭を冷やそう。

　興奮して、莫ば迦かな考えを持ってしまった。

　私は雷火先輩のパートナー。

　彼を十全にサポートするのが役目だ。

　私たちがいるこの島は破は壊かいの神々が住む異い端たんの島。

　そんな場所で、私たちは教会から与あたえられた任務を遂すい行こうしている最中だ。

　愚おろかな思考に支配されて私がミスをすれば、それは雷火先輩の死につながりかねない。

　それだけは絶対にあってはならない。

　私が死んでも、彼だけは。

　訓練の時と同じように。

　彼にとっての最善。

　彼の生存を最優先に。

　場合によっては私自身を──この気持ちを──捨てることになったとしても、神仙雷火のために私という存在を使い切る。

　そう願って、そう誓ちかって、私はこの島に来たはずだ。

　頭を、心を、乱してはいけない。

「すぅ……」

　私は深呼吸をして、ゆっくりと息を吐はく。

　それで無む駄だな熱を体外に吐き出した。

　…………。

　…………。

　よし、大丈夫。

「そうだ。ジュースを買っていかないと」

　私は去り際ぎわに自分の言ったことを思い出し、自じ販はん機きを探す。

　確か、入り口から見て正面の、奥の方にあったはず。

　私は記き憶おくを頼たよりに、そちらへ向かう。

　と。

　ガシャンッ

　自販機でジュースを買う時の音が進行方向から聞こえた。

　どうやら記憶に間ま違ちがいはなかったようだ。

　それはいいのだが。

　ガシャンッガシャンッガシャンッ

（随ずい分ぶんとたくさん買われてる方がいますね）

　音の連続の仕方からして、ひとりの人が何本も同時に買っているようだ。

　と、最初はそう思ったのだけれど。

　ガシャコンガシャコンガシャコガシャガッガッゴッ

　いくら何でも買いすぎな気が……。

　段々ジュース缶かんの落ちる音がおかしなことになってきている。

　誰だれかが相当無茶な買い方をしているようだ。

（自販機前にいるのが変な人でなければいいけど……）

　私はそんなことを考えながら、ようやくジュースの自販機が見えるところまで辿たどり着く。

　するとそこにいたのは、予想に反して小こ柄がらな女の子だった。

　いや、この島には15歳以上の子供と大人たちしかいない。

　たとえ小学生くらいの背せ丈たけでも、彼女も歴れつきとした高校生なのだろう。

　そのわりにはメチャクチャなことをしているけれど……。

「あのぅ」

「？」

「あの、缶が詰つまってしまいますよ？」

　私は自販機の取とり出だし口ぐちを指差し、少女に教えてあげる。

「……またか」

「？」

「今日で二度目だ。奴やつにも同じことを申したが、気になるならキサマが取れ」

　言うだけ言って、少女はまた前を向いてしまった。

　そして、相変わらず取出口を詰まらせたまま、新たなジュースを購こう入にゆうし続ける。

　わ、我儘……。

　物心ついて以降は奥ゆかしい国民性の日本で暮らしていた私には、とても真ま似ねできない所行だ。

　けれど、ここで無視して帰ることもできないのが、私の性さがというべきか。

「はぁ……」

　私は若じやつ干かんため息をつきながら少女の代わりに取出口から缶を抜ぬき出す。

　できれば早く戻って、雷火先輩とシャルロッテ先輩があれ以上イチャイチャするのを止めたいのだけれど。

　なんて思いつつ、詰まった缶を一本一本取り出していく。

「……？」

　ふと視線を感じて顔を上げる。

　先程まで狂くるったように自販機のボタンを押していた少女が、ジッと私の顔を見ていた。

「な、何ですか？」

「……」

　相手は答えない。

　無言で見つめ合う。

　少女の目は、何か……そう、吸い込まれそうなほど美しく。

　同時に、言いようのない恐きよう怖ふを想起させるほど深い色をしていた。

（吞のまれる……!?）

　蛇へびに睨にらまれたカエルのように私が硬こう直ちよくしていると。

「やや人工物の嫌きらいがあるが、悪くない素材だ」

　そう呟つぶやいて、少女はふと私の頭に触ふれ──

「今こ宵よいの贄にえはキサマでよさそうだ」




　──私の意識は、そこで途と絶だえた。
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「……遅おそいな」

「え？」

　俺の呟きに、シャロ先輩が反応してこちらを振ふり向く。

「どうしたの？」

「いえ、マリアが戻もどってこないので」

　ゲームセンター内に自販機があることは確かく認にんしてる。

　ここはさほど広い店でもない。

　俺たちはクレーンゲームのコーナーから動いていないし、見失うということもないはずだ。

　それなのにもう十分も経たっている。

「……」

　おかしい。

　マリアがこんなことに手間取る少女でないことはよく知っている。

　だからこそ、断言できる。

　彼女の身に不ふ慮りよの事態が発生したのだと。

「すみません。ちょっと見てきます」

「あっ、わたしも」

　俺とシャロ先輩は自販機があった場所へ向かう。

「……！」

　気がつけば、早足になっていた。

『──おーおー、嫌いやな予感がするなあ』

　バロールが嗤わらう。

　今はこの上なく癇かんに障さわったが、無視する。

　確かに嫌な予感がしていたからだ。

　この島で人が突とつ然ぜん姿を消す理由。

　それは、今俺たちが追っている最中の……ッ！

「ッ……いない！」

　自販機の前に辿り着くが、そこにマリアの姿はなかった。

　念のため店内にほかの自販機がないか探すが、ない。

「すみません。トイレの方を見てきてもらっていいですか？　俺は國崎たちがマリアを見てないか確認してきます」

「う、うん！　分かった」

　俺とシャロ先輩は二手に分かれる。

　國崎たちは対戦格かく闘とうゲームの筐きよう体たいにいた。

「うぎゃー！　涙々ちゃんホントに初心者!?」

「奥おう義ぎテキトーに撃うってもそんなの当たらないわよ」

「るいるい上う手まーい」

　涙々に天華、それに櫛鉈先輩も一いつ緒しよだ。

「國崎！」

「ん？　おっ、雷火じゃん。どした？」

「マリア見なかったか？」

　俺は若干焦あせりながら國崎に尋たずねる。

　彼は小首を傾かしげながら。

「さっき雷火を捜さがしにいったけど……え、一緒じゃないのか？」

「……そうか」

　俺は念のため涙々たちにも確認を取るが、誰もマリアを見ていなかった。

「涙々。ちょっと」

「んー？」

　俺は涙々を連れ出し、少しみんなから離はなれる。

「マリアが例の連続失しつ踪そう事件に巻き込まれた可能性がある」

「フーン、それはマズいわね」

　涙々は厳しい表情で頭を搔かいた。

「雷火なら分かってると思うけど、連続失踪事件の犯人とレオン君の言っていた殺さつ人じん鬼きって、たぶん同一人物で、神格適合者の可能性が高いわよ？」

「そんなことは分かってる」

　俺は少しイラ立ちながら涙々の話を遮さえぎる。

「涙々。単刀直入に訊きく。このあとすぐ戦えるか？」

　俺は魔ま眼がんの支配力を以もつて、噓うそ偽いつわりのできない質問をする。

　涙々は肩かたを竦すくめ。

「程度によるわ。敵がどんな神か分からないけど、大量の贄を扱あつかう大規模術式を展開しようとしているなら、たぶん魔ま術じゆつを主力とする神。けど今の私は英霊宮殿フオールクヴアングを破は壊かいされた影えい響きようで、魔術神としての格が傷ついてる。魔術合戦になったら勝算は薄うすいわ」

「……そうか」

　この状態の涙々を戦場に連れて行くのは危険か。

　手痛い戦力ダウンだが、仕方がない。

「なら涙々は鷹たかの羽は衣ごろもで、空からマリアを捜せ。俺は別のアテを捜す」

「えーまだ生徒がたくさんいる時間よ。下からスカートの中見られちゃう」

「黙だまって言う通りにしろ！」

「はーい」

　思わず怒ど鳴なりつける俺に、涙々は手をひらひら振って國崎たちの方へ行く。

「ごめーん。私、ちょっと用事思い出しちゃったから、今日はもう帰るね」

「あっ、そうなの？　じゃあ、リベンジはまた今度だな」

「國崎なら百回やっても返り討うちだよ」

「ちくしょー！　絶対練習しとくから！」

　悔くやしそうにする國崎に涙々は笑って。

「じゃ、またね～」

　彼女はカバンを持って去っていく。

　それと入れ違ちがいに、女子トイレを見に行っていたシャロ先輩が戻ってきた。

「はぁ、はぁ、雷火くん」

「どうでしたか？」

「ごめん。やっぱりいないよ」

「そうですか……」

　期待はしていなかったが、落らく胆たんしてしまう。

　マリアが俺に何も言わずに勝手に帰るのは[image: ひやく]％あり得ない。

　同じ施し設せつの訓練を潜くぐり抜けた者として、その辺の一いつ般ぱん人相手に不覚を取ることもないと断言できる。

　もはや最悪の事態を受け入れるしかないだろう。

　マリアは、生徒を攫さらっては殺して血を抜く残ざん忍にんな神に、その身を捕とらえられたのだ。

「シャロ先輩。すみません」

「え？」

　俺は驚おどろくシャロ先輩の瞳ひとみを覗のぞき込む。

「起きろブリュンヒルデ」

　魔眼の命令。

「───ん」

　シャロ先輩の奥底に眠ねむっていたヴァルキリーが目覚める。

「神仙雷火」

「話している暇ひまはない。今は俺に隷従したがえ」

　無む駄だ口ぐちを叩たたく時間はまったくない。

「悪い國崎！　俺たちも用事を思い出した。帰る」

「って、雷火たちもかよ」

「本当にスマン！　櫛鉈先輩もすみません。それじゃ」

「雷火くん、あたしはー？」

「、、、天華もまた明日あしたな！」

「はーいまた明日ー」

　天華に手を振って見送られ、俺とブリュンヒルデはゲームセンターを出る。

　店内では分からなかったが、もう黄昏たそがれ時どきだ。

　そろそろ夜時間のアナウンスが流れる頃ころだろう。

「マズい。早くしなければ……！」

　敵が何をするつもりなのか未いまだに不明だが、少なくとも犯人はこれまで秘ひ密みつ裏りに準備を進めてきた。

　となればおそらく、殺人現場を人の目に触れさせないため、犯行に及およぶのは生徒がいなくなる夜時間に入ってからのはず。

　それがタイムリミット。

　時間がない。

「チッ！」

「おい待て。どこへ行くんだ？」

　駆かけ出す俺のあとについてきながら、ブリュンヒルデが尋ねてくる。

　俺はそれに振ふり返りもせず。

「まずは南寮りようだ。そこで、あいつに連れん絡らくを取る！」

「あいつ？」

　ブリュンヒルデがまた疑ぎ問もん符ふを投げかけてくるが、今は返事をする間も惜おしい。

「マリアッ……！」

　俺はただ全力で、南区の人混みを駆け抜ぬけていった。








第五章　冥めい府ふの王









　　　　１




　南寮にようやく到とう着ちやくした。

　全力疾しつ走そうをしてきたというのに、こんなにも自分が遅おそいと思ったのは初めてだ。

　俺は玄げん関かん脇わきの寮監室の窓を叩く。

「ハイハイ、何か……」

「電話を貸してくれ！」

「はい」

　寮監は以前マスタキーを手に入れる時に『支配』しておいたので、俺の命令にすぐ従う。

　俺は寮監室の電話を借り、東寮の番号にかける。

『はい。東寮』

　数コール後に電話に出たのは、東寮の寮監だった。

「すみません。そちらの生徒をひとり呼び出して欲しいのですが」

『呼び出し？　というか、君は』

「緊きん急きゆうなんです！　早くお願いします！」

『はぁ……で、誰だれを？』

　東寮の寮監はやや呆あつ気けに取られた声で、呼び出す相手の名前を尋ねてくる。

　俺は名前を告げ、相手は一度電話を置く。

「……ッ」

　ああ、クソ、焦じれる。

　何をもたもたしてるんだ。

　いや、落ち着くべきなのは俺だ。

　別に向こうがそんな特別時間がかかっているわけではない。

　寮りよう内ない放送を使うにしろ、相手が自分の部屋から出てきて、寮監室に辿たどり着くまで一、二分はかかるものだ。

　そんなのは当然だ。慌あわてるようなことじゃない。

　それなのに、気がつけば俺の足は無意識の内に壁かべを細かく蹴けっていた。

　まったく平静じゃない。

　落ち着け。

　もう一度自分に言い聞かせる。

　確かに今は一分一秒が惜しい。

　だからといって焦あせった判断は命取りだ。

　だが……。

「早くしてくれ……」

　俺はもはや願うように、受話器に向かって呟つぶやく。

　そうやって、どれだけ煩はん悶もんの時が過ぎただろう。

　たぶん、実際は二分もかかっていない。

　ようやく向こうから、受話器を手に取る音が伝わってきた。

『はい。レオンですけど』

「レオン！　俺だ、昼間に話した神しん仙ぜん雷らい火かだ」

『ああ、何だ雷火君か。寮監さんが名前を聞いてないって言うから誰かと思っ』

「すまない。今は無む駄だ話ばなししてる時間はないんだ」

　俺は相手を遮さえぎり、本題に入る。

「俺を覚えてるってことは、まだ今日の記こ憶とは覚えてるんだな？」

『うん。僕の記憶がリセットされるのは明け方だから』

「マリアが攫われたんだ」

『え？』

　レオンの声に緊きん張ちようが走る。

『それって、雷火君たちと一いつ緒しよにいた？』

「そうだ。おそらく、例の奴やつの仕し業わざだと思う」

　寮監が近くにいるので、俺は言葉をぼかす。

　それでレオンには伝わったようだ。

　向こうから頷うなずく気配がする。

『分かった。僕に手伝えることがあったら何でも言って』

「なら早さつ速そくだが、レオンはいつも勘かんで例の奴の居場所が分かるって言ってたよな？　今はどこにいるか分かるか？」

　俺が真っ先にレオンに連絡を取った理由はそれだ。

　彼の持つ何かしらの探たん索さくスキル。

　それに縋すがるのが、おそらく最短でマリアに追いつく術すべだ。

　ややあって。

『……北かな』

「北？」

『ごめん。実はいつも大まかな方角が分かるだけなんだ。ここからだと、今は北としか言えない。距きよ離りがある気がするから、たぶん北区だと思うけど』

「分かった。じゃあ、モノレールの北区第二駅まで来てくれ。そこで合流しよう」

『うん。分かった』

　俺は電話を切る。

「話は聞いてたな。ついてこい」

　俺はブリュンヒルデの返事を待たず、彼女に命令をくだす。

「今のことは忘れろ」

「はい」

　去り際ぎわに寮監に命令した上で、俺はブリュンヒルデとともに寮を出た。

『もうすぐ夜時間です。生徒は寮に帰りましょう』

　いつの間にか島内アナウンスが流れ始めていた。

　これが始まったということは、陽ひが完全に沈しずむまであと一時間足らず。

　フレイヤを呼び戻もどす時間はないか……。

「クソッ！」

　俺は再び全力で駆け出した。
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　俺たちが北区第二駅に着いたのは、南寮を出て三十分後だった。

「雷火君！」

　先に来ていたレオンが改札口を出たところから手を振ってくる。

　俺は周りの生徒を押しのけながら彼の許もとへ向かった。

「奴の居場所は!?」

「やっぱりこの北区にいるよ。ここからはそんなに離はなれてないと思う」

「よし、急ぐぞ」

　挨あい拶さつする手間も惜しんで、俺たちはレオンを先頭に走り出す。

　三人組で全力疾走する俺たちに、道行く生徒は奇き異いの視線を向ける。

　これまでヘタにめだつ行こう為いはなるべく避さけてきた。

　だが、今は状じよう況きようが状況だ。

　俺は周りの視線を無視し、ひたすらレオンについていく。

　やがて。

「たぶん、マリアはこの中だよ」

　レオンがそう言って指し示したのは。

「遊園地？」

　俺は目の前のアーチを見上げる。

　その向こうには柵さくに囲まれた広大な敷しき地ちに、各種アトラクションが見え隠かくれする。

　そういえば北区は巨きよ大だいな娯ご楽らく施し設せつが多い区画だと誰かが言っていた気がする。

　この遊園地もそのひとつだろう。

　営業しているのは主に日曜日のみで、平日は当然閉まっている。

　門の外から見ても、わずかな常夜灯を除き、園内に明かりの点ついている様子はなかった。

「まずは中に入ろう。警備員に見つかると面めん倒どうだ」

「うん。それはいいんだけど、シャルロッテもついてくるの？」

　レオンはブリュンヒルデを見ながら訊きいてくる。

「……」

　この際、仕方ないか。

「彼女も実は俺たちと同じ特別な力の持ち主なんだ」

「えぇ!?　そうなの!?」

「ああ、だから彼女にもマリアを捜さがすのを手伝ってもらう」

「そっか。分かった」

　レオンはあっさりと俺の言い分を受け入れ、頷いた。

　その精神年ねん齢れいゆえか、あまり人を疑うということを知らないようだ。

「じゃあ、シャルロッテも改めてよろしくね」

「私のことはブリュンヒルデと呼べ」

　ブリュンヒルデはやや不ふ機き嫌げんそうに言った。

　だが、言われた側のレオンには何のことか分からなかっただろう。

「？」

「あー……戦いの時は違ちがう名前になるんだ」

　俺は適当に言い繕つくろう。

　シャロ先せん輩ぱいとブリュンヒルデの関係を説明するには、今からだと時間がかかりすぎる。

「そっか。変身ヒーローみたいなものだね。あとで写真にメモしておくよ」

　レオンは笑え顔がおで頷いた。

　その端たん的てきな理解は素す直なおにありがたい。

「じゃあ、行くぞ」

　そう言って、俺は真っ先に柵を跳とび越こえた。

　続いてレオンとブリュンヒルデも柵を越えてくる。

　俺たちはまず外から見えない物もの陰かげにまで移動し、一度呼吸を整えた。

「レオン。マリアのいる方角は？」

「えっと、またごめんなんだけど、近すぎると今度は近くにいる気がする以上の感覚は摑つかめなくなるんだ」

　レオンは申し訳なさそうに言う。

「けど逆に言うと、それだけ近いってことなんだ。だから、ここからは手分けして捜した方がいいと思う」

「了りよう解かいした」

　俺はわずかに考え。

「レオンは東回りに、俺とブリュンヒルデは西回りに園内を捜そう。マリアか、あるいは怪あやしい人間を見つけたら何か合図を送ってくれ」

「分かった」

　レオンは頷くと、すぐに東の方へと走っていった。

　その躊躇ためらいのない行動に感謝しつつ、俺はブリュンヒルデの方を振ふり返る。

「俺たちも行くぞ」

「それはいいが、なぜ私たちも別行動しない？　その方が効率がいいだろう」

　ブリュンヒルデは訊いてくる。

　納なつ得とくがいかないという顔をしていた。

　俺は面倒に思いながら。

「キサマでは敵の神格適合者に出くわした時、ひとりで対処し切れるか不安が残る。だから俺と組ませた」

「なっ……キサマはまたそうやって！」

　ブリュンヒルデは柳りゆう眉びを逆立てる。

　ある意味いつものことだが、今は構っている時間がない。

「いいから黙だまって隷従したがえ」

「……！」

　女め神がみを黙らせ、俺も西回りに移動を開始する。

　レオンの勘が正しいのなら、敵はこの園内にいる。

　ただし、それはマリアを攫さらったのが彼の追う殺さつ人じん鬼きである場合だ。

　十中八九間ま違ちがいないとは思うが。

　もし違っていたら……。

　いや、違っていたのなら逆にマリアの生存率は高くなるのかもしれない。

　異い端たんの神が相手でなければ、彼女もそう簡単に不覚を取るはずが……。

　だが、相手が誰だれであるにしろ、不覚を取ったから彼女の姿は見えなくなったのではないか？

「……」

　焦あせる。

　　　焦る。

　　　　　焦る。

　焦るな。

　冷静さを失った時、人は足許の小石に転ぶ。

　そう師し匠しように教わった。

　それはその通りだと思うし、今も必死に平静さを取り戻そうとしている。

　しかし……マリアのピンチなのだ。

　教会の施し設せつで苦楽をともにしてきた彼女が。

　こんな危険な任務に、自ら志願してついてきてくれた彼女が。

　今まさに、あの死体のように首を搔かき切られているかもしれないと思うと、全身の血が逆流しそうになる。

　クソ……絶対にそんなことさせてたまるか。

　ともかく行動しなければ。

　もしかしたら敵はすぐそこに……。




　ガシャンッ




「……!?」

　不意に聞こえたその音に、俺は思わず息を吞のんだ。

　今のは……どう考えても自じ販はん機きの音だ。

　夜時間間際に、営業時間外の遊園地で、ジュースか何かを買っている──何者か。

　東回りに捜そう索さくに向かったレオンがこんな西側にもう来ているわけがない。

「……」

「……」

　俺はブリュンヒルデに目配せし、音の発信源の方へ歩を進めた。

　ガシャンッガシャンッ

　ジュースの缶かんが落ちる音はまだ聞こえてくる。

　あまりに不用意。不用心。

　いったいどんな奴やつなんだ？

　いよいよ音が近くなってきた。

　俺は建物の陰かげから、そっと向こう側を覗のぞく。

　そこには予想通り自販機があった。

　暗い園内で、自販機のディスプレイが煌こう々こうとした光を放っている。

　問題の何者かはその自販機に向かって立ち、俺には背を向けていた。

　だが。

「……」

　あの後ろ姿には見覚えがある。

　髪かみの色。

　髪の長さ。

　自販機の一番上の段のボタンに届かない背の低さ。

　伸のばした指の細さすら記き憶おくに新しい。

　間違いない。

（エミリーだ）

『──ウヒヒヒ、なんだ、そういうことなら遠えん慮りよなく『支配』できるな』

　バロールは厭いやらしく嗤わらう。

　その下げ卑びた思考はともかく、エミリーを『支配』するのには俺も賛成だ。

　彼女がこんなところで何をしているのか聞き出す必要がある。

　俺はエミリーの周囲に目を配る。

　だが近くにマリアの姿は見当たらなかった。

「……ん？」

　不意に、こちらに背を向けていた少女が声を漏もらす。

　一心不乱にジュースを買っていた指を止めて小首を傾かしげ。

　こちらを振り返った。

「そこで余よを盗ぬすみ見たる者ども。疾とく姿を現し、頭こうべを垂れよ。今ならばまだ弁明の余地を与あたえてやる」

「……！」

　バレた。

　なぜ？

　俺たちは完全に奴の死角にいたはずだ。

　それなのに、奴は「者ども」と、こちらが複数であることまで言い当てた。

　答えは分からない。

　だがこれで奇き襲しゆうは不可能となった。

　なら、むしろ姿を晒さらし、話術によってマリアの居所を探さぐるべきか。

「……」

　俺は双そう銃じゆうを抜ぬいたまま物陰から出る。

　ブリュンヒルデも俺に続いた。

「ん？　キサマは……」

　エミリーも俺の顔を見て反応を示す。

　どうやら向こうも俺のことを覚えているようだ。

「これも奇き縁えんか」

　エミリーは呟つぶやく。

　それから彼女は腕うでを組み、

「して、その目を見るに、偶ぐう然ぜんここへ迷い込んだというわけではあるまい。余に何か用か？」

　と、尊大な口調で尋たずねてきた。

「……マリアはどこだ？」

　俺は気を張り詰つめながら訊きく。

　エミリーは小首を傾げ。

「マリア……？　ああ、もしかしてこの女のことか？」

　彼女がそう言うと。

　そのすぐ傍そばの噴ふん水すいにもたれかかるマリアの姿が。

「!?」

　いつの間に彼女はあそこに？

　周囲の状じよう況きようは事前に確かく認にんしていた。

　間違いなく、噴水の傍には誰もいなかったはずだ。

　それこそ突とつ然ぜんそこに現れたようだ。

「このマリアという女がどうした？」

「彼女を返せ」

「？　こいつはただの人間の女だぞ。何に使うにせよ、ほかに代用品もあろう。何なに故ゆえ余の手を煩わずらわせる。答え如何いかんによっては容よう赦しやせぬぞ」

　エミリーは俺が人格を消されたただの神格適合者と思っているのだろう。

　だからそんなふざけた質問をする。

「俺は人間だ。神にこの魂たましいを侵おかされてなどいない」

「……！」

　俺の答えに、エミリーは少し目を丸くした。

　俺はその間にマリアの状態を確認する。

　呼吸はしている。ケガなども見受けられない。

　格好も最後に出会った時のままだ。

　とりあえず今のところ、何もおかしなことはされていないように見える。

　そのことにひとまず安あん堵どするが。

　問題は、どうやってマリアをエミリーから奪とり返すかだ。

「では人間。改めて問うが、この女はキサマの物か？」

「物じゃない。だが、俺にとって大切な存在だ」

「……なるほど。キサマらの事情と主張はよく分かった」

　エミリーは腕うで組ぐみしたまま頷うなずく。

　そして。

「その愚おろかな一いち途ずさと先だっての余に対する献けん身しんに免めんじて、これまでの不敬は赦ゆるす。判決は以上だ」

　彼女は一方的に告げ、

「ではこの場から疾く立ち去れ」

　さらに、何の澱よどみもなくそう宣告した。

　何を言ってるんだ……こいつは？

「……誰が帰るか。マリアを奪り返すまで、俺はキサマと戦うぞ」

「フンッ」

　エミリーは俺の不退転の覚かく悟ごを鼻で笑う。

「キサマが余に見せた献身とその事情を汲くみ、命を拾う機会を与えてやったというのに。やはり人間は愚かなままだ」

「人の愚かしさを神キサマに論じられる謂いわれはない」

　俺は緊きん張ちようを高めながら銃を構える。

「俺がキサマに願うことがあるとすればただひとつ──疾く、死ね」

「……っ」

　エミリーは眉み間けんにシワを寄せる。

　その顔は憤ふん怒ぬに満ちていた。

　ゴミと罵ののしってきた虫けらに叛はん旗きを翻ひるがえされたような、そんな一方的な屈くつ辱じよくを味わった顔。

『──嗚あ呼あ、いいねぇ。そそるねぇ』

（ああいうのがキサマの趣しゆ味みかバロール）

『──俺サマのストライクゾーンは宇宙よりも広いが。そうだな、言うなればあれは、ぜひとも屈くつ服ぷくさせて犬ころのように扱あつかって、プライドをズタズタにしてやりたいタイプの雌めすだ』

（その性せい癖へきにはつき合えないが、俺の戦いにはつき合ってもらうぞ）

　俺はブリュンヒルデにだけ聞こえるように声を潜ひそめる。

「最優先目標はマリアの奪だつ還かんだ。いいか？　彼女を助けられると思ったら、俺がいかなる状態だったとしてもこの場からの離り脱だつを優先しろ」

「……分かった」

　ブリュンヒルデは俺の命令に頷き、騎き士し甲かつ冑ちゆうと剣けんを召しよう喚かんする。

　その表情は不満半分、納なつ得とく半分といったところだ。

　マリアを助けるのが優先なのには納得だが、逃にげる前提なのには不満があるということか。

　俺たちふたりが短い相談を交かわしていると。

「この戦争の勝者は初めから余と決まっている。ゆえに争うことに益なし。こんな戦いは戯たわむれに過ぎんが、その不敬の罪は償つぐなわせなければなるまい」

　エミリーは腕組みをしたまま、傲ごう岸がんに言い放った。

　すでに陽ひも暮れた。

　夜時間──神話代理戦争の開幕だ。

「行くぞ！　お前は右だ！」

「ッ！」

　俺とブリュンヒルデは左右に分かれながら突とつ撃げきする。

　エミリーはまだ戦せん闘とう態勢どころか、腕組みも解いていない。

　奴が俺たちのどちらか一方に攻こう撃げきを加える間に、もう一方がマリアを救出。

　その後はそのままマリアを連れて離脱し、残された方は時間を稼かせぐ。

　エミリーの実力は未知数だ。

　ひとりで押さえきれるかどうかも分からない。

　だが戦闘を続けていれば、いずれ戦闘音に気づいたレオンが駆かけつけてくれるはずだ。

　援えん軍ぐんのアテがあるなら長期戦にも希望はある。

　それが俺の目もく論ろ見みだった。

　が。

「やれ」

　エミリーはただひと言発した瞬しゆん間かん。

「アァアア！」

　ブリュンヒルデの悲鳴が響ひびき渡わたる。

（何が!?）

『──知るか』

　俺もバロールも、敵からの攻撃を認識できなかった。

　いや、そもそも敵の姿すら見えなかった。

　だが、現実にブリュンヒルデは倒たおれ、その背中の甲かつ冑ちゆうからはシュウシュウと煙けむりが上がっていた。

「!?」

　俺は咄とつ嗟さに背後に銃の片方を向けるが、やはりそちらには誰もいない。

　待て。

　本当にいないのか？

　そうではなく……単に見えないだけなのでは、、、

「ッ、、チィ!?」

　俺は急激に背筋に走った悪お寒かんに従ってその場に伏ふせる。

　直後、頭上を何かのエネルギーの奔ほん流りゆうが通り抜けていった。

　続けて、轟ごう音おん。

　だがそちらは見ない。

「！」

　俺は自分の中心に、音がした位置と対角線上の方向に向けて銃じゆう弾だんをバラ撒まく。

　銃弾はジェットコースターの支柱などに跳はね返り、火花を散らした。

　手て応ごたえはなかった……だが、今の攻撃で分かった。

　エミリーは「不可視の敵」を操あやつっている。

　つまりフレイヤの戦乙女ロード・オブの女王・ヴアルキリーやフォールクヴァングの英えい霊れい宮きゆう殿でんのような、召喚・使し役えき系の能力を持っていると考えるべきだ。

　だがそうと分かっても油断できない。

　何しろ敵は見えない場所からこちらを襲おそってくるのだ。

　しかも先さき程ほどの攻撃方法からして、敵は遠えん距きよ離りからこちらを攻撃できる。

　ブリュンヒルデの甲冑から煙が上がっているのと、先程感じた熱量からして、何かレーザー兵器のような攻撃に近い物を敵は使うようだ。

　俺は倒れているブリュンヒルデに駆け寄る。

　目視で確かめた限り、呼吸はしているし、命に別状はない。

　こいつ自じ慢まんの騎士甲冑が彼女を護まもったようだ。

「……ッ！」

　俺は彼女の体を護るような位置で油断なく周囲を警けい戒かいする。

　その警戒に、どれほどの意味があるというのか……。

　どうする!?

　対処法を一秒で考えろ！

『──魔ま眼がんを使え』

（使えるなら使ってる！）

　だが昼間にバロールが無む駄だ打ちしたせいで、今夜はあと二回しか使えない。

　敵は不可視の相手だけではない。

　今はまだこちらを見下しているだけのエミリーも、俺たちがマリアに手を出そうとすればさらなる妨ぼう害がいを加えてくるはず。

　それを躱かわし、出し抜ぬき、この場を逃のがれなければならない。

　そのためにも魔眼は温存する必要がある。

　ここで不可視の相手に魔眼を使えば、当然エミリーに能力を見られることになる。

　それでもし対策を打たれたらほぼ詰つみだ。

『──ライカ！』

（黙だまってろ。本当の死線はまだこの先にある！）

　スサノオ戦の前にも、『祝福』を使うかどうかでこいつと少し揉もめた。

　そういえばフレイヤ戦でも、黄金グルヴエイグ魔術テイアーズを前に『石化』を使うか否いなかで意見が割れた。

　バロールといいブリュンヒルデといい、こいつらとは悉ことごとく反りが合わない。

　別にそれが悲しいとか嫌いやだとかはこれっぽっちも思わないが。

　俺は俺の判断を信じる。

　意固地になっているわけじゃない。

　アテは最初からあるのだ。

「───」

　俺は肉体のリミッターをはずす。

　今回は特に、感覚器官の枷かせを最大まではずした。

　視覚・聴ちよう覚かく・嗅きゆう覚かく・触しよつ覚かくが鋭えい敏びんになる。

　空気の流れまで感じる。

　さっきの銃じゆう撃げきで剝はがれた支柱のペンキの模様も細かく見える。

　左後ろの限りなく無音に近い足音を聞──

「ッ！」

　──瞬間、俺はそちらへ向けて撃うつ。

　当たるとは思わない。

　いかに音で居場所を察知しても、見えないという敵のアドバンテージはデカい。

　だが、構わない。

　今のは威い嚇かく射しや撃げき。

　時じ間かん稼かせぎだ。

「ッ！」

　今度は右！

　片方の銃を撃ちきり、マガジンチェンジャーで弾だん倉そうを交こう換かんする。

　その間はもう片方の銃をいつでも撃てるように構えておく。

「無駄に足あ搔がくな。おとなしく余の裁きを受けよ」

　その時、エミリーが話しかけてくる。

　相変わらず腕うで組ぐみしたまま、尊大な口調だ。

「なら、何で最初にブリュンヒルデを狙ねらった？」

　俺は問い返す。

「単に邪じや魔ま者ものから先に排はい除じよしただけだ」

「邪魔？」

「よもや、余の裁きがこの程度だとでも？」

　エミリーは目を細める。

「罪人には罪人に相応ふさわしき刑けい罰ばつ者がいる。キサマは生きながらにして五体を喰くわれるだろう」

「それは……恐おそろしいな」

　軽口を叩たたきながら、俺は思考する。

　奴やつのセリフの端はし々ばしに入る「裁き」や「罪人」といった単語。

　まるで裁判官のようだ。

　ヒントは揃そろいつつある。

　あと少し情報を手に入れれば、エミリーの体に巣喰う神の正体に辿たどり着ける。

　だがまずは目の前の状じよう況きようをクリアしなければ。

　まだか……。

　まだなのか……。

　俺が心の中で同じ言葉を反はん芻すうしている時。




　彼はようやく現れた。




「雷火君！」

「レオン！」

　園内の東を調べていたレオン。

　彼が銃じゆう声せいを聞きつけて、ここへ駆けつけてくれるのを待っていた。

　こちらへ走ってきた彼はそのままジャンプし、エミリーの頭上を飛び越こえて俺たちの傍そばに着地する。

「！　ブリュンヒルデ！」

　レオンは傷ついたブリュンヒルデを見て叫さけぶ。

　彼は倒れた女騎き士しの傍に跪ひざまずくと、自身の右手で拳こぶしを作る。

　そして、その右拳を再び開くと。

「蓮れん華げ？」

　そこには蓮華の花が咲さいていた。

　彼はその花を迷わずブリュンヒルデの首筋に載のせ、いや、植える。

　まるで冗じよう談だんのようだが、その蓮華の花は確かにブリュンヒルデの皮ひ膚ふに根付いていた。

　だがそれもわずかな間のこと。

　蓮華はそのまま彼女の体に吸収されるように消えてしまう。

「レオン。今のは？」

　俺は不可視の敵を警戒しつつレオンに尋たずねる。

「えっと、ごめん。自分でもよく分からないんだけど、こうした方がいいと思って」

　レオンはややしどろもどろに答える。

　その曖あい昧まいな言葉にはさすがに不安を覚えたが、よく見れば彼女の甲冑でも守り切れなかった肩かたや腕うでの火傷やけどが跡あと形かたもなく消えていた。

　それまで苦しんでいたブリュンヒルデの呼吸も徐じよ々じよに落ち着いてくる。

（治ち癒ゆ能力の一種か？）

『──現象だけ見ればそうみたいだなあ。どれだけ多芸な神なんだこいつ』

　バロールが呆あきれたように言う。

「……」

　蓮華は水の上に咲き、朝に咲いて昼に閉じるその生態から、主に再生や清せい浄じようのシンボルとして多くの神話で重要視される花だ。

　ある程度は絞しぼれるが、これだけではまだレオンがどの神話のどの神であるかまでは特定できない。

　だが今はその考察はあと回しにしよう。

「助かった。レオン」

　俺は礼を言う。

「いいよ。だって友達じゃないか」

　レオンは混じり気のない笑え顔がおで、そう答えた。

　俺は釣つられて口元が緩ゆるみそうになるが。

「フンッ、またキサマか」

　こちらとは対照的に、エミリーは不ふ機き嫌げんそのものといった表情でレオンを睨にらんでいた。

　それに応じて、レオンも彼女を睨み返す。

「君は……いや、言わなくても分かる！　君は、僕が斃たおすべき〝悪〟だ！」

　力強い言葉とともに、レオンの手に曲刀シミターが現出する。

　一いつ瞬しゆんで感情を戦せん闘とう状態にまで引き上げられるのも、自分を正義のヒーローと思い込んでいるがゆえの利点だろう。

　さて、そのレオンと相対するエミリーは。

「……ふぅ」

　ため息をついた。

　落らく胆たん。諦てい観かん。

　そんな感情のこもったため息だ。

「こう何度も出会っていれば、キサマが抱かかえるおつむの問題も察しはつくがな。いい加減、似たようなやり取りを繰くり返すのは余も飽あいてきた」

　エミリーはレオンのこともやはり見下す。

　おそらくだが、彼女はもう何度も今と似たやり取りをレオンとしているのだろう。

　だから、彼の記き憶おく障害のこともなんとなく気がついているに違ちがいない。

　それからエミリーは煩わずらわしそうに。

「普ふ段だんであればこんな興の乗らぬ催もよおしはさっさと終わらせるのだが。今こ宵よいはキサマ如ごときに殺されてやっている暇ひまはない」

　彼女はそう言って、視線を俺へと向ける。

「余はそちらの不届き者を誅ちゆうするのに忙いそがしいのでな」

「……チッ」

　随ずい分ぶんと嫌きらわれたものだ。

　俺も神クズのことは嫌いだが。

「……」

　状況は二対二。

　俺とレオン。

　エミリーと不可視の下僕しもべ。

　ブリュンヒルデは傷こそ治癒したものの、体力までは回復していない。すぐに戦えるようにはならないだろう。

　常に彼女とマリアには意識を配る必要はあるが、先さき程ほどまでよりはマシな戦せん況きようだ。

　と思っていたら。

「我が栄光の左さ翼よくよ、出いでよ」

　エミリーが呟つぶやくと、その手に何かが握にぎられていた。

　あれは……杖つえ？

「冥めい府ふより来たれ、我が下僕」

　彼女はその杖を小さく振ふるう。

　瞬しゆん間かん。

「───!?」

　急な怖気おぞけが周囲一帯の空気を支配した。

　重圧でもない。

　殺気でもない。

　ただただ純じゆん粋すいな、死の気配。

　冷たく、こちらの肌はだを撫なでるような闇やみの息いき遣づかいを感じる。

　そして、そいつは現れた。

　黒き肌。

　肌と対照的な白の法衣。

　ともすれば礼れい儀ぎ正ただしさすら感じる静かな佇たたずまい。

　だがその首の上に載っているのは獣けものの頭だ。

　犬頭。

　肌と思っていたのは、どうやら毛並みのようだ。

　闇に溶とけるような漆しつ黒こくの立ち姿。

　法衣がなければ、獲え物ものを狙う黄金の瞳ひとみだけ残して体は闇に消えてしまいそうだ。

「───!?」

　冥府。犬頭。法衣。

　三つの要素から、俺はすぐにそいつの正体に思い当たった。

「気をつけろ！　そいつはアヌビス！　エジプト神話における葬そう祭さい神だ」

「そう、さ？　何？」

　レオンはピンと来なかったのか、首を傾かしげる。

「早い話が、死神だ！」

　正確には少し違うが、俺は彼にも分かりやすく言い直す。

　直後に、アヌビスはレオンに襲おそいかかった。

「!?」

　アヌビスの牙きばをレオンは曲刀で受ける。

　だが敵の狙いは最初からそれにあったようだ。

　アヌビスは牙でガッチリと曲刀を嚙かむと、そのまま首を振ってレオンの体を宙へと放ほうり上げる。

「うわっ！」

「レオン！」

　俺は彼の名前を呼びながら、アヌビスに銃じゆうを向ける。

　発はつ砲ぽうするが、アヌビスは獣の俊しゆん敏びんさを発揮して銃じゆう弾だんを躱かわしてみせた。

　犬頭の神はそのまま宙へ放られたレオンを追いかけていく。

「下げ民みんの分際で、よく我が下僕の名を知っていたな」

　エミリーは少し感心したように呟く。

　──アヌビス。

　元は王家の墓を守護する神犬が、やがて墓所の神、死者を守護する神へと祭り上げられたのが始まりとされる。

　エジプトといえばミイラが有名だが、アヌビスはそのミイラ作りや葬そう儀ぎを司つかさどる神だ。

　当然、古代エジプトにおいても極きわめて重要な役割を担になう神として、都市によっては守護神として祀まつられた。

　アヌビスは葬祭の神であると同時に、死を宣告する神でもある。

　死は文明が興おこるよりも前から常に人の隣となりにあった。

　時代・文化を問わず、死を司る神は存在した。

　その権能を持つ神は巨きよ大だいな信しん仰こうを常に獲かく得とくし続け、それに見合った強大な力を有している。

　奴やつと戦っているレオンが心配だ。

　だが……あまり人の心配をしている場合でもなかった。

　なぜなら俺の目の前にいる相手は、そのアヌビスを従える神ものなのだ。

「……ッ！」

　しかもレオンと再び引き離はなされた上に、まだあの不可視の敵もいる。

　俺が警けい戒かい力を最大にしていると、不意にエミリーは口角を吊つり上げる。

「安心するがいい。メジェドの奴にはあの赤髪を追わせた。奴の相手はアヌビスだけでは厳しいだろうからな」

　……メジェド？

　エミリーがポロッと漏もらした名前に俺は軽く舌打ちする。

「やはりメジェド神か」

「ほう、我が護衛の名も知るか」

　エミリーは冷れい笑しようを浮うかべ。

「下民。戯たわむれに、我が名も言い当ててみよ」

「……？」

「どうした？　我が配下の名を言い当てられたにもかかわらず、よもや余よの御名なは分からぬと申すか？」

　問うてくる声は、おもしろがってるような響ひびきを伴ともなう。

　本当にただの戯れのつもりなのだろう。

　ここに自分しかいないことを明かしたのも、つまりはそういうこと。

　奴は戦いの場にすら立っていない。

　巫ふ山ざ戯けやがって……。

　失しつ踪そう者リストに載のった生徒の写真を思い出す。

　首を切られた少女の死体を思い出す。

「……ッ！」

　人を攫さらい。

　人を殺し。

　その上、マリアにまで手を出しておいて。

　こいつには、人お間れの怒いかりすら届いていないのか。

「なら答えてやる」

　いいだろう。

　そこまでキサマが俺たちを見下すなら。

　その余よ裕ゆうの笑えみを引っ剝ぱがしてやる。

　奴が「我が栄光の左翼よ、出いでよ」と呟いて出した杖。

　あれはおそらく牧童の杖ヘカアだ。

　ヘカアには対ついとなる穀から竿ざおネケクがある。

　ヘカアは上エジプト、ネケクは下エジプトを由来とし、かつて上下エジプトが統一された際、そのふたつは王権の象しよう徴ちようとして用いられるようになった。

　それを持つということは、奴はエジプト王家に関かかわり深い神。

　その上、アヌビスとメジェドの主人というヒント。

　もはや奴の正体はほぼ確定したも同然だ。

「キサマの名は」

　極めつけは奴の言動と、レオンの証言。

　レオンは件くだんの殺さつ人じん鬼きを何度も斃たおしたと言っていた。

　奴はレオンに今夜は殺されてやる暇はないと答えていた。

　つまり、レオンが何度も斃した殺人鬼とは、やはりエミリーのことを指しているのだ。

　だが、地上で受肉している以上、神格適合者といえど殺されれば死ぬ。

　しかし、生と死の摂せつ理りを覆くつがえす手段がひとつある。

『レガリア』だ。

　エジプトで盛さかんに作られたミイラとは、「死後の復活」に備えて肉体を保存するための技術のことを指す。

　死してなお生き返る。

　聖書における神の子の奇き蹟せきのモチーフともなり。

　あらゆる神話の『復活』の起源であり。

　エジプトの王──ファラオの祖とも云いわれる神。

　ヘリオポリス九柱神の一柱ひとり。

　はじまりのミイラ。

　冥府の王。

　死せる魂たましいの裁判長。

　それが奴の、エミリーの肉体に巣す喰くう神──

「──冥めい界かい神オシリス。それがキサマの正体だ」
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　俺の答えに、エミリー──オシリスは手を叩たたいた。

　ぱち、ぱち、とわずかな称しよう賛さんがこもった拍はく手しゆ。

「余の名を知りたるとは感心なことだ。余が教えねば共喰いばかりしていた愚おろかな種族も、幾いく千年を経て多少はマシになったと見える」

「……」

　エジプト神話では、太古の人間たちは狩かりも農耕も知らず、共喰いによって生をつないでいたらしい。

　そこへオシリスが現れて麦の栽さい培ばいとワインの製法を教え、彼らに崇あがめ奉たてまつられエジプトの最初の王となったと云われている。

　だがそんなものは神代の昔話だ。

　パキッ……

「ん？」

　ふと響いた乾かわいた音に、オシリスが怪け訝げんな顔をする。

　パキッ……パキッ……

　音は続く。

　オシリスは音のする場所──己おのれの右手の指に視線をやった。

　奴の右小指が石へと変化している。

　やったのは、俺だ。

「───！」

『石化』の魔ま眼がん。

　あえて奴の興に乗り、油断を誘さそう。

　奴がくだらない話を続けている間に、俺は『石化』の魔眼を発動していた。

　たとえ不死であろうと斃し方はいくらでもある。

　物言わぬ石に変えてしまうのもそのひとつ。

　石像と化してしまえばオシリスといえど何もできない。

　その……はずだが。

『──ライカ。ダメだ。確かに『石化』は有効な手だが、異様に効きが悪い』

　バロールの忠告が入る。

　確かにゼウスを石に変えた時に比べ、石化の進行が妙みように遅おそい。

　ゼウスにも結局『石化』は無効化されたわけだが。

　オシリスの場合は無効化というより、効果の遅ち延えん化……。

「……チッ、そういうことか」

　オシリスは人々に農耕を伝えたことから、穀物の神であるともされる。

　壁へき画がに描えがかれるオシリスが緑色の肌はだをしているのは、奴が植物神としての側面も持っているからだ。

　植物は石土を割り砕くだいて根を張り、地上に花を咲さかす。

　植物神でもあるオシリスが『石化』に対し、強力な耐たい性せいを持っていてもおかしくない。

　そのことに先に思い到いたれなかったのは失態だ。

　あれだけ自じ戒かいしておきながら……。

　俺は焦あせったのか？

「フンッ、痒かゆいな」

　オシリスは冷れい淡たんな目で俺を見る。

　すでに笑いは失うせていた。

「だが余の肉体を冒おかした罪は重い。罪人は断罪せねばならぬ」

　オシリスの小指は石になっている。

　だがそんなものは戦せん闘とうに何の支障もない。

　先さき程ほどアヌビスを喚よんだ杖つえの時と同じく、彼女が手を翳かざすとそこに天てん秤びんが現れる。

　皿の片側に載っているのは、白い羽根。

　死者の魂の罪を量ると云われる天秤とマアトの羽根だ。

「罪魂を裁く天秤イブ・マアトよ。余の眼前に立ちし者の罪を見定めよ」

　オシリスが厳おごそかな声で囁ささやいた。

　瞬しゆん間かん、罪魂を裁く天秤イブ・マアトが音を立てて傾かたむいた。

　跳はね上がった皿からマアトの羽根が落ちる。

「ここまで大きく傾くとはな。キサマの魂が背負う罪はよほど重いと見える」

　オシリスは呟つぶやき。

　そして、その背から次元をねじ曲げて、異形の獣けものが姿を現した。

『──何だありゃあ？』

　バロールが驚おどろくのも無理はない。

　鰐わにの頭。

　獅し子しの上半身。

　河か馬ばの下半身。

　古代エジプト人が最も恐おそれた三種の獣が混じり合った合キ成メ獣ラ。

　──怪かい物ぶつアメミット。

　冥めい府ふにて常にオシリスに付き従うとされる。

　この怪物は死者の魂がマアトの羽根と釣つり合わなかった際、その魂を貪むさぼり喰らった。

　アメミットに喰われた魂は二度と転生できないと云われ、人々に恐れられた。

「ぐしゅぅるるるる！」

　アメミットは耳みみ障ざわりな唸うなり声を上げ、俺めがけて襲おそいかかってくる。

「クッ！」

　俺は銃じゆうで応戦する。

　しかし、怪物の体には銃じゆう弾だんがまったく通らない。

「クソッ！」

「無む駄だだ。アメミットの強さは魂の罪の重さに比例する。罪に穢けがれ、重くなりすぎたキサマの魂ではそやつに勝てん」

「罪の重さだと……ッ！」

　そのふざけた口を縫ぬい合わせてやりたい。

　俺が清せい廉れん潔けつ白ぱくな人間と言うつもりはない。

　だが、あの神クズにだけは言われたくない。

　奴やつらの罪ざい業ごうを裁くために。

　俺は教会の異い端たん討とう伐ばつ者「神しん罰ばつ者」になったのだ。

　それなのに……！

「グッ!?」

　アメミットの一いち撃げきを受け、俺は吹ふき飛ばされる。

　ギリギリでガードはしたが、衝しよう撃げきだけで相当なダメージをもらってしまった。

「ぐしゅぅるるるる！」

　怪物がよだれを撒まき散らす。

　その唸り声が、俺を喰いたいと言っているように聞こえた。

「くっ……」

　吹き飛ばされた時に頭を打ったか。

　視界が歪ゆがみ、すぐに立ち上がれない。

『──ライカ。いい加減、魔眼を使え』

　内側からバロールの声が聞こえる。

「まだ……だ」

『──分かんねぇな。さっきは赤髪の加勢が期待できたが、もう無理だ。とにかく目の前の敵をどうにかして逃にげ延びろ』

「うるさい。黙だまれ……」

　残された魔眼の使用回数はたったの一回。

　バロールの言う通り、アメミットなら魔眼が効くだろう。

　こいつを殺すなり『支配』するなりして時間を稼かせぎ、この場を離り脱だつすることはできる。

　だがそれは同時にブリュンヒルデとマリアを見捨てるということだ。

　よほど上う手まくことが運んでも、せいぜいどちらかひとりしか救えないだろう。

　オシリスをどうにかしない限り、全員を救うことはできない。

　ただ一度きりの魔眼で奴を出し抜ぬかなければならない。

　だから、こいつ相手に魔眼は使えない。

『──まったく、ホントーに頑がん固こな奴だよ。それでこそ人間ミレシアンだ』

「分かったなら何も言わずに力を貸せ」

『──へいへい』

　残ざん弾だんはあとわずか。

　リミッターをはずした肉体は、アメミットの攻こう撃げきを躱かわす度たびに悲鳴を上げ続けている。

　それでも機を待つ。

　逆転の起点となり得るキッカケを。

　あるいはそれは永遠に来ないかもしれない。

　だがどんなチャンスも、手を伸のばし続けなければ摑つかめない。

　だから俺は耐たえる。

　その瞬間を信じて。

「ぐはっ！」

　アメミットの爪つめが俺の脇わき腹ばらを抉えぐる。

　制服が破れ、赤い血が噴ふき出た。

「く……！」

　人体コントロール。

　血管を収縮させて出血を止める。

　痛覚を遮しや断だんし、集中力を保つ。

　それでも戦闘力が三割は落ちたと考えるべきか……。

　足の先の感覚が鈍にぶい。

　あと何度アメミットの爪そう牙がを避さけられる？

「……ッ！」

　弱くなるな、俺の心。

　最後の瞬間まで足あ搔がけ。

「ぐしゅぅるるるる！」

　アメミットがトドメとばかりに飛びかかってくる。

　俺は腕うで一本犠ぎ牲せいにする覚かく悟ごで、奴の口に銃を突つっ込んで内側から破は壊かいしてやろうと身構えた。

　その瞬間。




　ギィンッ!!




　俺の前に誰だれかが割り込み、アメミットの爪つめをはじき飛ばした。

　その大たい剣けんの使い手は。

「ブリュンヒルデ……！」

　銀ぎん髪ぱつの女騎き士しは竜りゆう殺ごろしの神剣を構え、アメミットを牽けん制せいする。

　レオンの治ち癒ゆが効いたのか、その手足にはしっかりと力が漲みなぎっているようだった。

「よく戻もどった……」

　まだ光明が見えたとまでは言えないが……。

　少しだけ、打てる手が増えた。

「また邪じや魔まが」

　オシリスはわずかに不ふ愉ゆ快かいそうにする。

　ブリュンヒルデの復活を邪魔とは思いつつ、さほど脅きよう威いとは思っていないのだろう。

　実際のところ俺も、彼女にはせいぜいアメミットを何秒か押さえるのが精いっぱいと思っている。

　だがそれで充じゆう分ぶんだ。

　刹せつ那なでもオシリスと一対一の状じよう況きようが作れるなら、策は打てる。

　俺はブリュンヒルデに、アメミットをできるだけ引きつけろと。

　そう言おうとして。

「すまん」

「!?」
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　突とつ然ぜん、ブリュンヒルデに口を塞ふさがれた。

　そのまま彼女は俺の体を担かつぎ。

　なんと全力でその場から後退した。

　つまり、逃とう走そうだ。

「……ん？」

　いきなりのことにオシリスも反応できていない。

　まさか俺たちが逃げるとは思っていなかったのだろう。

　それは俺も同じだ。

「もがっま！」

　怒ど鳴なるが、アゴを砕くだかんばかりの力で口を塞がれてはまともに声も出ない。

　視線さえ合わせられれば声が出なくとも命令できるが、それは向こうも心得ているようだ。

　ブリュンヒルデは俺と一いつ切さい目を合わさずに、戦場から離脱した。
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　ドンッ!!

　俺はブリュンヒルデの顔を掠かすめるように壁かべを殴なぐりつける。

「……どういうつもりだ？」

　自分でも驚くほど冷たい声で、俺は彼女を問い詰つめた。

　俺たちがいるのは先さき程ほどまでいたジェットコースターの辺りから、何百メートルか離はなれた遊園地の別エリアだ。

　彼女はそこのアトラクションの建物の陰かげに身を隠かくし、ようやく俺を解放した。

　解放された俺は当然激げき昂こうする。

　彼女の体がシャロ先せん輩ぱいの物だと思い出さなければ、その顔を殴りつけていたところだ。

「……あのままではお前が殺されていた。だから、一度態勢を立て直す必要があると思った」

　ブリュンヒルデは硬かたい声で、撤てつ退たいの理由を説明する。

『──頭を冷やせよライカ。今回ばかりは珍めずらしく嬢じようちゃんの方が引き際ぎわを心得てたぞ』

「……ッ」

　バロールにまで指し摘てきされ、俺は自分の額に手を当てる。

　冷え切った手は興奮した頭の熱を少し和やわらげた。

「……確かに、一度態勢を整えるのは悪くないかもしれん」

　オシリスの狙ねらいがフレイヤの推測通り島全域に及およぶ大規模術式にあるなら、その準備段階にもある程度の時間を要するはず。

　いくら傲ごう岸がん不ふ遜そんな神とはいえ、戦せん闘とう中にマリアの首を搔かき切って儀ぎ式しきの準備を始めたりはしないだろう。

　それに奴は俺を裁くことに多少の執しゆう着ちやくを見せていた。

　なら俺たちがあまり遠くへ逃げなければ、追ってくる公算は高い。

　その程度の計算も働かないとは……。

　マリアを助けるために熱くなりすぎたか。

　あの場で何が何でも彼女を助けなければならないと、無意識の内に考えていたのかもしれない。

「それで、どうやってマリアを助け出す？」

　ブリュンヒルデが口を開く。

　一時撤退はよいとして、あくまで最終目的は変わらない。

　あのオシリスを欺あざむき、あるいは斃たおし、マリアを救出する。

　それはお互たがいの共通見解として認にん識しきされているらしい。

「重要なのはオシリスをいかにして無力化するかだ」

　アメミットも厄やつ介かいな存在だが、そこに目を奪うばわれてはいけない。

　結局はオシリスをどうにかしない限り、マリアを助けることは叶かなわないのだから。

（やはり、『石化』の魔ま眼がんが鍵かぎだ）

『──ってもよぉ、あのオシリスには効かなかっただろ？』

（効かなかったわけじゃない。効きが悪かっただけだ）

　あくまでオシリスのそれは石化耐たい性せいに過ぎない。

　ゼウスのような状態異常無効化でないのなら、やりようはある。

（要するに、奴やつの耐性を上回ればいい）

『──そうは言ってもなあ。魔眼は一個だけだ。俺サマの方で出力にブーストをかけてやってもいいが、限界があるぞ』

　そこで急にバロールが厭いやらしく嗤わらう。

『──俺サマに体を明け渡わたせば魔眼の出力も上がるかもなあ』

（キサマは隙すきあらば唆そそのかしてくるな。却きやつ下かだ）

『──ならどーすんだよ？』

　バロールは訊きいてくる。

　確かにそこに答えが出なければ意味がない。

「……！」

　ふと周囲に視線をやった時、俺の目にとある看板が映った。

　それはジェットコースターほどではないが、遊園地によくあるアトラクションのひとつだ。

（バロール。さっき、魔眼は一個だけだと言っていたな）

『──あン？　そんなのお前、自明のことだろうが』

（なら、もし魔眼が増えれば効果は上がるか？）

『──は？』

（つまり──）

　俺はバロールに策を伝える。

　それを聞いた魔ま神じんは、俺の中でほくそ笑えんだ。

『──やっぱりおもしろいなキサマは』

　その返事で、やってみる価値はあると知れた。

　あとは……。

　俺はブリュンヒルデの方を振ふり返る。

「ブリュンヒルデ」

「何だ？」

「お前は先に遊園地ここから脱だつ出しゆつしろ」

「!?　なぜだ!?」

　ブリュンヒルデは目を見開いて俺の服を摑んでくる。

「なぜも何もない」

　俺は冷静に答える。

「オシリスは強大すぎる。お前の歯が立つ相手じゃない」

「……ッ！」

「これから奴を罠わなに嵌はめるが、囮おとり役は俺ひとりで充分だ。シャロ先輩おまえにリスクを負わせることに意味はない。だから逃にがす」

「そんな……ッ！　私だって役に立てる！」

　ブリュンヒルデはこちらの襟えり首くびを摑つかむ手に力を込こめる。

　俺は駄だ々だっ子こをなだめているような気分で、言う。

「……仮に人手が必要だったとしても、お前を使うくらいならレオンを捜さがす」

「ッ！」

　ブリュンヒルデの顔に衝しよう撃げきが走った。

　その手から力が抜ぬけ、だらりと垂れ下がる。

　……諦あきらめさせるためとはいえ、さすがに配はい慮りよが足りなかったか。

　俺は、彼女の頭をポンと叩たたいた。

「さっきは助かった……いちおう、礼は言っておく」

「……！」

　俯うつむいたブリュンヒルデの体がビクンとなる。

　そのまま何かを堪こらえるように、小刻みに震ふるえる。

『──ライカが神に礼を言うとはなあ』

　バロールの冷やかしが聞こえてきたが、無視。

　そのまま俺は彼女を置いて、行動を開始しようとした時。

　俺の手を、ブリュンヒルデの手がまた摑んだ。

「おい……」

「私は、足あし手で纏まといなのか？」

「……」

「確かに私はフレイヤ様より、あのスサノオやレオンより、オシリスより……お前よりも弱いかもしれない」

　ブリュンヒルデは、震える声で言う。

　それはおそらく、彼女にとって最も認めたくない事実なのだろう。

　この天界の女騎き士しの性格を考えれば、口にすることすら屈くつ辱じよくの極きわみであるはずだ。

　だが、なぜ今、それを俺に告白する？

　ブリュンヒルデは俯いたまま、ヒクッ、としゃくり上げた。

　……泣いてるのか？

　そう感じたが、それは聞けなかった。

　彼女の言葉は続く。

「それでもっ！　私はお前の役に立ちたいんだ！」

　叫さけび声が、静せい寂じやくに満ちた園内に響ひびき渡る。

　泣き声が、俺の耳じ朶だを叩く。

「あの時私は……ッ！　フレイヤ様ではなくお前を選んだのに！　お前は私ではなく、この場にいない奴を頼たよるのか!?」

　あの時。

　フレイヤと戦った校庭での一夜。

　俺がフォールクヴァングの英えい霊れい宮きゆう殿でんを破り、フレイヤが逃とう走そうしようとした時、確かにブリュンヒルデは言った。

　──私の今の主あるじは、フレイヤあなたではありません。

　と。

「……私はシャルロッテのようにかわいくない」

「は？」

　なぜ急にシャロ先輩の名前が？

　思わず俺は怪け訝げんな顔をしたが、ブリュンヒルデは構わず続ける。

「シャルロッテはその想おもいひとつでお前についていくことを決意した。はじめは愚おろかだと思ったが、今はその重みが分かる。私には到とう底てい……無理だ」

　その、無理だ、というひと言には、単純ではない複雑な感情が含ふくまれているように感じた。

　ブリュンヒルデは目元を拭ぬぐい、顔を上げる。

　赤くなった目が、まっすぐに俺を見つめてきた。

「だからせめて、私はお前の剣けんになりたいんだ！」

「……！」

　何かが、カタンッ、と腑ふに落ちた。

　そういうことか。

　スサノオ戦で妙みようにひとりで戦いたがっていたのは。

『──自分の力をお前に認めさせたかったのか。ウヒヒヒ、いじらしい女じゃねぇか』

　バロールが嗤う。

　それはどちらを嗤ったのか。

　訊く気も起きない。

　それよりも。

「……」

　俺はブリュンヒルデの言葉を持て余していた。

　別の誰だれかであれば──たとえばマリアなら──俺は素す直なおに受け入れていたかもしれない。

　だが、こいつは、神だ。

　俺がこの世で最も憎ぞう悪おするモノ。

　憎にくまなければならない。

　赦ゆるしてはならない。

　神々を殺し尽つくすことが俺の願いだ。

　なのになぜ……お前はそんな顔をする。

　俺は。

　俺はどうしたらいい。

　葛かつ藤とうが、俺の胸中で黒く渦うず巻まく。

　だがそれに答えを出す前に。




「おい、どこにいる？」




　オシリスの声が、俺たちのいるエリアに響いた。

「ぐしゅぅるるるる……」

　アメミットの唸うなり声も聞こえる。

「隠かくれても無む駄だだ。余のアメミットは鼻が利きくのでな。特に、罪人の放つ悪あく臭しゆうには敏びん感かんだ」

「……」

　俺は当然その呼びかけに応こたえない。

　代わりに、小さな鏡をポケットから取り出した。

　鏡の反射を利用して、建物の陰かげからオシリスたちの位置を確かく認にんする。

　いた。

　いた、が。

「マリア……！」

　奴は、マリアの腕うでをアメミットに咥くわえさせていた。

「あ……ぅ……」

　マリアの呻うめき声が微かすかに聞こえる。

　彼女は額に脂あぶら汗あせを浮うかべ、滴したたる血で制服を汚よごしていた。

　あんな状態のまま、ここまで引きずってきたのか……！

「！」

　ブリュンヒルデも鏡でマリアの姿を見て、表情を険しくする。

　その怒いかりの表情に偽いつわりはない。

　また心が搔かき乱される。

　だが、敵は待ってくれない。

「いい加減、鬼おにごっこにも飽あいた。座興にこれ以上時をかけるのも莫ば迦か莫ば迦かしい」

　オシリスはため息をつき、アメミットに合図を送る。

　するとアメミットは一度マリアの腕を離はなし。

「あぐっ！」

　その胸を前ぜん肢しで押さえつけた。

　そうして動けなくした上で、彼女の頭の上で大口を開ける。

「余に弓引きし愚かな者どもよ。我が眼前に疾とく出いでて裁きを受けよ。さもなければキサマらの罪、この娘むすめに贖あがなわせるぞ」

　オシリスはそう宣告する。

　もう迷っている時間はない。

「ブリュンヒルデ、聞け」

　俺は手短に策を伝える。

　そして、ブリュンヒルデに役目を与あたえた。

　本来であれば、俺自身を囮に奴やつを罠に嵌める予定だった。

　だが囮とはあくまで「逃げる俺を敵が追ってきてくれる」ことを前提とした兵法だ。

　オシリスはすでに俺たちを追うのに飽き、マリアを人ひと質じちとして用いた。

　俺がこれ以上逃げる素そ振ぶりを見せれば、奴は躊躇ためらいなくマリアを殺すだろう。

　つまりもう俺を囮には使えない。

　こうなったら強ごう引いんに奴を罠の場所まで押し込むしかない。

　それもマリアを救出しながら……！

　全すべてを成し遂とげるのは困難だ。

　だがやるしかない。

　やらなければならない。

　そのために……ブリュンヒルデの力を借りる。

　俺の中の複雑な感情を整理するのはまた今度だ。

「同時に飛び出すぞ」

　俺は指を折ってタイミングを数える。

　三…。

　二…。

　一…。

　零ゼロ。

「！」

　俺とブリュンヒルデは建物の陰から飛び出した。

　即そく座ざに制圧射しや撃げきでオシリスを牽けん制せいする。

　その間に、ブリュンヒルデは大剣を構えて敵との距きよ離りを詰つめる。

「ッ！　まだ余の手を煩わずらわせるつもりか！」

　どこまでも抗あらがう俺たちに、いよいよオシリスが激げき昂こうする。

「アメミット！」

　オシリスは手下の怪かい物ぶつに合図を送る。

　その牙きばがマリアに届くまでに、ブリュンヒルデが間に合うか!?

　タイミングはあまりにもシビアだった。

　だが、俺も、ブリュンヒルデも、懸けん命めいに手を伸のばす。

　スサノオ戦の時とは違ちがう。

　俺もブリュンヒルデも。

　マリアを助けるために。

　その一点において、俺たちは今、重なっていた。

　しかし……。

　それは叶かなわなかった。




　グシュリ




　肉が抉えぐれる音がする。

　血ち飛沫しぶきが舞まう。

　ドス黒い血が夜の遊園地を染める。

　血けつ臭しゆうが辺りに漂ただよう。




　脳天に矢の突つき刺ささったアメミットが、ドッと地面に斃たおれる。




「は？」

　オシリスがはじめて見せる、間の抜ぬけた声。

「、、、ッ!?」

　俺にも──もちろんブリュンヒルデにも──一いつ瞬しゆん何が起きたのか分からない。

　だがおそらく俺とバロールだけが、その矢の出所に心当たりを見み出いだせた。

（天てん華か……ッ!?）

『──ギリシャの神格適合者か!?』

　妹を人質に無理やり結ばされた秘密同盟。

　あれ以来何の接せつ触しよくもなかったが、おそらくギリシャの神格適合者はずっと俺たちのことを監かん視ししていたのだろう。

　そして、このタイミングで横よこ槍やりを入れてきた。

　俺を徹てつ底てい的てきに使い潰つぶすために、ここで死なれては困るということか。

　だが今はそれでも構わない。

　ひとつ確実なことは。

　マリアは無事で、厄やつ介かいなアメミットは死んだということだ。

「ブリュンヒルデ！」

　俺は声で、彼女の背を押す。

　状じよう況きようの変化に硬こう直ちよくしていた女騎き士しも、その声で、己おのれのやるべきことを思い出したようだ。

「出いでよグラニ！」

　ブリュンヒルデの声に応じ、天馬が召しよう喚かんされる。

　彼女は素早くグラニの背に乗り、腹を蹴ける。

　主あるじの求めに応じ、天馬は天高く駆かけ出した。

　あっという間にトップスピードに乗る。

　天馬に乗ったブリュンヒルデは宙を旋せん回かいし。

　動きを止めているオシリスめがけて突撃チヤージを敢かん行こうする。

「何ッ!?」

　オシリスは驚きよう愕がくしつつも、その手を翳かざした。

　奴の前に魔ま力りよくの防ぼう壁へきが張られる。

「征ゆけぇぇぇえ!!」

　ブリュンヒルデは構わず突っ込んだ。

　神じん馬ば一体の突撃が、オシリスの防壁を押し返す。

「ぬッ!?」

　オシリスの小こ柄がらな体が押され、足の裏が大地を離れる。

　そのままブリュンヒルデは、オシリス諸もろ共ともアトラクションの建物に突っ込んだ。




　　　　５




「……チッ」

　余は──オシリスは暗くら闇やみの中で体を起こした。

　例の女騎士は見当たらない。余を置いてどこかへ行ったようだ。

「……」

　暗い。星や月の明かりが屋根で遮さえぎられているせいだ。

　おそらくここはどこかのアトラクションの建物の中だろう。

　あの天馬の突撃を喰くらい、どこかの壁かべを突き破ったところまでは覚えている。

　咄とつ嗟さに魔ま力りよく防ぼう壁へきを背中側にも張ったからいいものを、危あやうく圧死するところだった。

　まぁ、死んだところでどうということはないが。

　余の『レガリア』──不ふ朽きゆう不ふ滅めつの神しん霊れい柩きゆうがある限り。

　何度死のうが余は復活する。

　ゆえにこの戦争は、余の敵にとって最初から詰んだ状態で始まっているのだ。

　何があろうとどんな敵であろうと、最後には必ず余が勝つ。

　はじめから結果は見えている。

　あのレオンとかいう小こ僧ぞうはしつこく余を追ってくるが、正直相手をするのも面めん倒どうなので毎度黙だまって殺されてやっている。

　今こうしてあの人間と戦ってやっているのは特別だ。

　今こ宵よいの贄にえに選んだ少女を追ってきて、健気けなげに余に牙を立てようとする姿に免めんじて、戯たわむれに相手をしてやっているに過ぎない。

　しかし、それももう飽いた。

　この建物を出たらこの座興も終しまいだ。

　そう思い、余は歩き出そうとして。

　パキンッ

　何かを踏ふんだ。

「？」

　随ずい分ぶんと甲かん高だかい音がしたので、つい視線を下ろす。

　最初は見えづらかったが、段々と目が闇やみに慣れてきた。

「これは……鏡か？」

　さほど珍めずらしい物でもない。

　それに先さき程ほど壁を突き破って建物の中に入ったのだ。

　鏡の一枚や二枚巻き込んで割っていても不思議はない。

　余は気にせず外へ向かう。

　が。

　パキッパキィパキッパキッパキパキッキッ

　一歩踏み出す度たびに、必ず鏡の破は片へんを踏んだ。

　それも小さな破片ばかりでなく、どれもそれなりの大きさをしていて、中には小柄な余の体重では割れないほど大きな破片もあった。

　いくら何でも数が多すぎる。

　そこでやっと違い和わ感かんに気づく。

「……？」

　顔だ。

　余の顔が、正面にある。

「……また鏡か？」

　左右を見る。

　顔。鏡。顔。鏡。顔。鏡。

　どちらを向いても鏡だらけだった。

　そのほとんどが、やはり先程の衝しよう撃げきで割れたようで、そこに映る余の顔も半分しか映っていなかったり、ヒビ割れていたりしていた。

「これは……」

「ここは『鏡の迷めい路ろ』だ」

　声が聞こえた。

　あの魔ま眼がん使いの声だ。

「どこにいる？」

　余は慌あわてず問う。

「遊園地レジヤーランドにはよくあるアトラクションのひとつだが、まさかそれに助けられる日が来るとは思わなかった」

「どこだ？」

　魔眼使いは余の声を無視した。

　返答の代わりとばかりに。

　余の周囲を、妖あやしい魔眼の輝かがやきがぐるりと取り囲んだ。

「……!?」

　一瞬、何が起きたのか分からなくなる。

　つい先程アメミットが射殺された時よりも大きな困こん惑わくが頭を支配する。

　奴やつの魔眼は左目だけのはず。

　なぜ何十という魔眼が突とつ然ぜん現れた？

「……！」

　遅おくれて、ハッとする。

　ここはどこだ？

　奴は『鏡の迷路』と言っていた。

　その名めい称しようと、周囲に散乱する鏡の量から、ここが建物全体に鏡が大量にある場所なのだと察する。

　つまりこれは。

　奴の魔眼が鏡に反射し、全方位から余を睨にらんでいるのだ。

　しかも建物内の暗闇のため、肝かん心じんの魔眼使いがどこにいるのか分からない。

　魔眼の輝きもどれが本体でどれが鏡なのか、一瞬で見分けるなどできるはずもなかった。

「魔眼の能力の基本原理は「視みる」ことと「視られる」ことにある。キサマが「視られている」と認にん識しきする瞳ひとみの数だけ、魔眼の効果は乗算される」

「───！」

　もはや声を発する暇ひまもなかった。

　何十何百倍にも増ぞう幅ふくされた奴の魔眼によって、余の持つ石化耐たい性せいはアッサリと突き破られ、この身はひと呼吸する間もなく石へと変えられた。








エピローグ









　オシリスが完全に石化したのを見届け、俺は魔眼を閉じた。

「ふぅ……ツッ！」

　俺は眼球に走った鋭するどい痛みに、反射的に左目をまぶたの上から押さえた。

『──ウヒヒヒ、もう少し魔眼の増幅ブーストは加減した方がよかったか？』

「……いや、あれでよかった」

　ギリギリまで温存した切り札だ。

　最後の最後で出し惜おしみをして失敗したら、それこそ粘ねばった意味がない。

　目の痛みくらい、どうということはない。

「神しん仙ぜん雷らい火か」

　俺が目を押さえていると、建物に空いた穴からブリュンヒルデが入ってきた。

　鏡の乱反射を利用した魔眼は、その策の性質上中にいる者を無差別に巻き込む危険があった。

　そのためブリュンヒルデには、オシリスをここへ押し込んだあと、すぐに建物の中から退たい避ひするように指示しておいたのだ。

「やったのか？」

「ああ」

　俺は頷うなずき、石像になって床ゆかに転がっているオシリスを指差す。

「……そうか！」

　ブリュンヒルデはそれを見て、安あん堵どしたように微笑ほほえんだ。

　それは敵を斃たおしたからなのか、それとも自分に与あたえられた役目を全まつとうできたからなのか。

　どちらにせよ、俺から尋たずねるようなことじゃない。

「それで、これからどうするんだ？」

「まずはマリアの保護と治ち療りよう。次にレオンの加勢だ。オシリスが石になったからといって、アヌビスとメジェドが消えるとは限らないからな」

　オシリスはあくまで石になっただけで生きている。

　そのためまだ不死の『レガリア』を攻こう略りやくできたわけではない。

　だが、少なくとも無力化には成功した。

　あとはどこかに秘ひ密みつ裏りに保管し、いずれ神格適合者の中から神の魂たましいだけを滅ほろぼす手段が見つかった時、改めてオシリスを殺せばいい。

（レオンを助けたあとは、オシリスをどこに隠かくすか考えないとな）

『──土にでも埋うめときゃいいんじゃねーか？　石になってる間は食い物も飲み物も呼吸も必要ないだろうからなあ』

（……）

　確かにある意味非常に安全な隠し場所だが、人道的にどうなのかという疑問は残る。

　いちおう、検討はしておくか。

「ブリュンヒルデ。行くぞ」

「分かった！」

　気のせいか、ブリュンヒルデの声がはずんでいる。

　足取りも軽い。

「……」

　それはどうも、俺も同じらしかった。

　直前まで俺と彼女の間にあったある種のわだかまりが消え、距きよ離りが少しだけ縮まったような気がする。

「……」

　それを歓かん迎げいすべきなのか、否いなか。

　いや、考えるのはやはりあとにしよう。

　まずはやるべきことをやらなければ。







　俺とブリュンヒルデは血だらけのマリアを見つけると、すぐに止血をして、彼女を近くにあったベンチに寝ねかせた。

「痛み止めを使った。気分はどうだ？」

「はい……だいぶ楽になりました」

　頷くマリアの肌はだはいつも以上に白い。

　アメミットに引きずられている間に、かなりの血を失ったようだ。

　だが幸いなことに彼女は聖女として『癒いやし』の力も持ち合わせている。

　現在はその『癒やし』の力を自らに施ほどこしており、傷もだいぶ塞ふさがり始めていた。

　あとでいくらか増ぞう血けつ剤ざいを投とう与よする必要はあるだろうが、この分なら明日あしたの昼までには自分の足で立てるようになるだろう。

　とはいえ、念には念を。

「ブリュンヒルデにはマリアの護衛を任せる。俺はレオンの加勢に行く」

「……」

　ブリュンヒルデの眉まゆ尻じりが、また悲しそうに下がった。

　さすがに直後だったため、俺もその理由を察し、

「今度は足あし手で纏まといだからとかいう理由じゃない。大事な役目だから、お前に任せるんだ」

　と言って、彼女を頼たよりにしていることを伝えた。

「……そうか。任せておけ！」

　途と端たんにブリュンヒルデは機き嫌げんを直す。

『──チョロい』

（……）

　バロールに思わず同意しそうになった。

　俺は咳せき払ばらいし、気持ちを切り替かえる。

「じゃあ、行ってく……」

「雷火君！」

　俺が駆かけ出そうとした直後、建物の屋根の上からレオンが降ってきた。

「？　どうしたの？」

「いや……」

　何とも間をはずされ、俺は小首を傾かしげるレオンに対して言葉を濁にごした。

　だが、彼がここに現れたということは。

「アヌビスとメジェドは斃したのか？」

「うん。ていうか、なんか急に燃えちゃった」

「……燃えた？」

　どういうことか分からず、オウム返しに尋ねる。

「いや、あれからずっと戦ってたんだけど、ついさっきかな、急にあの犬みたいな奴も透とう明めいな奴も炎ほのおに包まれて燃えちゃったんだ。もう跡あと形かたも残ってない」

「いったい……」

　俺は言いかけて、言葉を止める。

　視界の端はしに、炎が映ったからだ。

　あれは……。

「！」

　俺はその炎へ駆け寄る。

　ブリュンヒルデとレオンもそれに気づいたようで、俺のあとを追いかけてきた。

「これは？」

「オシリスが召しよう喚かんしたアメミットという化け物だ」

　レオンの問いに答えながら、俺は炎に包まれている合キ成メ獣ラを見下ろす。

　その巨きよ軀くはすでに炭化してしまっていて、もはやどこがどのパーツだったか判別するのも困難になっていた。

　カランッ

「……？」

　金属音にふと目を向ければ、足あし許もとに黄金の矢が転がっていた。

　あの時、ギリシャの神格適合者がアメミットを射殺した矢だろう。

　だが、矢のことは今はどうでもいい。

　問題は、なぜアメミットたちが燃えているかということだ。

　何だ？　いったい？

　考えられる理由……いや、原因は？

　レオンの証言からすると、こいつらが燃え始めたのはついさっき。

　おそらく、俺たちがオシリスを斃した直後くらいだろう。

　なら、それがトリガーか？

　しかし、なぜ燃えた？

　主人の敗北を悟さとり、後追い自殺したのか？

　自殺……自殺!?

「……!?」

　そのことに気づいた瞬しゆん間かん、俺は駆け出していた。

「神仙雷火!?」

「雷火君！」

　ブリュンヒルデとレオンの声が聞こえるが、俺は足を止めなかった。

　そして、先さき程ほどオシリスを斃した『鏡の迷めい宮きゆう』に辿たどり着く。

　そのまま壁かべの穴から中へ入り。

　予想通りの光景を発見した。

「おい、急にどうし……!?」

　追いついてきたブリュンヒルデが息を吞のむ気配がする。

　少し遅おくれてレオンもやってくるが、彼は彼女ほど驚おどろかなかった。

　それは、目の前で燃えているモノが何なのか知らないからだろう。

「雷火君。あれは、今度は何が燃えてるの？」

「……オシリスだ。俺たちが、石に変えた」

「えぇ!?」

　レオンは驚きよう愕がくの声を上げる。

　それはオシリスを石にしたことに対してか、それとも燃えていることに対してか……どっちでもよかった。

　重要なのはそこじゃない。

「でも、何でオシリスとか、さっきの怪かい物ぶつたちは燃え始めたんだろう？」

　レオンが呟つぶやく。

　答えを期待していない独り言のような声こわ音ねだった。

　だが、俺は答えた。

「焼身自殺だ」

「え？」

「見ての通り、オシリスは自殺して……つまり死んで生き返るつもりだ」




『そういうことだ、魔ま眼がん使いの男』




　その時、オシリスの声が虚こ空くうに響ひびき渡わたる。

「えっ、えぇ!?　どこから!?」

　レオンは驚愕しながら周囲を警けい戒かいする。

「……」

　一方、俺は燃えるオシリスの石像から目を離はなさなかった。

　今もそこに奴やつがいるように思えたからだ。

『睨にらんだところで結果は変わらぬぞ』

　奴もまるで炎の奥からこちらを見ているような口調だ。

『最初に言ったであろう。この戦争の結末は余の勝利と決まっている。キサマらとの戦いなど、余にとってはただの余興に過ぎぬ』

「ほざいてろ。次は必ず」

『必ず？　どうするというのだ？』

「……ッ」

　俺は奥歯を嚙かみ締しめる。

　その先を具体的にどうするのか、俺には言えなかった。

　完全石化後の焼身自殺……。

　石になれば口は動かせない。

　詠えい唱しようが不可能なのだから、おそらく魔ま術じゆつによる自殺ではない。

　これが条件次し第だいで自動発火する能力なら、事前にその能力を停止させるのは困難だ。

　それはつまり『石化』や、あるいはその他の様々な「不死者を生きたまま行動不能にする」手段がほとんど使えないということ。

　死後に復活する『レガリア』とこの自殺能力は驚くほど相あい性しようがいい。

　オシリスは自分の『レガリア』の特性と弱点を知り尽つくしている。

『そろそろこの体も燃もえ尽きる頃ころだ。ではな、またいずれ相まみえようではないか』

「……」

　この一夜の勝負は俺の辛しん勝しようだったかもしれないが。

　俺たちの持つ力のほとんどをオシリスに見られてしまった。

　逆にこちらはオシリスを斃たおす手段のほとんどを失ったに等しい。

『せいぜい踊おどるがいい下げ民みんども──』

　オシリスの声が段々と遠くなる。

『──キサマらに残された期日は、あと十日もないのだからな』

「ケエェェェェ！」

　オシリスを包む炎は最後に、まるで火の鳥のように啼ないた。

　そして、オシリスの石像は完全に燃え尽き、灰すら残さず消えてなくなる。

「……残されたのは、あと十日？」

　何のことかと考え、すぐに思い当たる。

　オシリスは島全域を覆おおい尽くす大規模術式の準備をしている。

　もしそれが島内の神格適合者を一いち網もう打だ尽じんに斃す術であるのだとしたら……！

　自身の勝利をすでに確信したと言い放つ奴のセリフは、決して大たい言げん壮そう語ごではない。

　あと十日足らず。

　それまでに不死身の王を殺し尽くす手段がなければ。

　全すべてが、終わる。

「……」

　先程まで炎で煌こう々こうと明るかった室内は、すでに暗くら闇やみに吞まれて俺たちの目の前を真っ黒に染めていた。








Another─Kushinada sisters─









　──時は遡さかのぼる。




「いけない、急がなくっちゃ……！」

　私──櫛くし鉈なだ撫なで子こは暗くなり始めた通りを急ぎ足で駆かけていた。

　急がないと寮りようの門限を過ぎてしまう。

　こんなギリギリになってしまったのは自じ業ごう自得だ。

　神しん仙ぜんさんたちとゲームセンターで別れたあと。

　特に用事もなかった私は、そのまま帰ろうかとも思った。

　けれどその時、昼間にレオンさんが話していた殺さつ人じん鬼きの話を思い出したのだ。

　夜時間に島中を徘はい徊かいするという殺人鬼。

　寮に帰っていない妹の姫ひめ子こ。

　そのふたつが私の頭の中で不ふ吉きつに結びつくのは極ごく々ごく自然な流れだった。

　そうして、気づいてしまった以上はただ何もせず帰ることなどできず、私はそれからひとりでアテもなく島中を捜さがし回っていた。

　で、結局姫子は見つからず、こうして迫せまった門限に追い立てられて必死に走っている。

「はぁ、はぁ……」

　やっぱり私ひとりでは無理があるのかもしれない。

　神仙さんからも言われていたし、彼を頼たよった方がきっと早く妹も見つかる。

　そんなことを考えていたら。

　不意に道の角から出てきた人ひと影かげに、危あやうくぶつかりそうになった。

「きゃっ！」

　慌あわてて転んでしまう。

　相手にぶつかる──そう思ったのだけれど。

　私の体は、そのまま地面に倒たおれ込んだ。

「痛っ……」

　転んだ時に突ついた手の平がズキズキする。

　けれど、まずは相手に謝るために、私は急いで体を起こした。

「あ、あの、すみません。急いでて……」

「ん？」

　相手は私のすぐ傍そばに立っていた。

　どうやら転んだ私のことを上う手まく躱かわしてくれていたらしい。

　とても避さけられるようなタイミングとは思えなかったけれど……相手にケガをさせなかったのならそれでいい。

「えっと……!?」

　私はさらに何か言おうとして、言葉を詰つまらせた。

「あっ、あっ……！」

「どうした？」

　私の驚きなど意に介かいさず、相手は尋たずねてくる。

「何でっ……」

　私にはなぜ彼女がそんな何でもない態度を取れるのか分からない。

　だって、だって……！

　そこに立っていたのは──紛まぎれもない私の妹、行方ゆくえ不明だったはずの櫛鉈姫子だったのだから。


─了─　










あとがき









　──読者の皆みな様さま、『いづれ神話の放ラ課グ後ナ戦ロ争ク』第２巻を手に取っていただきありがとうございます。早速キャラクターたちからの謝辞を……

（涙るい々るい：以降『涙』）「イャッフゥウウウウウ！　私が表紙だー！」

（天てん華か：以降『天』）「るいるいズルーい！」

（涙）「これはもう私がこの作品のメインヒロインと言っても過言じゃないわね」

（雷らい火か：以降『雷』）「過言だ莫ば迦か。あと謝辞はどうした」

（涙）「えー？　雷火的には私がメインヒロインじゃ不満？」

（雷）「不満だ」

（涙）「雷火ってば冷たーい！」

（天）「あははは」

（天）「でもいいなー。あたしも表紙になりたーい」

（マリア：以降『マ』）「確かに、ちょっと羨うらやましいですね」

（シャルロッテ：以降『シャ』）「わたしは、ある意味１巻で表紙だったのかな？」

（天）「うーシャロ先せん輩ぱいもズルーい！　おっぱい揉もんじゃう！」

（シャ）「キャアアア！　なっ、何でぇ!?」

（雷）「お前ら莫迦騒さわぎを……作者も止めたらどうだ？」

　──うーん、そうだなぁ。表紙になりたいなら、イラスト担当のよう太た様や関係者各位にアピールしたらいいんじゃないかな？

（天）「あっ！　そっかー！　それじゃあ早速、こほんっ」

（天）「イラストレーターのよう太様、いつもあたしたちのかわいいイラストありがとーございまーす！　３巻はモチロンあたしが表紙だよね？　期待してるよ～」

（マ）「えっ、あの、私も言うべきなんでしょうか？　えっと、担当様に編集長様、デザイナー様や営業様、流通様や書店員様方々、いつも本当にありがとうございます……これでいいんでしょうか？」

（雷）「お前ら現金すぎるだろ」

　──そして最後に、こんなあとがきまで読んでくださる読者の皆様に多大なる感謝を。

　──よろしければまた次巻でお会いいたしましょう！


２０１５年11月某ぼう日じつ　なめこ印じるし
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